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プロローグΑ







「前巻のあらすじ。異世界に召しよう喚かんされたシン様は美少女とイチャイチャしたり設定を説明されたりして最後はご都合主義展開で一件落着しました。詳くわしくは『最近のラノベ　テンプレ』でググッてくださいね」

「おいクロナ、おまえ誰だれにむかってなにを話してんだ」

「決まっているじゃないですかシン様。もちろん、偶ぐう然ぜんこの本を手にとったけど二巻って書いてるし一巻さがすのも面めん倒どうだから買わなくていっかなー、という読者を引き止めるための施し策さくですよ」

「いやいや、施策ですよ、じゃねえから！」

「はて。いくらなんでも端折はしよりすぎたでしょうか？」

「たしかに端折りすぎかつ適当すぎで前巻のあらすじの体をなしてないけど、僕ぼくがツッコミたいのはそんなところじゃねえ！　もっと根本的な話だ！」

「と言いますと？」

「あのなクロナ、おまえこれが本編の初しよっ端ぱなってわかってんのか？　店てん舗ぽ特典ＳＳみたいな悪ノリ×メタネタ全開はさすがにマズいだろっ！」

「わたしと会話している時点でシン様も同罪な気がしますが」

「うっ……！　だ、だからやめろって言ってるんだよ！　ハイッ、もうこの話やめやめ！　撤てつ収しゆう！　解散！　お疲つかれっしたぁーッ！」

「むむ、シン様がそこまでおっしゃるなら、下げ僕ぼくとしては従わざるをえませんね。ですが最後にこれだけは言わせてください」

「いいだろう。ただし手短にな」

「では――二巻のあらすじ。一巻をご都合主義で乗りきったのもつかの間、シン様は新たな事件に巻きこまれるのでした。今回の舞ぶ台たいとなるのは――」

「待て待て待てぇいっ！　おまえなに盛せい大だいにネタバレかまそうとしてんの!?　偶然この本を手にとったけど二巻って書いてるし一巻さがすのも面倒だから買わなくていっかなー、って読者の背中を全力で後あと押おししてどうすんだよ!?」

「てへぺろっ」

「なにその雑なごまかし!?」

「あ、ちなみに今回は水着回ですよ♥」

「だからやめろォォォオオオオッ！」







プロローグΩ







「プロローグΑはなかったことにしてくださいッ！」

　土下座しつつ言ったのは、僕こと天あま霧ぎりシンである。

「シン様、いきなり誰にむかってなにをおっしゃっているのですか……？」

　と、ヒキ気味の顔で言ったのはクロナ。時間を統すべる天使にして僕の下僕その一だ。

「どんびき」

　と、無表情で言ったのはマシロ。空間を統べる天使にして僕の下僕その二だ。

「いや……すまん。自分でもよくわからないんだが、急に謝あやまらなきゃって気になったんだ」

　ここは神の座たる天空宮きゆう殿でん『エンピレオ』。地上世界『プルガトリオ』の上空に位置する浮ふ遊ゆう島だ。

「まったく、漫まん☆画が太た郎ろう先生のマンガが始まったかと思ってヒヤヒヤしましたよ」

「シロたち、ばばあになる？」

「ならなくていい。いや頼たのむからならないでください……！」

　天使の外見は容姿もふくめて「可変式」なので、僕が望めばいかようにも姿を変えさせることができる。

　ま、各所に迷めい惑わくがかかるからやらないけどな！

「それはさておきシン様、そろそろ前回のおさらいを始めますよ」

「だからそれはやめろって！」

　反射的に口が動いてしまう僕。

「？　なぜです？　先の『レムルス自由革命』が起きた結果、世界に生じた変化をあらためてご説明しておく必要があると思うのですが」

「あっ……。前巻じゃなくて、前回ね……」

「シンさま、じょうちょふあんてい？」

「や、もう大だい丈じよう夫ぶだ。……こっちじゃクロナも多少は真ま面じ目めみたいだしな」

「よくわかりませんけど、奇き行こうもほどほどにしてくださいよ？　ただでさえシン様は毎週日曜朝８：30にテレビの前で全ぜん裸ら待機する特異な趣しゆ味みをお持ちな方なのですから」

「僕は断じてお持ちな方じゃねえ！　つか今回もさっそくプリキュアネタをぶっこんできやがったな……！」

「もはやお約束ですので。では本題に入りましょうか」

　クロナがパチンと指を鳴らすと、宙にホログラムが出現し、過去の映像が映しだされた。

　より具体的にいうと、レムルスはクラーヌの丘おかで僕が大暴れしている映像だ。

「とまあ、見てのとおりシン様が好き勝手やって『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の預定シナリオをガン無視した結果、地上にも天界にも大きな変化がおとずれました」

「地上の変化ってのは、旧レムルス教主領がレムルス自由都市連盟に生まれ変わったってことだよな。で、天界の変化ってのは？」

「あの件以降、わたしたち御み使つかいの力に大きな制限がかかりました」

「ん。空間統御スペテイム・ドミナと時間統御テンプス・ドミナがよわくなった」

「えっ、そうなん？」

　僕には初耳な話だった。

「まずネフィリム召喚、すなわち世界の全消去と再構築オールリセツトは不可能となりました。今後はノリで滅びの閃光ハルメギドをぶっ放して世界を滅ほろぼすとかはできません」

「ざんねんむねん」

「いやそれふつうに朗報だと思うんだが」

　ちょっと口をすべらせただけで世界が滅んでしまうとか、さすがに勘かん弁べん願いたい。

　そもそも僕は、いまの世界をリセットしたいだなんて欠片かけらも思ってないわけだしな。

「しっかし、ネフィリム召喚ができなくなったとか、よくわかったな。どうやって調べたんだ？」

「それは秘密です」

「ん。黙もく秘ひ権けんをこうしする」

「……さてはおまえら、僕のいない隙すきに実際にためしやがったな？」

「ヒュ～♪」「ひゅ～♪」

　あさっての方角をむいて、わざとらしく口笛を吹ふくクロナとマシロ。

「……少しは悪びれろっての。まあいいや。で、ほかにはどんな制限がかかったんだ？」

「わたしの時間統御テンプス・ドミナに関しては、以前にも増して制限が強化されました。時間を止めたり、巻まき戻もどしたり、早送りしたりすることは基本的にできないとお考えください」

「まあでも、時間の操作はほとんどやってないよな。全消去と再構築オールリセツトのときと、工こう房ぼうを直したときくらいじゃないか？」

「ですね。今後わたしの見せ場は減少すること必至ですから、これまで以上に口のほうでがんばらなくてはいけませんねっ」

「がんばらなくていい。おまえは少し口をふさぐことをおぼえろっ……！」

　クロナにこれ以上しゃべらせたら、いろいろと酷ひどいことになるのは目に見えてる。

「で、マシロのほうですけど」

「ん。空間転移も、まえみたいに好きなところにいくのは、むり」

「マジか。あれはめちゃくちゃ便利だったのに」

　これはガチで残念なお知らせだった。

「いまは、『エンピレオ』とシンさまの工房のあいだしか、むり」

「うーん、不便になっちまったなぁ」

「シン様。こうなったのは、いったいぜんたい誰のせいだとお思いです？」

　エンジェルスマイルをむけてクロナが言った。

「じごうじとく」

　エンジェルジト目をむけてマシロが言った。

「ぅぐ……！　わ、わかったよ、もう文句は言わねえよ……」

　この件に関しては立場の弱い僕だった。

「ところで、おまえたちの力についてはわかったけど、僕の万有神力アルフアオメガに関してはどうなんだ？」

　万有神力アルフアオメガというのは、僕だけにゆるされた神の力。

　ひらたくいえば、僕の思ったままが現実になる能力である。

「ああ、それでしたら、これまでどおりいっさい制限はございません」

「ん。シンさまのすきにできる」

「えっ、マジで？　つか、なんで？」

「それはもちろん、シン様が神だからです」

　なにをいまさら、という口ぶりで言うクロナ。

「前にも言ったかと記き憶おくしていますが、この世界でシン様の行動を縛しばるのはシン様の意志のみ。万有神力アルフアオメガをどのように使うかもシン様の判断にゆだねられているのです」

「ってことは、僕が力を使うぶんには時間操作も空間転移も好きにできるわけか……」

「でも、やらないほうがいい」

　マシロが言った。

「地上で万有神力アルフアオメガをつよくしすぎると、世界の歪みデイバインワームがまたでてくる」

「その説明なら前にも聞いたぜ。地上で無む茶ちやをしすぎると世界の歪みデイバインワームが蓄ちく積せきして、最終的に不帰納臨界点コラプス・アクシスってのに到とう達たつすると強制的に世界の全消去と再構築オールリセツトが発動――」

　そこで僕は首をかしげた。

「って、あれ？　でも全消去と再構築オールリセツトは封ふうじられたって話だよな？」

「そうです。だからこそ、問題はより深刻化したのです。これまでは、蓄積した世界の歪みデイバインワームを全消去と再構築オールリセツトによって強制除去することができましたが――」

「これからは、なにがおこるかわからない」

　とはいえ、なにも起こらないってことはありえまい。

　そして、歪みワームによって引き起こされる事象が、僕や世界にとって「良きこと」であろうはずもない。

　神の力の行使には、これまで以上に気を遣つかわなければならないわけだ。

「でも、剣技アーツを模倣エミユレートするていどなら大丈夫だよな？」

「ええ。人の領域内の力でしたら、これまでと変わりないかと」

「なら問題ないな」

　以前からの基本的な方針として、地上では地上の流りゆう儀ぎにあわせると決めている。

　地上での僕は神ではなく、鍛か冶じ師しの天霧シンなのだ。

　その範はん囲いを逸いつ脱だつしてしまえば、地上にはもういられなくなる。

　――ティナのそばに、いられなくなる。

　ああいや、いまのはべつにティナのことを好きだからとかそういうんじゃなくて、前回あれだけ無茶して彼かの女じよの命を救ったってのに、つまらないことでそれが台無しになっちまうのは避さけたいって意味なのだ！

「シン様、なにをモノローグで長々と言い訳しているのですか。童どう貞ていくさいったらありゃしませんよ」

「悪かったな！　つか僕の心の声を勝手に聞いてるんじゃねえよ！」

　そんな能力はおまえに設定されてないだろとツッコミたい僕だった。

　それはさておき――

「話をまとめると、今後地上でなんらかの事件に巻きこまれた場合、いままで以上に僕が自力で解決しなきゃならないってことだな」

　クロナとマシロがそろってうなずく。

「ですがシン様、なにも問題はないでしょう」

「ん。ごっずいんひずへぶん、おーるずらいとうぃずざわーるど」

「神は天に在り、世はすべてこともなし。ま、たしかにそうだよな」

　マシロが口にしたのは、ロバート・ブラウニングの詩の一節。ネルフマークの下に書かれている英文として有名なアレである。

「なにが起きても、なんとかなるだろ。だって――」

　そろそろ僕も、このセリフを違い和わ感かんなく自信をもって言えるようになってきた。

「僕はこの世界の神なんだからな」







１．自由都市連盟







　レムルス教主領あらため、レムルス自由都市連盟。

　先の自由革命によって教府政権が打だ倒とうされ、この国は新たな歴史を歩み始めている。

　革命の立役者にして、新生レムルスを象しよう徴ちようする存在となったのは、「真なる聖女ラ・ピユセル」であり唯ゆい一いつ「自由騎士ミニステリアーレ」の称しよう号ごうをもつクリスティナ＝ディルアークである。

　そのティナは現在、

「シンくーん？　そっちのシーツ干し終わったー？」

　ホームであるミラージュ孤こ児じ院いんにて、洗せん濯たく物ものを干していた。

　なんでやねん！とツッコミたくなるのは僕だけじゃなかろう。

　まあ、一国の象しよう徴ちよう的てき存在になろうと、ティナはティナだということだった。

「ああ、だいたい終わったぜ」

　額の汗あせをぬぐって答える僕に、

「ハッハッハ！　洗せん濯たくとは良いものだな天あま霧ぎり君！　我々は衣類や寝しん具ぐを洗っているように見えてその実、自らの心を洗っているのだと気づかされたよ！　ハッハッハ！」

　大量の洗濯物を入れたカゴを持って現れたのは、ミハエル＝フォン＝シュヴァンデン。

　現在はレムルス第二位の騎き士しであり、聖騎士シヴアレースの称号をもつ赤毛の美青年だ。

「……つか、あんた人が変わりすぎだろ」

　誰やねんおまえ！とツッコミたくなるのは僕だけじゃなかろう。

「そもそもなんでここにいるんだよ……？」

「愚ぐ問もんであるぞ天霧君。あの運命の日、私はいちど死に生まれ変わったのだ！　そう、新生したミハエル＝フォン＝シュヴァンデンはクリスティナ様の盾たてであり影かげ！　ゆえにクリスティナ様に付き従い、少しでもお役に立つことが私にとっての使命であり、誇ほこりであり、無上の喜びなのだッ！」

　とまあ、超ちようさわやかイケメンスマイルでそんなことを言う。

　ちなみにこのミハエルこそは、あの自由革命の日、偽いつわりの神しん託たくに従ってティナを殺害せんとした実行犯なのだが――

　最終的にティナとの一いつ騎き打うちに挑いどみ、完敗を喫きつした結果、ティナに心しん酔すいし忠誠を誓ちかうようになったらしい。

「ちょっと、ミハエルさーん？　しゃべってないで早く洗濯物もってきてー！」

「はっ！　申し訳ありませんクリスティナ様！　すべてはこのミハエル＝フォン＝シュヴァンデンの不徳の致いたすところであります！」

　その場で片かた膝ひざをついて、ティナに最敬礼を送るミハエル。

「いやだから、早く持ってきてほしいんだけどなぁ……」

　困った顔になるティナ。もはやコントである。

「あらあらおやおやまあまあ。これはまた意外な変化ですねぇ」

　クロナの幽体アストラが僕の背後に現れた。

「シンさまの、らいばる？」

　マシロの幽体アストラも現れた。

　ちなみにこの二人の姿と声は僕にしか見えないし聞こえない。なので人前で彼女たちに返事をしてしまうと変な人に思われるので注意が必要だ。

「ライバルってどういう意味だよ？」

　さいわいティナは離はなれた場所にいるし、ミハエルは自分の世界に入っているので、僕はふつうに口を動かして答えたが。

「もちろん恋こいのライバルですよっ！　ティナ嬢じようをめぐってシン様とミハエル君のあいだで恋のバトルが勃ぼつ発ぱつするかも!?」
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「血みどろのたたかい」

「いやいやいやいや、ないないないない」

　僕は手を振ふって否定するが、

「しかし困りましたね、そうなると我らがシン様の劣れつ勢せいはいなめませんよ。片やイケメン・高身長・アスリート体型・金持ち・名家の生まれ・高い社会的地位・コマした女は星の数。片や……あっ……（察し）」

「こまった。クロ、シンさまはかてない？」

「そうですねえ、シン様が勝てる要素といったら、オナニーの回数とプリキュアシリーズに対する熱意くらいでしょうか」

「勝ってもうれしくねぇええええッ！　そしてその二つをならべるのはやめろッ！」

　大きなお友達たる者、日曜朝８：30には純じゆん粋すいで穢けがれのない心を胸にテレビにむかわなくてはならないのだッ！

「あははっ。相変わらずだねぇ、シン君は」

　と、ティナが僕に声をかけてくる。

「頭の中で会話をしてるの、やっぱり楽しそう」

「楽しくはねえよ、ぜんぜん……」

　まあ、はたから見たらべつの意味で楽しいのかもしれないが。

「それはそうとティナ、のんきに洗濯なんかしてて大丈夫なのか？　たしか今日って血界大聖堂カテドラルージユで重要な会議がひらかれるはずだろ」

「うん、いまはその会議の真っ最中だと思うよ」

「真っ最中って、出席しなくていいのかよ？」

「わたしが行っても座すわってるだけだし、院長が進行役だから大丈夫だよ」

　ミラージュ孤児院の院長ことヨゼフィーネ＝ゲーベルは、旧レムルス教府の幹部だった過去をもつ。

　そんな彼女は自由革命を契けい機きに政治の世界に復帰し、あれよあれよという間に議会のまとめ役となっていた。

　ティナの育ての親という強みもあり、いずれ正式な議長に選出されるのも確実という話だ。

　ちゃっかりしているというか、抜ぬけ目めないというか……やはりあのばあさん、只ただ者ものじゃなかったのである。

「フッ。いいかね天霧君、クリスティナ様はレムルス自由都市連盟の象徴であっても、為い政せい者しやではないのだよ！　そこが旧ふるきレムルス教主と決定的に異なる点なのだ！」

　と、ミハエルが割りこんできて、熱心に語りだした。

「さりとてクリスティナ様は、単なるお飾かざりなどでは断じてない！　俗ぞく世せの権力よりも一段高いところで歴然たる権けん威いを有するのだ！　すなわち、警告権・激げき励れい権・被ひ諮し問もん権の三つの権力を有することで、政まつりごとに深く関かん与よすることが可能なのだよ！」

「ん……んん？」

　政治の話なので、いまいちよくわからない僕だった。

「要は、地球でいうところの立憲君主制ですね」

　と、クロナが助け船をだしてくれた。

「君主は直接、政治には関かかわらない。かわりに『政府高官に警告する権利』『国民を激励する権利』『政府高官から相談をうける権利』を行使することで政治に影えい響きよう力りよくをおよぼすことができる、ということでしょう」

「……なるほど。なんとなくわかったぜ」

「ちなみにこの制度も院長の発案なんだよね」

　笑いながらティナが言う。

「『おまえに政まつりごとなんざむいてないから、あたしにまかしときな！』とか言ってね」

「その光景がありありと目にうかぶな……」

　とはいえたしかに、血界大聖堂カテドラルージユに閉じこもってふんぞり返ってるなんて、まったくもってティナらしくない。

　適材適所の実力主義は、レムルス自由都市連盟が最初に打ちだした方針でもあった。

　と――

「ティナねーちゃん！　いるー？」

　孤児院の少年が一人、僕たちのほうに駆かけよってくる。

「これ、院長の使いの人がティナねえちゃんに渡わたしてくれって」

　言いつつ、折りたたまれた紙を手て渡わたす。

「――！」

　瞬しゆん間かん、ティナとついでにミハエルの顔つきが変わった。

　もちろん、真しん剣けんなものにだ。

　紙を開かい封ふうしていくティナ。その紙は個人の剣気オーラに反応して文字がうかびでる特とく殊しゆなものだ。

「ウーラガン市で旧教主派の騎士たちが武装蜂ほう起き。市庁舎を占せん拠きよ。現地からは至急の救きゆう援えん要よう請せい――ミハエルさん！」

「はっ！　このミハエル＝フォン＝シュヴァンデン、微び力りよくながらお供させていただきます！」

「えっと、そうじゃなくて……来なくていいから、わたしの留守中エタンダールをよろしくね」

「そ、それならば私を派は遣けんしてください！　一都市の武装蜂起など、わざわざクリスティナ様がお出ましになるようなことでは……」

「ううん、これはわたしが行くべきだよ。旧教主派の人たちもわたしに言いたいことがあるだろうし、わたしも話がしてみたいから」

「おぉっ……！　逆臣にまで慈じ悲ひの心をむけられるとは、なんという度量の深さ……！　このミハエル、感服いたしましたぞっ！」

　膝ひざをついて最敬礼するミハエル。感激して泣きだしそうなふぜいだ。

　なんて暑苦しいやつ……心なしか、ティナも若じやつ干かんひいた顔になってるぞ。

「そういうわけだからシン君、わたし行くねっ！」

「ああ。洗濯物はまかしとけ」

「ありがとっ。それじゃまたね！」

　言って、走りだすティナ。

　さっきミハエルやクロナが、なにやら難しい政治用語でティナがお飾りではないと説明していたけど――

　僕に言わせれば、そんなことは走り去る彼女の背中を見るだけでわかることだ。

　そうとも、彼女はお飾りの象徴などでは断じてない。

　クリスティナ＝ディルアークは、レムルス自由都市連盟の象徴たる真なる聖女ラ・ピユセルであると同時に――

　レムルス自由都市連盟の最強戦力たる自由騎士ミニステリアーレでもあるのだから。

「さてと、さっさとすませるか」

　僕は僕で、そんなに暇ひまってわけでもない。

　洗濯物を干し終えたら、次は血界大聖堂カテドラルージユでやる仕事があるのだった。
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　小一時間後、僕は血界大聖堂カテドラルージユの一室で執しつ務む机づくえに座っていた。

　室内には五人の従騎士エスクワイアが詰つめており、僕のかたわらに一人、部屋の四よ隅すみに一人ずつが立っている。

　そして、僕とむかいあう位置には、呼びだされた文官が座っていた。

「あ、そいつスパイだから捕つかまえちゃってー」

　ビジネスライクな口調で僕は言った。

「なっ――!?」

　驚きよう愕がくの表情になる文官。

　二人の騎士がザッザと歩みより、問答無用で彼かれを拘こう束そくする。

　僕に委い託たくされている仕事とは、レムルスの文官の中からゴルディオン＝コンスタンス帝てい国こくのスパイを見つけだすことだった。

「ま、待ってくれ！　こんなの納なつ得とくできるわけがないだろう！　なぜ私がスパイだと断言できるっ!?」

「これ、念動力探知装置ウイル・スキヤナー」

　僕は執務机に置かれた金属製の装置を指差した。

「こいつを使うとあら不思議、念動力ウイルの有う無むがたちどころにわかっちまうのさ」

　レムルスの騎士は剣気オーラを剣けんや肉体にまとわせて戦うが、帝国の念動兵士ウイル・ウイスパーは念動力ウイルに感応する武装をもちいて戦うのだ。

　――まあ僕は、装置なんかに頼たよらなくても見るだけで念動力ウイルの有無くらいすぐにわかるのだけど、そのことを大っぴらにするわけにはいかない。

　地上での僕は全知全能の創造神ではなく、腕うでのいい鍛冶師でしかないのだから。

「ば、馬ば鹿かなっ！　だ、だいたいおまえは何者なんだっ!?　従騎士エスクワイアともあろう者たちが、なぜこんな少年に従っている!?」

「なぜって、僕には信しん頼らいと信用があるからだよ。真なる聖女ラ・ピユセルじきじきに依い頼らいされたっていう『信頼』と、自分で実績を積みあげてきた『信用』がな」

　僕の言葉にうなずく騎士たち。

「つーわけだから、大人しくお縄なわについて洗いざらい吐はいちまえよ。なにも命までとることはしねえからさ」

「デ、デタラメだっ！　わたしはスパイなどでは断じてないっ！　だいいち念動力探知装置ウイル・スキヤナーだと？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　そんなものなど見たことも聞いたこともない！　帝国の最新技術をもってしてもそのようなものは――！」

「はいダウトー。帝国の最新技術に精通してるとか、自白したようなもんだぜスパイさん」

「し、しま――！　か、かくなる上は――がっ……!?」

　スパイが行動を起こすより先に、騎士の一人が手刀を喰くらわせて昏こん倒とうさせた。

「では天霧殿どの！　彼を連行いたします！」

「ああ、よろしく頼たのむぜ」

「はっ！」

　胸の前で右手を水平にするレムルス独特の敬礼を送り、騎士たちはスパイを連行していった。

　彼らがこうして僕に従うのは、僕がこれまで「実績」を積みあげてきたからこそだ。これまでに僕が看破したスパイの数はかれこれ三〇人を超こえていた。

　現在、レムルス自由都市連盟は「中心」「内部」「外がい縁えん」と三つの大きな問題をかかえている。

　中心の問題。これはいうまでもなく、国家の中ちゆう枢すうたる血界大聖堂カテドラルージユ内に巣食うスパイの存在だ。

　内部の問題。これは先ほどティナが制圧にむかった、各都市における旧教主派騎士の反乱である。

　外縁の問題。これは国家の存亡に関わる最大の問題、すなわちゴルディオン＝コンスタンス帝国の侵しん略りやくである。

　中心に関しては、見てのとおり進しん捗ちよく状じよう況きようはすこぶる順調といっていい。

　僕がつくった念動力探知装置ウイル・スキヤナーはほかにも複数あって、スパイの捜そう査さは別室でも並へい行こうしておこなわれている。

　血界大聖堂カテドラルージユの「大おお掃そう除じ」は、そう遠くない日に完かん了りようするだろう。
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　僕の住居は地上ではなく空中にある。

　地上世界『プルガトリオ』の上空にうかぶ浮ふ遊ゆう島、天空宮殿『エンピレオ』が丸ごと僕の家なのだ。

　そんなわけで、夜になると僕は地上から天空へと帰き還かんする。必然的にレムルスには不在となってしまうが、それで不都合が生じたことはいままで一度もなかった。

「夜に女の子が訪ねてくることもありませんしね」

「うるせえほっとけ！」

　それはさておき、天空宮殿『エンピレオ』がどのような場所なのか、いい機会なので説明しておくとしよう。

　まず、天空宮殿という名めい称しようからイメージされるように、浮遊島の上には豪ごう華かで巨きよ大だいな白はく亜あの宮殿が建って――いない。

　念を押おすけど、宮殿なんてものはない。

　なんかこう、それっぽい柱とか彫ちよう刻こくとかアーチとかはそこかしこに建っているけど、居住空間のある建造物は皆かい無むといっていい。

　では、居住空間はどこにあるのかというと、答えは浮遊島の「内部」だったりする。

『エンピレオ』の内部は一種の亜あ空くう間かんになっていて、ほぼ無む尽じん蔵ぞうのスペースがある。僕ぼくは万有神力アルフアオメガを使うことで、その亜あ空くう間かん内ないに任意の部屋なり施し設せつなりを自由自在につくりだすことができるというわけなのだ。

　そして、初公開！　これが僕の部屋である！

　ドーン！　フローリングの床ゆかに白い壁かべ。広さは八畳じようで天てん井じようの高さは二メートルていどだ。

　室内には、ノートパソコンが載のった学習机・おもにマンガが収められた本ほん棚だな・三二インチの液えき晶しようテレビと据すえ置おき型がたゲーム機のほか、シングルベッドやエアコンといった必要なものがひと通りそろっている。

　……え？　普ふ通つうすぎてつまらん？　自由につくれるのになんで平へい凡ぼんな男子高校生の部屋なんだよって？

　いや、実をいうと最初はトランプ・タワーの最上階みたいな金ピカで豪華絢爛な部屋をつくってみたのだ。

　つくってみたはいいが、そんな部屋にいてもまったく落ちつかず、逆にむなしくなるだけだったので、慣れ親しんだ現代日本の自室をコピーしたというわけなのだ。

「結局このくらいの広さがあれば充じゆう分ぶんなんだよな」

　一六年という歳さい月げつをかけて身体からだにしみこんだ庶しよ民みん感覚というやつは、そうやすやすと抜けるものじゃないってことだ。

　まあ、神だからってべつに贅沢しなきゃダメってこともあるまい。質素な生活を好む神とか、むしろ好感度高いんじゃね？

　その好感度に意味があるのかというと、果てしなく疑問だけどさ……。

　とまれ、ありがたいことに僕は快適な生活を送っている。

　夕食と風ふ呂ろがすんだあとは、こうして部屋で一人でいることがほとんどだった。

　万有神力アルフアオメガを使えば、パソコンでネットを見ることも新作ゲームで遊ぶこともできるので退たい屈くつとは無む縁えんだ。

　そんなふうにすごしていると――

　コンコンと部屋のドアがノックされた。

　やれやれ、またクロナか。彼女は僕がくつろいでいるところにたびたび押しかけてきては、「そろそろ歴代プリキュアシリーズでベスト作品を決めましょう」だの「キュアブラックがマックスハート移行にあたってヘソ出しコスチュームを捨てたときは日本刀と火か炎えん瓶びんを持って東映アニメーションに乗りこんでやろうと本気で考えましたよ」だの「『東映アニメーション・プリキュアワークス』シリーズは聖書以上に読まれるべき全人類の必読書です」だの、益やく体たいもないことを一方的にベラベラまくしたてて去っていくのだ。

　しかも、ドアを開けるときのセリフが決まって「シン様、オナニー中に失礼します！」である。いいかげん「してねえよ！」と返すのもワンパターンだし、今日は先手を打ってクロナから一本とってやるとするか。

　ドアが開くのと同時に僕は言ってやった。

「フッ、残念だが遅おそかったな！　僕はもう自家発電を終えてスッキリしちまったあとだぜ！」

「ん……？」

　ドアの隙すき間まから顔をのぞかせて首をかしげたのは、クロナではなくマシロだった。

　うそーん！

「シンさま、自家発電て、なに？」

「すいませんいまのは聞かなかったことにしてください！」

　僕は椅い子すから飛び降りて着地と同時に土下座を決めていた。

「ん、わかった」

　すんなり聞き入れてくれるマシロ。やはりマシロたんは天使だぜ！

「つか、おまえが訪ねてくるとかめずらしいな。どうかしたのか？」

　マシロに座るようにうながしつつ、たずねる僕。

「ん。シンさまに相談があってきた」

「僕に相談か。力になれるかはわからないけど、とりあえず言ってみてくれ」

　ん、とつぶやいて、

「シロは危機感をいだいてる。このままだと、れーぞんでーとるがあやうい」

　レーゾンデートル。日本語では「存在理由」という意味だ。

「なるほどな。……で、つまりどゆこと？」

「クロにくらべて、シロはキャラがうすい気がする」

　マシロは真顔でそんなことを言った。

「えーっと……」

「だからシンさまに相談したい。これからシロは、どんなふうにキャラをてこいれしたらいい？」

「いやぁ、なんつーかなぁ……」

　そういう相談は作者の脳内もしくは担当編集との打ち合わせでやっとけよ！というのが、僕の偽いつわらざる本心だった。

　とまれ、そんなことを言っても始まらないわけで、

「その手の相談なら、僕よりクロナにしたほうがいいんじゃないか？」

「クロはいそがしいから、だめっていってた」

「なにがどう忙いそがしいってんだよ？」

「なんか、『君の名は。』が超ちよう絶ぜつ大ヒットしたので昔からの新しん海かい誠まことフリークを名乗るためにいそいで過去の監かん督とく作品をぜんぶ視し聴ちようしませんと！　とかいってた」

「あ、そう……。つか、その努力にどれだけの意味があるんだよ」

　クロナがアニメトークできる相手って、この世界では僕しかいないわけなんだが。

　それはさておき、マシロの相談のほうだ。

「しかしそうなると弱ったな。僕に的確なアドバイスができるとは思えないんだが……」

「シンさまはきっとそういうから、これをわたせってクロがいってた」

　マシロが一枚の紙切れを僕に差しだす。

　その紙には手書きの文字でこう書かれていた。

　――おっぱい揉もみ券、と。

「なん……だと……!?」

　いまの僕の顔をイラスト化したら、リアルな劇画調になることは間ま違ちがいない。

　まままま待て待て待て待て！　おおおお落ちつけ僕！

　そ、そうだ、こういうときは素数をかぞえて落ちつくんだ！　２、３、５、７、11、おっぱい、おっぱい、おっぱい……！

　よしっ！　いまの僕は人生史上最高にクールな状態だぜっ！

「……マシロよ、ひとつ確かく認にんするが」

　威い厳げんをたたえた声で僕は言った。

「僕が相談をうけたら、見返りとしてその券をくれるって理解で間違いないか？」

「ん」

　簡潔な答えだった。

　……まいったね。やれやれだぜ。

　その場で空くう条じよう承じよう太た郎ろうっぽいポーズをとりながら、僕はしばし沈ちん思し黙もつ考こうした。

　……いや。勘かん違ちがいしてもらっちゃあ困るが、断じて決して誓ちかって僕はおっぱい揉み券が欲ほしいわけじゃあない。だいたいこれじゃ、こっちから持ちかけたわけじゃないとはいえ、相談に乗る見返りに体を要求しているようで疚やましいし卑いやしいし心苦しいってのが僕の本音であり真意だ。

　しかし――僕こと天霧シンはつねに紳しん士したることを忘れない健全で道徳的で清せい廉れん潔けつ白ぱくな男子高校生であると同時に、左方の白き智天使シニストラ・アルブス・ケルビムであるマシロを創造したこの世界の神でもあるのだ。

　そう、（そんな記憶はないけど）僕はマシロの生みの親であるわけで、彼女からしたら父親も同然なわけだ。

　ここで、想像してみてほしい。仮にあなたが父親で、目に入れても痛くないほど可愛かわいい娘むすめがいるとして、その可愛い娘が自身の存在理由について深刻な悩なやみをかかえていて、藁わらにもすがる思いでその悩みを打ち明けられたとして……あなたはこれを、無む下げにできるだろうか。

　僕にはできない。血のかよった一人の人間として、心をもった一個の生命体として、そんな残ざん忍にん非道冷れい酷こく無残悪あく辣らつ暴ぼう虐ぎやく無む慈じ悲ひなる行こう為いは断じてできなかった。

　なので僕はマシロの相談にのる。重ねていうが、断じて決して誓っておっぱい揉み券が欲しいわけじゃない。僕はただ、一いち途ずに真しん摯しに純粋にマシロの力になってやりたいのだ！

　だいたいほら、おっぱい揉み券ってのは極論すれば、肩かたたたき券の亜あ種しゆみたいなもんだろう。

　つまりその名称に反して、そこには性的な意図やニュアンスはいっさいこめられていないと解かい釈しやくするのが妥だ当とうかつ正答である。

　肩たたき券が美しくも麗うるわしい親子愛の発はつ露ろしたものであることに、異論をとなえる者はいまい。であるからして、その亜種であるおっぱい揉み券も同様の属性をもつことは当然の帰結なのである！

　――Ｑｕｏｄ　Ｅｒａｔ　Ｄｅｍｏｎｓｔｒａｎｄｕｍ．

　かつてこれほど完全無欠完かん璧ぺき無む謬びゆうなる証明終了ＱＥＤがあっただろうか？　いや、ない。

「――わかった。僕でよければ相談にのるぜ」

　父性に満ちた至高のさわやかスマイルで僕は言った。

「シンさま、さんくす」

「フッ。礼を言わなきゃならないのは僕のほうだぜ……！」

「？　どうして？」

「ああいや、なんでもない。それよりさっそく本題に入ろうぜ。キャラのテコ入れだったよな――」

　うーんと唸うなる僕。あらためてマシロをジッと見つめる。

　いやいや、べつに胸に熱視線を送って品定めとかしてねーから！

「ううむむむ、あらためて考えてみると難しいな。逆に聞くけど、マシロにはなんかアイディアがあるのか？」

「クロのまねをする」

「うん？　っていうと？」

「クロとおなじ口調で、おなじようなことをいう」

「それだけはお願いだから勘かん弁べんしてくださいッ！」

　僕は光の速さで土下座をしていた。

　クロナがもう一人増えるとか悪夢すぎる。マシロがその考えに固こ執しつしないことを祈いのるのみだ。

「だいたいマシロ、そのアイディアにはひとつ大きな問題点があるぞ」

「なに？」

「クロナと同じ口調で同じようなことを言うと――どっちのセリフかわからなくなる」

　絵も音声もない以上、こいつは絶対不ふ可か避ひの問題だ。

　まさかＳＳみたく、カギカッコの前に名前を入れるわけにもいかないしな……。

「それじゃだめ。べつのあいでぃあをかんがえないと」

「とりあえず思いつくのは……定番のキャラ属性を追加してみるとかだな」

「たとえば？」

「ツンデレとか天然系とか」

「つんでれ――」

　言葉を咀そ嚼しやくするようにつぶやいて、

「べつに、あんたのことなんか好きじゃないんだからね」

（棒）とつけないのが申し訳なくなるくらいの棒読みだった。

「……いやマシロ、そのセリフを口にするならせめて無表情はよせ」

「それはむり」

「なんでだよ？」

「シロが表情ゆたかになったら、それはもうシロじゃないきがする」

　レーゾンデートルの危機というわけらしい。

「うーん。考えてみたら、そもそもテコ入れでキャラ属性の追加とか聞いたことねえよな。そんなことしたら『この作者は自分で書いたキャラの性格すら忘れる鳥頭だ！』って叩たたかれまくる気がするぞ……」

「このあいでぃあも、だめ？」

「ダメっぽいな。ツンデレっぽい属性を追加したいなら、僕と最初に会った時点で『おまえのことなんか神とは認めない』みたいな言動をさせておくべきだったんだよ」

「おまえのことなんか神とはみとめない」

「……いやだからマシロよ、いまさら言っても手て遅おくれなんだってば」

「いままでのことはなかったことにしてください」

　あらぬ方向にむかって土下座するマシロ。

「それは無理だろ。漫☆画太郎先生のマンガじゃねえんだから……」

「なら、物理的になかったことにする」

　やおら立ちあがり、空間統御スペテイム・ドミナの力を発動させようとする。

「待て待て、落ちつけ。つかそれも無理だろ。ネフィリム召しよう喚かんはできなくなったって話、忘れたのか？」

「……そうだった」

　その場にへたりこんでシュンとなるマシロ。

「あー、もしかしてだけど、ネフィリム召喚ができなくなったことがきっかけだったりするのか？」

「……ん。ネフィリムを召喚して滅びの閃光ハルメギドをぶっぱなすのは、シロのれーぞんでーとるの大事なぶぶんだった」

「まあ、たしかにアレはインパクト大だったからなぁ」

　とはいえ、いくら存在理由だからといってアレを毎回ぶっ放されるのはいろいろと問題が大きすぎる。

　マシロには気の毒だが、ネフィリム召喚の復活は僕としても了りよう承しようできない。

　そもそも、できるのかっつー話である。

「……こまった。シロはもう八方ふさがり」

　さらに肩を落とすマシロ。

　これはアカンと直感した僕は、とっさに手を伸のばしてその肩をつかんだ。

　ぷるんっ。と、そのさいの衝しよう撃げきでゆれるおっぱい。まじたまんねえぜぐへへ。

　って、そうじゃなかった！　ここはシリアスに決めるところだった！

「大だい丈じよう夫ぶだぜ、マシロ。僕が間違ってたよ。もっと早くに気づくべきだった」

「シンさま……？」

「いいか、無理に変わろうとする必要なんてない。マシロはマシロのままでいいんだ」

「……ほんとうに？」

「ああ。大事なのは、いまの自分を認めて好きになることだと僕は思うぜ」

「――わかった。がんばってみる」

　マシロはそうつぶやいて、

「シンさま、ありがとう」

　ほんのかすかな笑えみをうかべた。

　不覚にもドキリとしてしまう僕だった。

「お、おう。どういたしまして」

　とまあ、なんとなく綺き麗れいに話がまとまったな。

　――さて、と。

「と、ところでマシロさん？」

「さん？」

「や、僕としては見返りがほしくて相談にのったわけじゃないしべつに無む償しようでもぜんぜんかまいやしないんだがそれだとむしろマシロのほうが納得できないかもだしそうなるのは僕の本意じゃないわけでこういうことは早めにすませといたほうが今後の人間関係を円えん滑かつにするためにも重要だという観点から鑑かんがみても妥だ当とうだと判断するのが確定的で――」

「シンさまがいってるのは、これのこと？」

　と、マシロがおっぱい揉み券をつまみあげる。

「イエスマムッ！」

　ビシっと敬礼を送る僕。なんの変へん哲てつもない紙切れが、いまは黄金の輝かがやきを放っているように思えた。

「じゃ、しんてい」

　そしてマシロは、両手で券を僕へと差しだした。

「ぉ、ぉおおッ……！」

　両手を震ふるわせながらそれを受けとる。

　マシロの指先が離れた瞬間、その券は名実ともに僕の所有物となった。

　ヒャッホゥ！　思わず立ちあがって勝利のガッツポーズを決めたいところだったが――アダマンタイトの自制心で僕はそれを押しとどめる。

　ここでテンション上げすぎてマシロにひかれたらすべてご破算だからだ。

「シンさま、どうする？　すぐにつかう？」

　と、思いがけないことをマシロがたずねてくる。

「す、すぐに!?　いやでも心の準備とかあるんじゃないのか？　おもにマシロのほうに……」

「？　シロはべつにない。シンさまさえよければ、いますぐでもいい」

「マ、マジですかいっ……!?」

　ゴクリと唾つばを飲みこむ僕。

　し、仕方ないなぁ。可愛い娘に「パパ、あたしのあげた肩たたき券いますぐ使って！」と言われて断れる父親なんていないしなぁ。

　そもそも僕には疚やましい気持ちなんていっさいないわけで、躊ちゆう躇ちよする理由なんて最初から絶無なのだ。

　と、いうわけで。

「よ、よし。いますぐ使うぜっ」

　俺おれのターン！　ドロー！　おっぱい揉み券を発動ッッッ！

「ん。わかった」

　言うが早いか、マシロは膝ひざ立だちになって僕へとにじりよってくる。

　うっわやっべ緊きん張ちようしてきた！　つか回数制限とか時間制限とかあんのかないやでもそういうことを確認すんのは野や暮ぼってもん――

　ふにふに。

「……はい？」

　僕が眼めにしたのは、マシロが両手を伸ばして僕の平らな胸を揉もんでいる光景だった。

「――ぺたぺた。シンさま、これでほんとうにうれしい？」

　繰くり返かえすが、胸を揉んでいるのがマシロで、揉まれているのが僕だ。
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　マシロが攻せめで、僕が受けだ。

「……………………ッッ!?」

　そこで気づく。嗚呼ああ、僕はなんと愚おろかだったのだろう。

　マシロはなにも間違っていない。間違っていたのは僕のほうだった。

　――肩たたき券によって付ふ与よされるのは、「肩をたたく権利」ではなく「肩をたたいてもらう権利」だ。どこの世界に娘から肩たたき券をもらって、娘の肩をたたいてやる父親がいるものか。

　つまり、その亜種であるおっぱい揉み券も、「揉む権利」ではなく「揉んでもらう権利」が与あたえられるということ――！

「……？　シンさま、もしかして泣いてる？」

「……違ちがうんだ、マシロ。これは汗あせだ。あるいは僕の邪よこしまな欲望が液状化したものと解釈してほしいッ……！」

「よくわからないけど、よしよし」

　と、僕の頭をナデナデしてくれる。

　やはりマシロたんは天使だ。しかし、天使に頭をナデナデされたところで、僕のこの魂たましいの渇かわきは到とう底ていうるおせはしなかった。

　安西先生……おっぱいが揉みたいです……ッ！




◆◇◆◇◆◇




「ふぅ、終わった終わった」

　本日の調査人数ノルマを達成し、退室する僕。

　かつては閑かん散さんとしていた血界大聖堂カテドラルージユの廊ろう下かも、いまは人々が足早に行き交かっている。

　これは血の入いれ替かえをおこなった結果だ。

　現在のレムルスでは、旧教主派を一いつ掃そうしたことで減ってしまった人材を、実力主義による大だい胆たんな抜ばつ擢てきでおぎなっている。さらにヨゼフィーネ院長の発案で、民間人の積極的な採用もおこなわれているという。

　このあたり、政治には無知な僕にはよくわからない。が、この廊下の光景ひとつとっても、試みは成功してるんじゃないかと思う。

「なあクロナ、各地の状じよう況きようはどうなってる？」

　まわりに人は大勢いるが、ここで僕が独り言をいっても気にする者はいまい。

　僕がたずねたのは、いわゆる「内部」の問題についてだった。

「おおむね自由都市派が優勢ですね」

　クロナの幽体アストラが現れて言った。

　と同時に、各地のホログラム映像を僕に見せてくれる。

「ティナ嬢じようみずからむかったウーラガン市はいうにおよばず、そのほかの都市でも反乱の鎮ちん圧あつないしは封ふうじこめに成功しています」

「それもこれも、シンさまの剣けんのおかげ」

　マシロの幽体アストラが現れて言った。

「ま、そうなるよな」

　僕の剣というのは、自由都市派の騎き士したちのために僕がつくった騎き士し剣けんのことだ。

　もちろんティナのレイテルパラッシュのように、ワンオフの一級品ではない。

　せいぜい従騎士エスクワイアレベルの力量に見合った大量生産品。ただし万有神力アルフアオメガによってつくられたものである以上、従来の騎士剣とは一線を画かくす性能を有していた。

　各都市の反乱鎮圧にむかう騎士たちには、その剣を優先的に供給していたのである。

　とはいえ――

「ただ、完全な統一にはまだ時間がかかりそうな情勢ですね。ティナ嬢の基本方針が『粛しゆく清せい』ではなく『和解』ですので」

「旧教主派の騎士たちも、味方につけられれば貴重な戦力になる、か」

　ティナは単純に慈じ愛あいの心でもって、和解を基本方針としているのではない。

　そこには当然、現実を見み据すえた判断があるのだ。

　スパイの跋ばつ扈こという「中心」の問題も、旧教主派の反乱という「内部」の問題も、より巨きよ大だいで深刻な「外縁」の問題の前座でしかない。

　外縁の問題、すなわち帝国との戦争である。

「なあクロナ、国境の様子は相変わらずな感じなのか？」

「ええ、大きな変化はなにも。国境付近に主戦力レギオンが集結しているようなこともありませんし、戦争の気配はまったく感じられません」

「でも、ふおんな空気がびんびん」

　マシロがぽつりと言う。

　僕もそれには全面的に同意だった。

　実際エタンダールの町を歩いていても、表面上、戦争が迫せまっているような空気は微み塵じんもない。

　ティナも、ヨゼフィーネ院長も、そのほかの騎士たちも、誰だれひとりとして帝国の脅きよう威いを直接口にはしない。

　だが、誰もが肌はだで感じとっているのではないかと思う。

　帝国との戦争は、おそらく避さけられないだろうと――

　血界大聖堂カテドラルージユの外にでる。

　聖都エタンダールの活気、生まれ変わったレムルスの空気をじかに感じる。

「でもま、たぶん大丈夫だろ」

　お気楽な調子で僕は言った。

「レムルスには神であるシン様がついているから、ですか？」

「それもあるけど、いまのレムルスはなんかいい雰ふん囲い気きだからな。僕が直接手助けしなくても、わりとなんとかなりそうな気がするんだよ」

「シンさま、おはなばたけ」

「べつにいいだろ。つか、地上世界にはあんまり干かん渉しようするなって話じゃなかったか？」

「それはそうですけど――もしかしてシン様、前回やりたい放題に暴れまくったことを少しは反省してらっしゃいます？」

　クロナの指し摘てきはわりと図星だった。

「ぅ……。まあ、おまえたちにもけっこう負担をかけちまったからな」

　たしかに僕は少なからず反省していた。

　もっとも、ティナを助けたことを後こう悔かいは少しもしていなかったが。

「とにかく、いざ事が起きるまでは人にまかせてみるさ。僕が手をだすのはいよいよヤバくなってからでも充分間に合うからな」

　現在のレムルスは問題が山積みで、大きな脅威も迫っている。

　この国が真なる平和と繁はん栄えいを手にするには、険しい道のりを乗のり越こえていかなければならない。

　だが、間違いなく希望はある。

　レムルスの風を肌で感じながら、僕は確信に近い思いをいだくのだった。

　しかし――次の瞬しゆん間かん、それは唐とう突とつに訪おとずれた。

　僕だけが見ることのできる未来像ヴイジヨン。神のシナリオたる『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』の断だん片ぺんにして、歴史の岐き路ろたる『核心分岐点ジヤンクシヨンコア』の映像だ。

　そこに映しだされるのは、あらかじめさだめられた未来の預定シナリオであり、そう遠くないうちに現実となる光景である。

　見えたのは、漆しつ黒こくの巨きよ人じんだった。

　鋼はがねの体たい躯くをもつ二足歩行兵器。ロボットという単語がぴたりと当てはまる。全高は三〇メートルはあるだろう。

　そのロボットの背部より、円えん錐すい状じようの先せん端たんをもった筒つつ状じようの物体が射出される。

　ミサイルに酷こく似じした兵器。それも大陸間弾道弾ＩＣＢＭと呼ぶのがふさわしいサイズだ。

　天高く舞まいあがり、落下軌き道どうに入るミサイル。映像の視点がミサイルの先端に変わり、地表が急速に近づいてくる。

　ミサイルの落下地点にあるのは――レムルスの首都エタンダールだった。

　そして、爆ばく発はつ。エタンダールの上空一〇〇メートルに達した瞬間、ミサイルはとてつもなく巨大な火球へと変へん貌ぼうした。

　灼しやく熱ねつの業ごう火かがエタンダールのすべてを呑のみこんでいく。爆発の衝しよう撃げきで大地は激げき震しんし、空にはどす黒いキノコ雲が立ちのぼった。

　そうして破は壊かいの災さい厄やくが過ぎ去ったあと、エタンダールという名の都市は地上から消しよう滅めつしていた。かつてエタンダールがあった場所には、無残なクレーターがあるのみだった。

　ヴィジョンはそこで途と切ぎれる。

「――っ、はッ……!?」

　額に手をあて、僕は溜ためこんだ息を吐はきだす。

　動どう悸きが速くなり、頭に鈍にぶい痛みが走る。前回に負まけず劣おとらず、今回のヴィジョンも強きよう烈れつだった。

「シン様？　もしや新たなヴィジョンが見えたのですか？」

「なにがみえた？」

　察してたずねてくるクロナとマシロ。

「……エタンダールが、消滅した。ロボットみたいなのがミサイルを射うって、それが核かく兵へい器きみたいに爆発して……」

「ロボットですか。それは帝てい国こくの主戦力レギオンたる機兵ギアでしょうね」

「ん。まちがいない」

　帝国の兵器による攻こう撃げき。

　これで図はからずも、帝国がレムルス侵しん略りやくを企き図としていることが確定的となったわけだ。

「ったく、この世界でも大量破壊兵器とか、冗じよう談だんじゃないぜ……！」

　ヴィジョンの内容に衝撃こそ受けたが、僕はべつだん焦あせったりなどしない。

　やるべきことが早くも決まったのだから、むしろ感謝したいくらいだ。

　そうとも、ふざけた神の預定シナリオをぶち壊こわすことこそが、神ぼくの役目なんだからな。







２．帝国の流儀







「で？　ふざけた神の預定シナリオをぶち壊すことが神ぼくの役目だぜ！（キリッ）とか言っておいて、相変わらずやっているのはショボいスパイ探しですか」

「うるせえな、仕方ないだろ……」

　クロナに痛いところをつかれ、思わず肉声で返す僕。

　場所は血界大聖堂カテドラルージユ内の取調室なので、

「？　天あま霧ぎり殿どの、なにかおっしゃられましたか？」

　近くにいた騎士がそうたずねてくる。

「気にしないでくれ、単なる独り言だからさ」

　僕は疲つかれているふうをよそおって目め頭がしらを揉み、

「あー、悪いけどちょっと休きゆう憩けいしてくる。あとのことはまかせたぜ」

「はっ」

　僕は別室に移動し、ソファに腰こしかけた。この部屋にはほかに誰もいないので、幽体アストラの天使二人と気き兼がねなく話すことができる。

「シンさま、さぼたーじゅ？」

「仕事に優先順位をつけたと言ってくれ」

　念動力探知装置ウイル・スキヤナーがあればスパイの摘てき発はつは僕ぼくでなくともできる。

　が、先のヴィジョンの対策は正しよう真しん正しよう銘めい僕にしかできない仕事だ。「このままだと帝国の大量破壊兵器によってエタンダールは地上から消滅する」なんて話を信じるやつはいまい。

　ティナならあるいは信じてくれるかもしれないけど、どうして僕が未来のことを知っているのかと聞かれたら答えに窮きゆうする。

　結局これは僕一人で解決しなくてはならない問題なのだった。

　しかし――

「どうしたもんかな……」

　ヴィジョンは断だん片ぺん的てきで、そこから読みとれる情報はさして多くない。

　肝かん心じんの情報、たとえばあの二足歩行兵器の正体や所在地に関しては、推測するしかないのが現状だった。

「考えてみたら僕って帝国のことはほとんど知らないんだよな。つか、なんだよあの機兵ギアとかいう巨きよ大だいロボット。世界観にあってなくね？」

「シン様。機兵ギアはロボットではありません。あれは強化外骨格パワードスーツの発展進化系とお考えください」

「その違いがよくわからないんだが」

「簡単にいえば、主動力源メインエンジンの搭とう載さい位置の違いですね。ロボットは機体の側にエンジンがありますが、パワードスーツはあくまでも補機。メインエンジンと呼べるのは人のほうです」

「ん。機兵ギアは念動力ウイルをつよくする」

「つまり、念動兵士ウイル・ウイスパーが機兵ギアに乗りこんで戦うってわけか」

「いい機会です、ここは順を追って説明いたしましょう」

　クロナが僕の前に立体映像を表示させた。

　映しだされたのは、広大な面積をもつ大理石の神しん殿でん。その床ゆかに、純白の輝かがやきを宿す大きな立方体がおかれている。

　寸法は、幅はば一〇メートル、奥おく行ゆき一五メートル、高さ二〇メートルくらいだ。

　内部の発光現象は定期的な間かん隔かくで生じている。僕にはそれが、まるで心臓の鼓こ動どうのように思えた。

「――『脈動する白岩』。帝国の神遺物レガリスです」

　神遺物レガリス。レムルスは血界大聖堂カテドラルージユの地下に安置されている『聖者の生ける屍しかばね』と同じく、人に人ならざる奇き跡せきをもたらす力の根源である。

「……？　なあ、これ、よく見ると――」

　ふと気になって、僕は映像を拡大した。『脈動する白岩』の細部がはっきり見えるようになる。

「骨、だよな？　しかもこれって人骨なんじゃ……？」

「左様でございます」

　そう、『脈動する白岩』は、無数の人骨を凝こり集めたモノだった。

　距きよ骨こつ、踵しよう骨こつ、脛けい骨こつ、腓ひ骨こつ、大だい腿たい骨こつ、尾び骨こつ、仙せん骨こつ、寛かん骨こつ、脊せき柱ちゆう、肋ろつ骨こつ、胸骨、橈とう骨こつ、尺しやつ骨こつ、上じよう腕わん骨こつ、肩けん甲こう骨こつ、鎖さ骨こつ――そして、頭ず蓋がい骨こつ。

　それらの人体を構成する骨が、いっさいの法則性なくてんでバラバラに固まって、一個の立方体を形成しているのだ。

　当然、人間ひとりぶんの骨の量ではない。いったい何人ぶんの骨が固められているのかは皆かい目もく見当がつかない。

　もっとも、神遺物レガリスとは人の手ならざるモノなのだから、見当をつけることじたいが無意味なのだけど。

『脈動する白岩』。心臓や血管といった循環器系の集合体であった『聖者の生ける屍』同様、不気味さと神秘性を並立させた稀け有うな物体である。

　さて、『聖者の生ける屍』は聖せい血けつ晶しようを生みだすことでレムルスの騎士に力をあたえていたが、この『脈動する白岩』はいかにして――？

「『脈動する白岩』は、感応石をつくる」

　と、マシロが言った。僕の内心を読んだかのごときナイスタイミングだ。

「感応石って、たしか念動力ウイルに反応する鉱物のことだったよな。前に僕が帝国のスパイとやりあったとき、あいつらが撃うってきた銃じゆうの弾だん丸がんがそうだったはず」

　彼かれらの使う銃は火薬をもちいず、みずからの念動力ウイルで弾丸を射出するのだ。

「ええ。ですが感応石にはいくつか種類がありまして、弾丸にもちいるのは利用方法の一例にすぎません。そこで機兵ギアの話に戻もどりましょう」

　クロナが映像を切きり替える。次に映しだされたのは、砂さ漠ばくを進軍する白き歩兵たちだった。

　歩兵とはいったものの、生なま身みの人間ではない。全身が装そう甲こうで覆おおわれ、アサルトライフルのような武器を携けい行こう。バックパックにも複数のサブウェポンを装備している。

　縦も横も成人男性より二回りは大きいサイズだ。中に人間がすっぽりと収まり、四し肢しを稼か働どうさせているのだろう。

「これが機兵ギア」

「の中でも、もっとも数が多く帝国の主力となっている『サイクロギア』です」

「レムルスの小騎士ペイジみたいなもんか」

　クロナとマシロが同時にうなずく。

　レムルスの騎士と比ひ較かくすると、敏びん捷しよう性せいでは劣おとるが防ぼう御ぎよ力りよくは上。攻こう撃げき力りよくは接近戦なら騎士が、中ちゆう遠えん距きよ離り戦せんなら機兵ギアがそれぞれ優位といったところか。

「そうなると、従騎士エスクワイア・正騎士シユヴアリエ・聖騎士シヴアレースに対応する機兵ギアもあるってことだよな」

「左様でございます。サイクロギアのほか、現在までに『アルゴスギア』『ヘカトンギア』『ギガースギア』が実戦配備されています」

　クロナがそれぞれの映像を見せてくれる。

　アルゴスギア。三メートル級。多数の固定砲ほう塔とうをそなえ、火力に特化したモデルだ。

　ヘカトンギア。七メートル級。両りよう肩かた部ぶに長大な砲ほう身しん二門を装備し、肥大した脚きやく部ぶが特とく徴ちよう的てきなモデルだ。地球における主力戦車のような運用を想定した機兵ギアだと思われる。

　ギガースギア。一五メートル級。決戦兵器の異名をもつ大型ギア。さすがにこのクラスとなると帝国でも実戦配備されている数は限られている。

　以上が、現在確かく認にんされている機兵ギアの種類だ。

　しかし――

「ちょっと待てよ、僕がヴィジョンで見たのは三〇メートル級の馬ば鹿かでかい機兵ギアだったんだぜ？　そいつはないのかよ」

「ええ。シン様から話を聞いたときは正直驚おどろきましたよ。三〇メートル級の巨大ギアに、大陸間弾道弾ＩＣＢＭ、あげくの果ては核かく爆ばく弾だんをほうふつとさせる大量破壊兵器……。これらの兵器が現在の帝国の技術レベルで実現可能というのは、ちょっと信じられません」

「つうとあれか、ジムを量産しようとしたらなにかの間ま違ちがいでイデオンができちまった的な？」

「さすがにそこまでぶっ飛んではいませんけど、そうですね、たとえるならゼータガンダムの時代に突とつ如じよＶ２アサルトバスターガンダムが誕生したようなものでしょうか」

「めがしんか」

　つまり、同じ技術の延長線上にあるが、本来ははるか未来に誕生するはずだったもの、と言いたいらしい。

「ＺからＶって、作品内時間では七〇年近くたってるんだよな」

「そうです。いま帝国には、七〇年の技術レベルを飛躍リープさせるとてつもない天才がいるということになりますね」

「その開発者を見つけだすのが先決ってわけだな」

　歴史を変えるレベルの天才科学者。果たしてどのような人物なのだろう。

　天才科学者と聞いて僕がとっさにイメージしたのは、かのアインシュタイン博士だったが。

「問題はどうやって見つけるかです。自由革命以前でしたら、空間転移で気軽に帝国へ乗りこむこともできたのですけど」

「いまはむり」

「なんだよなぁ……」

　議論がスタート地点に戻る。なにかを考えているようで、実のところ問題解決へは一歩も進んでいないのだった。

「とにかく帝国の領内に入らないことには埒らちがあかないよな。つか、そういや訊きいてなかったけど、レムルス人が帝国に入ることってできるのか？」

「もちろんできますよ。レムルスと帝国は現在戦争状態というわけでもないですし、人の行き来はそれなりにあります。ですが――」

「かんじんの場所には、いけない」

「そういうことです。観光客や商人の立場で入国したところで、軍の研究施し設せつには近寄ることすら難しいでしょうね」

「そもそもターゲットがどこの研究施設にあるのか、それ以前に研究施設じたいの位置情報すらわからんのだよなぁ……」

　うーむ。考えれば考えるほど、唸うなることしかできなくなるな。

「こんなことなら」

　と、マシロがぽつりと言った。

「さっさと滅びの閃光ハルメギドで帝国をぶっとばしておくべきだった」

「……いやあのマシロさん？　さすがにそれは過激すぎやしませんかい？」

「ん？」

「いや『ん』じゃねえよ！　さすがにだまされねえぞ！」

　どうやらこの前の『相談』を経へて、マシロはこの路線でいくことに決めたらしい。

　うーむ、果たして僕のアドバイスは適切だったんだろうかね……？

　それはさておき。

「まずは情報収集から始めないとな。そういや、レムルス側から帝国にスパイとか送ってないのか？」

「残念ながら。スパイ天国がなにゆえスパイ天国になるかといえば、一方的にやられるだけでやり返そうとしないからです」

「どっかのジャパンの国と一いつ緒しよってわけか……」

　とても期待はできなさそうだ。

「いちおう、ヨゼフィーネ院長が実権をにぎってからは諜ちよう報ほう活動にも力を入れているようですけど、スパイを育成して他国へ浸しん透とうさせるにはどうしても時間がかかりますからね」

「うーむ、なんか八方ふさがり感がでてきたな……」

　とっかかりすらないってのは、なかなかにキツい。

　と、そのとき廊ろう下か側がわのドアがノックされた。

「シン君、いる？」

「あれティナ、戻ってきてたのか」

　顔を見せたのはティナだった。

「院長に呼よび戻されてね。なんだか重要な話があるんだって。それで、シン君も一緒に来てくれって」

「え、僕も？」

「うん。なんでだろうね？」

「とにかく行ってみるか」

　権力の座についてから寝ねる間まも惜おしんで働いている院長のことだ。

　伊達だてや酔すい狂きようでわざわざ僕を呼びだしたりはしまい。

　重要な話――いったいなんだろうな？

「これはもしや、シン様とティナ嬢の交際を育ての親がついに認めるという展開でわっ……!?」

　クロナがそんなことをほざく。

　……んなわけあるか。
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　院長の執しつ務む室しつにティナと二人で入る。

「来たね。シンのほうはなんだか久しぶりじゃないか」

「ども、ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　室内には院長のほか、秘書らしき文官の女性が一人いるのみだった。

「それじゃ、座すわって話そうか」

　院長の対面のソファに座る僕とティナ。

「つか、ティナはともかくなんで僕まで呼ばれたんだ？」

「そりゃもちろん、シンにも関係のある話だからだよ」

　そこで口元をニヤリとさせて、院長は言った。

「で、どうなんだい、あんたたち？　そろそろキスのひとつくらいはしたのかい？」

「なっ――!?」

　まさに不意打ちというやつだった。

「い、いきなりなに言いだしてんだよ!?　べ、べつに僕とティナはそういう関係じゃ――」

「シン君ってば、落ちついて。いまのはただの冗じよう談だんだよ」

　と、ティナがやんわりとほほ笑えんで言う。

「やれやれ。その様子じゃあ見込みは薄うすそうだねえ」

　ケタケタと笑う院長。ちなみに彼かの女じよの背後に立っている秘書さんはポーカーフェイスのままだ。

　ぐぬぬっ、死ぬほど恥はずかしい……！

　童どう貞てい診しん断だんテストで満点をとっちまった気分だった。

「ま、純情少年をからかうのはこれくらいにして、本題に入るとしようか」

　院長がスッと右手を持ちあげる。それは背後に立つ秘書への合図だった。

　秘書がサッとなにかを差しだす。Ａ４サイズくらいの、白い長方形の物体だった。

　しかし、紙ではない。それは厚さ〇・一ミリ以下という極ごく薄うすの石版だった。

「こいつを見たことがあるかい？　こいつは薄はく石せき版ばんといってね、帝国の公式文書に使われてるモノさ」

「院長、それって……！」

　真顔でつぶやくティナ。気づけば院長のほうも真顔になっている。

「ついいましがた、帝国の特使がやって来てね。こいつを置いていったのさ。ティナ、あんたに渡わたしてくれってね」

「……！」

　僕の脳内を「最後通つう牒ちよう」という単語がよぎる。

　同時に、先に見たヴィジョンの映像がフラッシュバックした。

　まさか、もうそのときが来てしまったのだろうか……？

　院長は表情を変えず、薄石版をティナへと差しだす。

　受けとったティナは、緊張の面おも持もちで文面に視線をはしらせて――

「招待……状……？」

　と、眼めをぱちくりさせてつぶやいた。

「は？」

　呆ほうけた声をだす僕。

「うん。そう書いてる」

　ティナは僕にめくばせをして、それから文面を読みあげた。

「――親愛なる、クリスティナ＝ディルアーク殿どの。

　此こ度たびのレムルス自由都市連盟の発ほつ足そくを、心よりお祝い申し上げる。

　新体制の発足と新たな指導者の誕生を記念し、我わが国くにでは真なる聖女ラ・ピユセルを国こく賓ひんとして招待する意思あり。

　来訪の際には、我が国の最新技術を御ご覧らんになるのも一興であろう。

　互たがいの真なる姿を知ることが、両国の平和友好的な関係に寄き与よすると確信している。

　――全ゴルディオン＝コンスタンスの皇こう帝てい・アスコルド二世」

「ええと、これってつまり……」

　うかがいをたてるように僕は言った。

「帝国はレムルスと友好的な関係を望んでいる……？」

「甘あまいねシン、そんなわけがあるもんかい」

「ってことは、この招待状は罠わなで、ティナを自国におびきよせてそこで始末するつもりとか……？」

「ゼロじゃあないけど、その可能性も低いね。天下のゴルディオン＝コンスタンス帝国が、そんな野や蛮ばんで非文明的なことをするとはちょっと考えにくいよ」

　親善でも謀ぼう略りやくでもないとするなら、帝国の目的はいったい……？

「帝国の目的は、親善に見せかけた『示じ威い』ってとこだろうね。『我が国の最新技術をうんぬん』って一文がポイントさ」

　ニヤリと笑って院長が言った。

「友好的な態度をよそおって招待し、自国の経済力・技術力・軍事力を存分に見せつける。そうして無言の圧力をかけるのさ。『どうだ、力の差を思い知ったか？　我らに歯向かうことがいかに無益で無む駄だなことか理解できただろう？』ってね」

　それが帝国の真意であり目的。表面上はにこやかで礼れい儀ぎ正ただしくても、テーブルの下では銃じゆうをにぎってるってことか。

「説明はこんなところだけど――で、どうする、ティナ？」

「えっ？　どうするって、もちろん行くよ」

　場にそぐわない明るい声でティナは答えた。

「フッ。あんたなら即そく答とうすると思ってたよ。わかった、先方に返事を伝えとこう。詳くわしい日程は追って連れん絡らくするよ」

　これで話は終わり――って、ちょっと待った。

「この話に、僕って関係なくね？」

「ああ、そういや言い忘れてたね。先方は技術顧こ問もんとして、レムルスを代表する鍛か冶じ師しの同行をお望みなのさ」

「なるほど」

　と、納なつ得とくの声を発したのは僕ではなくティナだ。

　当の僕はぽかんとして、

「へ？　レムルスを代表する鍛冶師って……僕が？」

　自分を指差すジェスチャーをする。

　院長がため息をついて、

「誰がどう見たってそうに決まってるじゃないか。まさか自覚がないとはいわせないよ？」

「うんうん」

　と、ティナがニコニコしてうなずく。

「いやでも、僕は――」

　僕の鍛冶師としての能力は、一から十までぜんぶ不正チートによるものだ。

　なんというか、後ろめたい。

　真ま面じ目めに技術を磨みがいているレムルスの鍛冶師さんたちに申し訳ない。

　だが――

「おやおや、これは思いがけない僥ぎよう倖こうというやつですねぇ」

「たなぼた」

　クロナとマシロが、僕だけに聞こえる声でいう。

　しかしマシロよ、そのことわざはちょっと違うぞ。

　こういうのは「渡わたりに船」っていうんだ。

「そうだな。僕でいいなら同行させてもらうよ」

　渡りに船。どうにかして帝国に行きたいと思っていた矢先、思わぬ形で「船」が来てくれた。

　しかも、最新技術をむこうから見せてくれるという特典つきだ。当然、研究施設などにも案内されるだろう。

　ヴィジョンに現れた巨大機兵ギアに近づく、大きなチャンスというわけだ。

　この展開――これも『唯一にして真なる預定表グラン・アーカーシヤ』のシナリオの内ということなのかね。

　うーん、そう考えるとなにか裏があるのかと疑っちまうな。
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　と、僕の微び妙みような顔色の変化を、院長がめざとく見つけて、

「ま、そう不安がらなくても大だい丈じよう夫ぶさ。万が一アクシデントに見み舞まわれても、そのときはティナが守ってくれるだろうしね」

「え……？」

「そうだよシン君、わたしにまかせて！」

「いや、あの……うん、よろしく」

　そう答えるしかない僕。

　なんという情けなさ。これでもいちおう、この世界の神なんだけどなぁ……。
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　ティナと一緒に血界大聖堂カテドラルージユをでる。

「なんだかすごいことになっちゃったねぇ。帝国に招待されるだなんて予想もしてなかったよ」

「たしかに予想外だったな。ま、僕としては渡りに船だからありがたいけどさ」

「渡りに船って？」

「あ、いや、前から帝国の機兵ギアや念動兵装ウイル・アームズに興味があってさ。ははは……」

　危ない危ない。ヴィジョンの件をティナに話すわけにはいかないからな。

「ところでシン君、今週発注ぶんの騎士剣って、もうできてるのかな？」

「ああ、それならできてるけど」

「じゃ、これから取りにいってもいい？」

「いいけど……って、ティナ本人が来るのかよ？」

「そうだけど、だめかな？」

「いや、だめってことはないけど、べつにティナが運ばなくてもいいんじゃ……」

「わたしじゃなくてもいいってことは、わたしでもいいってことでしょ？　それに、一度くらいはシン君の仕事場を見せてもらいたいと思ってたんだよね」

「そういや、僕の工こう房ぼうに来たことはなかったっけ」

　ティナが希望しているのだから、僕としては断る理由は特にない。

　もっとも、実際に鍛冶仕事をしている場面は絶対に見せられないけど。

　万有神力アルフアオメガは企き業ぎよう秘密、門外不出の技わざなのだ。

　とまあそんなわけで、僕はティナを工房に案内した。

　エタンダールの郊こう外がい、メインストリートから遠く離はなれた静かな――悪くいえばうら寂さびしい場所に、僕の工房は建っている。

　ただしここはあくまでも仕事場なので、客人をもてなすことは設計段階から考こう慮りよされていない。

「どうぞ。つっても、鍛冶に必要なもの以外はなんもないけどさ」

「お邪じや魔ましま～す」

　僕につづいてティナが工房の玄げん関かん口ぐちをまたいだ。

　と――

「お帰りなさいませシン様。ご飯にしますか？　お風ふ呂ろにしますか？　それとも、わ・た・し？」

「それともシロ？」

　奥おくにいたクロナとマシロがそんなことを言う。

　セリフの内容は軽くスルーするとして……こいつら、ティナのいるとこではなるべく口をふさげっていってるだろうに。

　やたらと直感が鋭するどいティナは、僕が頭の中で会話しているのをそれとなく見み抜ぬいてしまうのだ。

「わ、すっごい綺き麗れいな娘こたち！　シン君、この二人は？」

　そうそう、こんなふうにだ。

　……って、あれ？　なんだって……？

「……？」

　僕はぐるりと振ふり返る。

　ティナの視線は僕ではなく、クロナとマシロが立っている位置にそそがれている。

「ッッ!?」

　正面にむきなおってクロナとマシロの姿をふたたび確認する。

　よく見れば二人とも、天使の象しよう徴ちようである翼つばさを消している。

　あたかも「これならほかの誰だれかに見られても問題ないでしょう」とでもいいたげに――！

「な、なあティナ？　つかぬことを聞くんだけど……」

　僕はギギギと振り返りながらたずねた。

「もしかして、あそこにいる黒いのと白いのが見えてたりする……？」

「もちろん見えてるよ。で、あの二人って誰なのかな？　シン君とどんな関係なの？」

「悪いちょっとそこで待ってて！」

　ダッ！　ティナの返事を待つことなく僕は猛もうダッシュ。

　左右の手でクロナとマシロの首根っこをつかみ、工房の奥へと引っ張りこんだ。

「あらシン様、わたしとマシロを同時にだなんて、相変わらずの性欲大だい魔ま神じんぶりですねぇ」

「誰が性欲大魔神だ！　つかそんなことよりなにしてんだおまえら!?　なにふつうに実体化してんの!?」

「いやぁ、よくよく考えてみたらですね、いまとなってはわたしたちが幽体アストラでいることはむしろシン様にとっても不都合ではないかと」

「ん。ごうりてきはんだん」

「たしかに最近は脳内会話が逆に不便な気もしてきたけど……でも、こういうことは前もって相談してからにしろよな！　僕とおまえらの関係をティナにどう説明する気だよ？」

「ご安心くださいシン様。もちろん対策は考えてあります。このクロナめにおまかせを」

　いつまでも三人でひそひそ話をしていたのでは、ティナに怪あやしまれる。

　ここはクロナにまかせるしかなさそうだ。

　というわけで、僕たち三人はティナの前に引き返した。

「話、終わったみたいだね。それでシン君、この娘たちは？」

「ええっと、こいつらは――」

　僕はクロナを横目で見る。

　うすい胸を張ってクロナは言った。

「わたしたちは、シン様の肉にく奴ど隷れいですッ！」

「にくどれい……？」

　笑えみをうかべたまま、まぶたをぱちくりさせるティナ。

　僕にとっては幸いなことに、意味がよくわかっていない様子だ。

「ハ、ハハッ！　ごめんなティナ、こいつの言ってることは冗談だから気にしないで――」

「断じて冗談ではありませんッ！　先ほどもシン様は帰ってくるなりわたしたちを工房の奥に連れこんでハードな３Ｐをかまそうとしていたのですからッ！」

「ぅわぁあああああああッ!?　マ、マシロッ！　そいつの口をふさげいますぐにッ！」

「ん」

　暗殺者よろしく一いつ瞬しゆんでクロナの背後に移動し、そのおしゃべりな口を手でふさぐマシロ。

「もごもごもがもがふがふがもはもはほむほむもひゅもひゅちこちこまおまおこんこん」

　クロナはかまわずしゃべりつづけているが、聞いてのとおり判読不能だ。

　……ふぅ。ギリギリのところでダメージコントロールができた。あやうく致ち命めい傷しようですむところだったぜ……！

　と、僕が安あん堵どの息をつこうとした矢先、

「ちなみにシンさまは、シロのおっぱいがだいすき」

「どぅわぁああああああッ!?　マシロッ！　自分のお口もふさぎなさいッ！」

「ん。わかっふぁ」

　片手で自分の口をふさぐマシロ。素す直なおでたいへんよろしい。

　ふぃ～と、額にうかんだ冷ひや汗あせと脂あぶら汗あせを手の甲こうでぬぐう僕だった。

「なんだかよくわからないけど……ねえシン君、結局その二人とはどんな関係なのかな？」

　ティナがみたびたずねてくる。いやまあ、そりゃふつうに疑問に思うよな……。

「え、ええっと……。こいつらはその、いわゆるアレだよ、アレ……」

「アレ、っていうと？」

　ええいっ、仕方ない。こうなったら即そつ興きようで設定をでっちあげなくてはっ！

「この二人は、僕の遠い親しん戚せきみたいなもので……ちょっと特とく殊しゆな身内の事情があって、僕に付き従うことを役目だと考えてるんだ」

　……嘘うそはついてないぞ。天使と神は身内だし、特殊な事情があるのも事実なんだからな。

「ふぅん。特殊な事情って、生まれた家が関係してるとか？」

「ま、まぁ、そんなとこ」

　……嘘はついてないぞ。『エンピレオ』を「家」と解かい釈しやくすればまさにそのとおりなんだからな。
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「それで、二人とも僕の助手として働くためにレムルスに来たんだ」

「鍛冶師の助手かぁ。そういえば、最近依い頼らいが多くて大変そうだったもんね」

「そうそう、そうなんだよ！　かーっ、クソ忙いそがしかったから人手が増えてマジ助かったわー、かーっ」

　即興で考えた設定だったが、無理なく状じよう況きようを説明できた気がする。

　つか、最初からクロナにまかせずに自分で対処すりゃよかったな。学習しろよ僕……。

「あ、名前はクロナとマシロね」

　どっちが、とはあえていわない。誰が見たって一いち目もく瞭りよう然ぜんだからだ。

「どっちもちょっと変わってるけど、仲良くしてやってくれ」

「クロちゃんにシロちゃんかぁ。わたしはクリスティナ＝ディルアーク。ティナでいいよ。二人ともよろしくねっ」

「マシロ、もういいぜ」

「「ぷはっ」」

　マシロが左右の手を離し、自分とクロナの口を解放する。

「お初にお目にかかります。噂うわさに名高いティナ嬢じようにお会いできて光栄の至りです」

「はじめま。これよろ」

　二人とも無ぶ難なんな挨あい拶さつをする。

　……それができるなら、最初からやれといいたい。

「なお、クロとシロだからといって魔ま装そう機き神しんサイバスターのファミリアではありませんので誤解なきよう」

「だから誰もそんな誤解はしねえよ！　どこをどう見たらおまえらが猫ねこに見えんだよ!?」

「わたしが言いたいことを要約しますと、シン様がグリーンリバーライト超ちよう絶ぜつイケメンボイスを望むとか身のほどを知れよということです」

「僕ぼくはべつに望んでねぇえええええッ！」

　と、僕とクロナがいつものようなやりとりをしていたところ、

「あははっ。なに言ってるのかぜんぜんわからないけど、なんだかおもしろいねっ」

　ティナはひくどころか楽しそうにそんなことを言う。

「ティナ、おおもの？」

　マシロがぽつりとつぶやく。

　……僕もその意見に一票だな。




◆◇◆◇◆◇




　それから数日は、きたる帝てい国こく訪問にむけての調整が進められた。

　まず、突とつ如じよ実体化し僕の助手という立場になったクロナとマシロも同行を許可された。

　これで技術的な質問をされた際はクロナに丸投げできる。僕としては大助かりだった。

　いっぽう、ティナの護衛として同行する気満々だった聖騎士シヴアレースミハエル＝フォン＝シュヴァンデンは、全会一いつ致ちで同行不許可とされた。

「な、なぜなのですっ!?　なぜ私は許可されないのですかっ!?」

「落ちついてミハエルさん。自由騎士ミニステリアーレと聖騎士シヴアレースの両方がレムルスを留守にするのは、さすがにまずいでしょ？」

「ティナの言うとおりだね。だいたいあんた、ティナより弱っちいくせになにが護衛だって話だよ」

　とまあ、こんな感じでティナとヨゼフィーネ院長にフルボッコにされてしまったらしい。

　合がつ掌しよう。

　出立は三日後。技術顧問なんてたいそうな肩かた書がきはついているが、僕にはべつだん準備するようなことはない。

　その日まで普ふ段だんどおりにすごすだけだ。

　ちなみに帝国入りしたあとは、レムルスに帰き還かんするまで天空宮きゆう殿でん『エンピレオ』には来れなくなる（空間転移は『エンピレオ』とエタンダールの工房のあいだでしかできなくなってしまったからだ）。

　つまりこのマイルームとも、しばしの別れというわけだ。

　そうして僕がくつろいでいると――

　コンコン、とドアがノックされた。

　天空宮殿『エンピレオ』内に存在する僕の部屋を訪ねてくる者は二に者しや択たく一いつ。クロかシロかだ。

「いやぁーっ、実をいうとわたし、デビュー作の『ほしのこえ』を観みたときから『この新海誠って監かん督とくはとてつもない天才だ！　一〇年後は間違いなく宮みや﨑ざき駿はやおの後こう継けい者しやになってるぞ！』と思ってたんですよねぇーっ」

　ドアを開けて入ってきたのは、説明するまでもなくクロナだった。

「いやぁーっ、単館上映だった第二作の『雲のむこう、約束の場所』を観るためにわざわざ渋しぶ谷やまで行ったことを思いだしますよ！　ビジュアルの圧あつ倒とう的てきな美しさはあのころから比類のないレヴェルだったんですよねぇーっ」

「……とりあえずひと言。ニワカ乙おつ」

　この前マシロがリークしてくれたので、ネタはバッチリ割れているのだ。

「それはさておき、今日はマシロじゃなくておまえかよ」

「ええ。マシロなら『れーぞんでーとるについてかんがえる』とか言って部屋にこもっていますよ。たぶんエヴァでも観てるんじゃないでしょうか」

「その目的だと、旧世紀版にしろ新劇場版にしろ結局モヤモヤするだけじゃないか？」

「ですね。今度わたしから貞さだ本もとエヴァを読めと伝えておきましょう」

　って、ちょっと待て、いったいなんの話をしてるんだ僕たちは？

「で、クロナ、僕になんか用があるのか？」

　益やく体たいもないアニメトークをえんえんとつづける気なら、帰ってどうぞと言いたいところだが、

「ええ。今日はシン様に折り入って相談したいことがありまして」

「相談って、どんな？」

　今期の覇は権けんアニメについてとかなら、やっぱり帰ってどうぞとなるが。

「実は……相談というのは、わたしの体型に関してなのです」

　と、いつになく真しん剣けんな口調でクロナは言った。

「体型って――」

　クロナの体型。見てのとおりぺったんこでド貧ひん乳にゆうだ。

　巨乳のマシロとならんで立つと、その差は無残なまでに際きわ立だつ。

　これだけプロポーションに格差があるのだから、クロナとしては内心複雑な思いをかかえているとしても不思議ではない。いちおう女の子なわけだしな。

　ふむ。これはわりと、いや、かなり真面目な相談なのかもしれないぞ。

　僕は身を入れて話を聞くことにした。

「僕でよければ相談に乗るぜ。とにかく話してみてくれよ」

「シン様のお気き遣づかい、痛み入ります。では、お言葉に甘あまえて」

　とは言いつつ、座りはしないクロナ。その場で腕うでをひろげて身体のむきを変えながら、

「さっそくですがシン様。率そつ直ちよくにいって、わたしのこの体型をどう思います？」

「どうって……その、マシロにくらべたらどうしても残念、じゃなくて、スレンダーで控ひかえめだとは思うけど」

　クロナ相手にめずらしく言葉を選ぶ僕だった。

「実際のところ、こうなったのはわたしにとってもいささか想定外でした。というのも、当初の作者のイメージではここまでぺったんこじゃなかったのに、巨乳のマシロとの対比でド貧乳にされてしまった経けい緯いがあるわけなのです」

「……なるほどな。経緯はさておき、その体型がおまえの悩なやみってわけなんだな」

　設定上、天使の外見は自由に変へん更こうできるのだが、実際にできるかというと否いなである。

　大人の事情キヤラの統一感は設定よりはるかに優先されるのだ。

「悩み？　わたしはべつに悩んでなどいませんよ？」

　しかしクロナのリアクションは、僕が予想したものとは大きく違ちがっていた。

「え？　そのぺったんこ体型がひそかな悩みって話じゃねえの？」

「……クククッ、甘いですねシン様っ！　そしていまの会話でわたしは確信しましたっ！」

　その語り口にも熱がこもっていく。

「わたし以外はまだ誰も、このド貧乳ぺったんこ体型のメリットとアドバンテージに気づいていないようですねっ！　シン様、どういうことかわかりますかっ!?」

「ド貧乳のメリットとアドバンテージって――ごめん、僕には『一部の特殊な性せい癖へき持ちの御ご仁じんから熱ねつ烈れつな支持をうけられる』くらいしか思いつかないんだけど」

「ノンッ！　ノンノンノンノンッッ！　残念ながらそんな低レベルかつ低てい俗ぞくな話では断じてありませんッ！　わたしのいうメリットとアドバンテージとは、もっと深しん淵えんにして雄ゆう大だいなるものなのですッ！」

「い、いったいなんなんだ？　その心はっ!?」

「いいですかシン様、ド貧乳とはッ！」

「ド貧乳とはッ？」

「それすなわちッ！　プリキュア体型ということッ！」

「はい……？」

「そうとも、このクロナ＝ジョバーナには夢があるッ！」

　口で「ドドドドドッ！」と言いつつジョジョ立ちを決め、クロナは叫んだ。




「プリキュアオールスターズに参加するという黄金のような夢がッッッ！」




「……いや、誰がクロナ＝ジョバーナやねん」

　僕はあえて一個前のセリフに棒読みでツッコんだ。

「なんですかシン様そのリアクションはっ！　わたしの黄金のような夢についてなにか言うことはないのですかッ!?」

「ねえよ。……つか、さすがの僕も今回ばかりはツッコミきれねえわ」

　バカかおまえ、というストレートな罵ば倒とうすら生ぬるい。

　とりあえず東映アニメーションさんホントマジすんませんッ！　あとでクロナのアホと一緒に土下座させていただきますんでッ！

「いいですかシン様、つまりはこういうことなのですっ！　想像してください、ロリ巨乳のマシロがオールスターズにまじった日にはキュアムーンライトなみに場ば違ちがい感バリバリですが、プリキュア体型のわたしならどうですッ！　わりと違い和わ感かんない気がしませんかッ!?　右上の端はしっこのあたりにいたら意外と馴な染じんでる感がしませんかッ!?」

「違和感バリバリだし馴染まねえよっ！　つかドサクサにまぎれて最年長唯ゆい一いつ高校生プリキュアことキュアムーンライトさんをディスってんじゃねえ！」

「大丈夫ですって、わたしならダークプリキュア枠わくでいけますって！　ほら、コスチュームカラーも同じ黒だしなんと片かた翼よくって共通点まであるじゃないですか！　なんだったら声優さんも同じでいいですよ！　バーロー！　真実はいつもひとつッ！　蘭らぁあああああああーーーーーーんッッッ！　というわけで東映アニメーションさんどうかよろしくお願いしまァすゥッッッ！」

　クロナがその場で土下座する。

「……いや、そもそもダークプリキュア枠とかねえから。気づけよ……」

　もはやツッコむ気力すら失うせた僕だが、とりあえずこれだけは言っときたい。

　クロナよ、それは黄金のような夢どころか、吐はき気けをもよおす邪じや悪あくというやつだぜ……！







３．七〇年の飛躍







　ゴルディオン＝コンスタンス帝国への出立の日がやってきた。

　訪問メンバーは、主しゆ賓ひんのティナに技術顧こ問もんの僕。僕の助手としてクロナとマシロ。さらにティナの世話役兼けん補ほ佐さ役やくとして文官が二人つく（いずれも女性だ）。

　以上、六名。ティナの護衛役は同行しない。というのも、哀あわれなミハエル君の件を持ちだすまでもなく、ティナは現レムルスの最高戦力たる自由騎士ミニステリアーレなのだ。

　ティナを守れる騎士はレムルスには存在しない。仮に正騎士シユヴアリエクラスの者が護衛についたとしても、足手まといとなるのが関の山だ。

　たとえばスーパーマンが合衆国大統領に就任したら、シークレットサービスは全員クビになってしまうだろう。おおむねそんな感じだ。

　それにしても、随ずい行こう員いん五名はちょっと少なすぎるんじゃないかと僕は思ったが、

「馬ば鹿かを言うんじゃないよ、シン。あんたレムルスの財政がどんだけ火の車かわかってないだろう？　無む駄だ金がねは一ソリダスだって使えやしないのさ」

　と、ヨゼフィーネ院長にこっぴどくしかられてしまった。

　ちなみに「ソリダス」とはレムルスで流通している通貨のことである。念ねんの為ため。

「みんな乗ったね？　じゃ、出発しようか！」

　レムルス領土内は、三人ずつ二台の駅馬車に乗って移動する（もちろん僕・クロナ・マシロの組み合わせだ）。

　駅馬車は四頭の馬によって牽けん引いんされ、街かい道どうに設けられたステーションで一定距きよ離りごとに馬を交こう換かんする。

　異世界『プルガトリオ』の馬は地球の種より精強でスタミナも多いらしく、最高時速は二〇キロほど。一日の走行距離は三〇〇キロ以上だった。

　一日ごとに宿をとって、駅馬車は東へと駆かけていく。

　そしてエタンダールを出立してから七日後、僕たち一行はレムルスと帝国の国境線にたどり着いた。

　そこにはフラティア川と呼ばれる大きな川が流れていた。水面をはさんでこちら側がレムルスで、あちら側が帝国だ。

　地球でも古来より国境線は山や川に重なっていることが多かったが、そのあたりの事情は『プルガトリオ』でも変わらないようだ。

　駅馬車の旅はここまで。フラティア川を渡わたって帝国の領内に足を踏ふみ入いれたあとは、またべつの移動手段が用意されていた。

「こ、これって……！」

　その乗り物の外見に、僕は驚おどろきを禁じえなかった。

　前後左右に計四つの車輪がある、角ばったフォルムの乗り物。

　そう、それはサイズといい形状といい、現代日本のマイクロバスに酷こく似じしていた。

　僕にとっては見慣れた姿すがた形かたち。だからこそ逆に驚かされたというわけだ。

「シン様、あれは自動車ならぬ念動力車ウイル・ローダー。内燃機関エンジンではなく操縦者の念動力ウイルによって車輪を回転させ、陸上を走破する乗り物です」

　クロナが僕に耳打ちをする。

「おいおい、帝国ではあれがビュンビュン走ってるのかよ？」

　馬車とバスでは、技術力や工業力の差が絶望的に開きすぎている。

　こんな国を相手に戦争をして勝てるわけないだろうと、直感的に思う僕だったが、

「いえ、さすがに念動力車ウイル・ローダーは試作品の段階で、実用化および量産化はまだまだ先の話と聞きます。まあ、そんなものをわざわざ国境線まで持ってくるあたり、帝国の底そこ意いが透すけて見えますねぇ」

「ん。いきなり一発かましてきた」

　マシロがつぶやく。

「なるほどな。これも『最新技術をお目にかけるうんぬん』の一部ってことか」

　国境線を越こえた瞬しゆん間かんから、早くも外交の駆け引きゲームはスタートしてるってわけだ。

　とはいえ、

「うわわっ、なにこれすっごい！　えっ？　馬に牽ひいてもらわなくてもこれだけで走るの!?　みんな早く乗ってみようよ！」

　肝かん心じんかなめのティナは、子供のようにはしゃぐばかりだった。

　うーん、帝国さん、もしかして作戦失敗してやしませんかね？

　とまれ、念動力車ウイル・ローダーに乗のり換かえて目的地である帝国の首都をめざす。

　レムルス領内における駅馬車の旅は、そりゃあ僕にとっては新しん鮮せんな体験だったけど、道中快適だったかと聞かれれば首を縦にふることは難しい。

　その点、念動力車ウイル・ローダーによる移動はなかなかよかった。

　もちろん、ゴムタイヤやエアサスペンションを装備した現代日本のバスの乗り心地ごこちには遠くおよばないが、馬車のそれと比ひ較かくすれば雲うん泥でいの差だ。

「それにしても、レムルスにくらべて帝国は殺風景だな……」

　草原や森林地帯が多く肥ひ沃よくな大地というべきレムルスに対し、帝国の領内はどこまで行っても砂さ漠ばくと荒こう野やがひろがっているばかりだ。

「帝国の領土の七割以上はこういった不毛の地ですね。そのかわり鉱物資源が豊富で、厳しい環かん境きようも手伝って工業国として発展したともいえますけど」

「はんぐりー精神」

　そのあたりが帝国の強さの秘密なのかもしれない。

　念動力車ウイル・ローダーの旅はすこぶる順調。僕たち一行はオアシスに築かれた途と中ちゆうの町で一泊ぱくして、翌日の昼には帝国の首都たる帝てい都とリゴゥルス入りを果たしていた。

「おぉ……！　これが帝国の首都か……！」

　レムルスの首都エタンダールにくらべると、ずいぶん近代的な印象をうける。

　まずもって、建物の高さが違う。

　平屋や二階建てが大半のエタンダールに対し、こちらはビルを思わせる直方体の建物が林立している。建築材もレンガではなく、コンクリートを思わせる材質だ。

　道路の舗ほ装そうも石いし畳だたみではなく、コンクリート材が使われているようだった。

　帝都リゴゥルスに到とう着ちやくしたその日、僕たち一行は宿しゆく泊はく所しよとしてあてがわれた豪ごう華かなホテルに一泊し、翌日の午後に帝てい宮きゆうへとむかった。




◆◇◆◇◆◇




　念動力車ウイル・ローダーが、リゴゥルスの中心に建つ帝宮に到着する。

　帝宮。その単語からは、西洋の威い風ふう堂どう々どうたる城や、あるいはイスラム調の宮殿をイメージするかもしれない。

　だが、念動力車ウイル・ローダーから降りた僕たち一行を見おろしていたのは、ひときわ大きな白はく亜あのビルディングだった。

　帝宮の中に案内される。

　さすがに中は物々しい雰ふん囲い気きだ。廊ろう下かのそこかしこでは、サイクロギアをまとって完全武装した念動兵士ウイル・ウイスパーたちが、直立不動の姿勢で警備にあたっている。

　フェイスガードで完全に顔を隠かくしたまま微び動どうだにしないため、ともすれば彫ちよう像ぞうのように思えた。

　僕たち一行はエレベーターに乗って上階へとむかう。最初に予定されているのはティナと、帝国を統すべる皇こう帝ていアスコルド二世との会談だった。

　皇帝という仰ぎよう々ぎようしい肩かた書がきから、僕は「謁えつ見けんの間」のような部屋を想像していたが、ここでも事実はイメージと違った。

　小さなテーブルを挟はさんで、二つのソファが斜ななめの角度でおかれている。背後の壁かべには両国の国旗が飾かざられ、どこまでも「対等な立場」を強調していた。

　現代の地球における首脳会談の様式を想像してもらえば、だいたいそのとおりである。

「あれが帝国の皇帝か――」

　さすがに僕たち随行員は、会談の間までは立ち入りを許されない。なので出入り口から遠巻きにながめることしかできなかった。

「やあ、君が真なる聖女ラ・ピユセル・クリスティナ＝ディルアークだね。ようこそ我わが帝国へ。心より歓かん迎げいするよ」

「はじめまして、陛下。お招きいただきありがとうございます」

　皇帝アスコルド二世。年ねん齢れいは三〇前後で、背が高くスマートな体型だ。

　豊かな黒くろ髪かみをオールバックにし、端たん整せいな顔立ちには王者の風格といったものをただよわせている。ただし、王おう冠かんやマントといった「いかにも」な装そう飾しよく具ぐは身につけておらず、着ているのはスーツを思わせるかっちりとした白服だった。

　僕の印象では、皇帝というより大企業の若き最高経営責任者ＣＥＯといわれたほうがしっくりくる。

　トップ会談は非公開でおこなわれたため、三〇分ほどの時間でティナと皇帝がなにを話したのか詳くわしくはわからない。

　あとで本人にそれとなくたずねてみたところ、

「べつに、ふつうの世間話しかしなかったよ。けっこう気さくな人でびっくりしちゃった」

　との答えが返ってきた。

　ティナがこんなところで嘘うそをつくはずもないので、まあそのとおりだったんだろう。




◆◇◆◇◆◇




　ティナと皇帝のトップ会談から一夜明け、帝てい国こく滞たい在ざい二日目。

　ここからの日程は連日の視察である。

　視察。その言葉の意味は、地球でも異世界『プルガトリオ』でも同じだった。

　すなわち――

「税金を使った豪華バカンス。どこの世界のどこの国でも、為い政せい者しやの考えることとやることは一いつ緒しよですね」

「……まあ否定はしないけど、お相しよう伴ばんにあずかってる僕たちは『おまいう』だろ」

　ちょっと後ろめたい気持ちでクロナをたしなめる僕。

　本日僕たち一行は、帝国でも指折りのリゾートビーチを視察していた。

　リゾートビーチ。海。バカンスとくれば、服装は当然のごとく水着である。

「……で？　おまえたちのそのチョイスはツッコミ待ちと解かい釈しやくしていいんだよな？」

　クロナとついでにマシロは、紺こん色いろのスクール水着を着用していた。

　胸むな元もとに貼はりつけた名札には「くろな」「ましろ」とひらがなで書かれている。

「世界観ガン無視ってレベルじゃねえぞ……」

「なにをいまさら」

　マシロがつぶやく。

「たしかにそのとおりかもしれんが、少しはＴＰＯってもんをだな――」

「あれれっ？　クロちゃんとシロちゃんの水着、すっごく変わってるね！」

　遅おくれてやってきたティナが、開口一番にそんなこと言う。

「さすがはティナ嬢、お目が高いっ！」

　嬉き々きとして語りだすクロナ。胸元の名札に手をあてて、

「このスク水はシン様の故郷の伝統的な衣い装しようでして、多くの愛好家がいるのですよっ！　ちなみに新品より中古品のほうがなぜか価値が高いというのも特とく徴ちよう的てきですねっ！」

「間ま違ちがってないけど偏かたよりまくった知識を教えこんでんじゃねえ！」

「ちなみに我らがシン様も大のスク水愛好家なのです！　ティナ嬢が着てくれた日にはそれはもう大喜びでしょうねぇ」

「べつに大の愛好家でもなんでもねえよ僕はっ！　つかおまえはもう黙だまっとけっ！　マシロ！」

「ん」

　僕の意図を察して、マシロがクロナの口をふさいだ。

「そっかぁ、シン君は地味な感じのが好きなのかぁ。わたしも、もう少し派手じゃないのにすればよかったかも」

「いやティナ、こいつの言うことをあまり真まに受けないでくれ――」

　ここで僕ははじめて振り返って、ティナの姿をまのあたりにした。

「――！」

　もちろんティナも水着を着用していた。

　ピンク色のビキニと、花はな柄がらのパレオの組みあわせ。騎き士しであるティナは身体からだを鍛きたえているので、腰こしのくびれなどは実に健康的かつ芸術的な曲線をえがいていた。

　僕は数秒のあいだ、まじまじとティナを見つめてしまう。

「やだ、そんなに見られるとちょっと照れるかも」

「わ、悪い、そんなつもりじゃ……」

　あわてて視線をそらす僕。そこに背後からゲシッと蹴けりが飛んできた。

「なにをしているのですかシン様っ！　女性が水着姿を披ひ露ろうしたらなにはともあれまず褒ほめるのですっ！　本音ではそんなこと少しも思ってなくともとにかく褒めちぎるのが勝利への第一歩です！」

　と、ヒソヒソ声でまくしたてる。

　クロナはときたま、こういう有益なアドバイスもしてくれるのだ。

「あー、それはそうと、その水着、似合ってると思うぜ。こいつらのスク水よりよっぽどいいよ、うん」

　さっそく僕は言う。もちろんお世辞なんかじゃ断じてないぞ。

「ありがと。わたし、水着ってほとんど着たことないから、自分だとよくわからないんだよね」

　まだ少し照れた様子で答えるティナだった。

「ところでシン君。リゾートビーチってなにをするところなの？」

「えっ？　いやぁ、実は僕もこういうところに来た経験はないんだよな……」

「海なんだし、とりあえず泳げばいいのかな」

「それはなんか違う気がするぞ……」

　と、ここでクロナが口をはさんだ。

「まったくお二人ともなにを言っているのですか。夏だ！　海だ！　ときたら、するべきことはナンパに決まってるじゃないですか！　夏と海の魔ま力りよくは少女の頭と子宮をユルユルにするのですよッ！」

「ん。ひと夏のあやまち」

　マシロよ、おまえは意味わかって言ってるのか？

「ねえよ。つかこの状況で僕一人がナンパに乗りだすとか、人としてわりと終わってる行動じゃねえか……？」

「ふむふむ、ナンパかぁ。でも、よく見たらこのビーチって女の人しかいないよね、シン君以外。どうしてだろ？」

　ティナが首をかしげたところで、

「――答えよう。それはここが女性専用のビーチだからさ」

　第三者の声が割って入った。

　声の主は、はじめて見る帝国人の女性だった。

「あなたは？」

「帝国機兵軍大たい佐さ・オリガ＝ゲオルギエヴナ＝ジュコフスカヤです」

　答えつつ、かかとをあわせて軍隊式の敬礼を送る。

「現時刻より、クリスティナ＝ディルアーク様御ご一いつ行こうの案内役を務めさせていただく。以後、お見知りおきを」

　年齢は二〇代後半。容姿も身にまとう雰囲気も完全な大人の女性だ。

　軍人というだけあって、筋肉質なアスリート体型。長身で見事なプロポーションをしている。

　身につけているのはウェットスーツのような、身体にフィットするタイプの水着だ。

　髪かみの色は茶で、長さは肩かたまでのセミロング。片側のみを三つ編みにした、左右非対称アシンメトリーの髪かみ型がたをしていた。

「よろしく、オリガさん。あ、わたしにはあんまり堅かた苦くるしい態度はとらなくていいよ」

　いきなりファーストネーム呼びとは、さすがのティナさんである。

「それは願ってもない申し出だ。では私も遠えん慮りよなく、以後はクリスティナ殿どのと呼ばせてもらおう」

　そこでオリガは僕をちらりと見て、

「ときにクリスティナ殿。そちらの彼かれをしばしお借りしてもよいだろうか？」

「へっ？　なんで僕？」

「男手が必要でね。なに、そんなに時間はとらせない」

　僕ではなくティナを見て言う。

「そういうことなら、どうぞ」

「ではお借りする」

　オリガが僕の手首をつかみ、引っ張っていこうとする。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　強く抵てい抗こうはせず、歩きながら言う。

「ああ、すまない。君になにをしてもらうか、説明がまだだったな」

「それもそうだけど……それ以前に、ここって女性専用ビーチなんだろ？　僕がいたらまずいんじゃないのか？」

「その件に関して心配は無用だよ。むしろ君を追いだしたほうがあとで外交上の問題になりかねない。役得だと思うことだよ、技術顧こ問もんの天あま霧ぎりシン殿」

「役得ねぇ……。それはともかく、男手が必要ってなんか重いものでも持つとかか？」

　しかし力仕事なら、鍛か冶じ師し設定の僕より騎士であるティナのほうが適任のはずだ。

「いや、それだったら私一人でこと足りるよ。君には日焼け止めを塗ぬってもらいたいのさ」

「日焼け止めって、あんたにかよ？」

「いやいや、私にじゃない。私の連れ――まあ妹みたいなやつなんだが、これが歳としのわりにマセていてね。私に塗られるのは嫌いやだといってきかないんだ」

「男に塗ってもらいたいってことか？　女性専用ビーチだっつうのに無む茶ちやいうなぁ……」

「そう解かい釈しやくしてもらってかまわない。というわけで、頼たのまれてくれるだろうか」

　彼かの女じよを見つめ返し、僕は素す早ばやく思考をめぐらせる。

　オリガ＝ゲオルギエヴナ＝ジュコフスカヤ大佐は、案内役であると自ら名乗った。

　大佐という高い地位にある軍人が、まさかビーチの案内役ということはあるまい。軍人が自ら案内するものといえば、兵器関連の施し設せつに決まっている。

　そう、このオリガ大佐こそは、僕がヴィジョンで見た巨きよ大だい機兵ギアにつながる有力な手がかりなのだ。

　少し妙みような展開ではあるが、ここで彼女の心証を良くしておいて損はなかろう。

「わかった。あんたの言うとおり、役得だと思うことにするよ」

「恩に着るよ、天霧シン殿」

「シンでいいぜ。僕も大佐って呼ばせてもらうからさ」

「ふむ、了りよう解かいした」

　オリガが足をとめ、進行方向を指さす。そこにはシートが敷しかれ、少女がうつ伏ぶせになっていた。

「彼女が標的ターゲツトだ。ではよろしく頼むよ」

　ビーチパラソルの下に置いていた荷物から日焼け止めクリームの容器を取りだし、僕に手て渡わたす。

　それからうつ伏せの少女へと近づいていく。遠目に見ても、小こ柄がらで女性らしさにとぼしい体型であることはうかがえた。

　髪の色は黒で、長さは腰まで。四よん房ふさにわけて左右の肩の前後にたらすという、いっぷう変わった髪型をしていた。

　日焼け止めを塗られるのを待っているわけで、彼女は水着の紐ひもを解いて真っ白な背中をさらしていた。

「マセてるとか言ってたけど、実際には何なん歳さいなんだ？」

「一四になる。しかし見た目に騙だまされないことだよ。中身は私などよりよほど大人びている」

「そうは見えないけどなぁ」

　人は見かけによらないということか。

「姉ねえさまー？　まだなのですかー……？」

　と、少女がうつ伏せのまま声をだした。

　僕ぼくは自分の立場を説明するため口を開こうとしたが、

「しーっ」

　オリガが人差し指を立てて僕の発言を封ふうじた。

　どうやら黙だまったまま作業をしろということらしい。

「待たせてすまなかったね、ソフィア。いまから始めるから、じっとしているんだよ」

　答えつつ、手ぶりで僕に指示する。

　さすがは軍人、しかも大佐というだけあって、オリガは人を使うことに慣れている。

　僕はなんとなく雰囲気にのまれて、ソフィアのもとにかがみこんだ。

　正直ちょっと気き後おくれはしたが、ここまできて引き返すわけにもいかない。

　僕は日焼け止めクリームを手につけ、壊こわれ物ものをあつかうように真っ白な背中に塗り始めた。

「ひゃっ……！　く、くすぐったいです……」

　スリスリ。それにしても、骨が入ってないんじゃないかと思うほどのすべすべした柔やわ肌はだだ。

　たしかにこの真っ白な肌はだが日焼けして、あまつさえ皮がむけるようなことがあっては人類にとって大きな損失であろう。

　などと、自身の紳しん士しマインドを総動員して僕は作業をつづけた。

「ね、姉さまっ？　もうそのくらいで充じゆう分ぶんですから……」

　ソフィアがつぶやく。僕が黙っているのだから当然だが、彼女は日焼け止めを塗っているのはオリガだと思っているようだ。

　うーむ、やっぱり騙しているようで罪悪感がわくな。

　ひと通り塗り終えたところで、僕はみずから名乗り出ることにした。

「あー、悪い。日焼け止めを塗ってたのは姉さまじゃないんだ」

「ッッッ!?」

　バッと顔をむけてくるソフィア。

　ここではじめて眼めが合い、僕は彼女の顔をようやく拝おがめた。

　垂れ気味の眼で、いかにも気弱そうな顔立ち。つぶらな瞳ひとみにはうっすらと涙なみだがうかんでいる。

　これは――どうひいき目に見たって、年齢以上にマセている大人びた少女って感じじゃないぞ。

「だ、だだっ、誰だれですかあなたはッ!?　どうしてここに男のひとがいるんですかぁッ!?」

　ソフィアは起きあがって僕から距離をとろうとする。

「ちょ、ちょっと待て落ちつけっ！　言いたいことはわかるけどいま起きあがるのはまずいって！」

　なぜならソフィアは日焼け止めを塗るために水着の結び目をほどいていたわけで、そのまま起きあがるとトップスがとれて大事なところがあらわになってしまう。

　そうなったらたぶん、収しゆう拾しゆうがつかなくなる気がする。

　と――

「落ちつくんだソフィア。彼をここに連れてきたのも、彼に日焼け止めを塗ってくれと頼んだのも、この私だよ」

　サッとバスタオルをひろげ、危あやうい姿のソフィアをカバーするオリガ。

「さあ、早く水着を結びなおすんだ。その姿で人前に出られるほど大だい胆たんな娘むすめに育てたおぼえはないよ」

「ひゃわっ……!?」

　うまく場を収めたように見えるけど……騙されちゃいけない。このオリガこそが騒そう動どうの元げん凶きようだ。

「……大佐。どういうことか説明してもらえるか？」

　ジト目をむけて僕は言った。

「もちろんだとも。ただ、私が嘘うそを言っていないことは理解してもらいたいね」

「というと？」

「まず、私が日焼け止めを塗ることをソフィアが嫌いやがったという話だが、これは事実だ」

「わ、わたしは日焼け止めなんて塗らなくていいと言ったのですよー！」

　と、バスタオルのむこうからソフィアが声をあげる。

「……で、それを『男に塗ってもらいたい』って勝手に解釈したのは僕ってわけか」

　どうやらうまいことかつがれてしまったようだ。

「つか、あんたの目的はなんだったんだよ？　僕をからかうことなのか？」

「まさか。初対面の君をからかっても益はない。私の目的はひとえに、ソフィアに異性への免めん疫えきをつけることだったのさ」

　オリガはソフィアのほうに顔をむけて、

「どうだいソフィア、男に触ふれられたところで大したことはなかっただろう？」

「大したことありますー！」
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「だがソフィア、日焼け止めを塗られている最中はなにも感じなかっただろう？　つまり異性という実体ではなく、異性という概がい念ねんを忌き避ひしているにすぎないということだ。それは理性的とはいえないよ」

「うぅぅ……。それはそうかもですけど……」

「なあ大佐、嘘はついてないって話だったけど」

　僕はバスタオルのほうを指さして言った。

「いったいその娘のどのあたりが、歳とし以上にマセてて中身が大人びてるっていうんだよ？」

「答えよう。私の言った『中身』とは、精神面のことではない。頭の『中身』、つまりは頭脳のことさ」

　バッとベールをはがすように、オリガはバスタオルを取とり払はらった。

「このソフィア＝ボリソヴナ＝ノルシュティン博士こそは、帝てい国こくが誇ほこる稀き代たいの天才研究者なのさ！」

「は、博士だって……？」

　ぽかんとする僕。その発想はなかった。

　あらためてソフィアを見る。すでに水着のトップスは結びなおし、さらにその上にラッシュパーカーを羽織った完全防ぼう御ぎよ態勢だ。

　いまは立ちあがっているが、やはり背は低く小柄な体型だ。一四歳という実じつ年ねん齢れい相当という感じである。

　この娘が天才博士というのは……いや、こんな世界であれば充分に考えられることか。

「ソ、ソフィアともうします。このたびはオリガ姉さまがご迷めい惑わくをかけてしまい、ごめんなさいですっ」

　僕と眼が合うや、謝あやまって頭をさげてくる。

「いやまあ、僕としてはべつに迷惑ってほどじゃなかったけど……」

　役得といえば役得だったしな。クリーム関係なしに超ちようすべすべだったし。

「ところで、あなたはどちら様なのですか？　どうしてここに……？」

「っと、そういや自己紹しよう介かいがまだだったな。僕の名前は天霧シン。技術顧問として招待されたレムルスの鍛冶師だよ」

「か、鍛冶師ッ!?」

　いきなりソフィアが食いついた。

「本当に鍛冶師なのですかっ！　とてもそうは見えませんけど、お若いのにすごいんですねっ！」

　いやいや、君だって天才博士には見えないし歳だってもっと若いだろ！

　というツッコミを差さし挟はさむ余地がないほど、ソフィアの勢いはものすごかった。

「わたし、レムルスの騎き士し剣けんにすっごくすっごくものすごっく興味があるんですっ！　ぜひともお話を聞かせてくださいお兄にいさん！　いえシン兄さまッ！」

「に、兄さまって……」

　別人のような豹ひよう変へんぶりにタジタジになる僕だった。

「どうどう、落ちつくんだソフィア。シン殿が困こん惑わくしているだろう」

　と、猫ねこを捕つかまえるように、オリガがソフィアの襟えりをつかんだ。

「ひゃわっ！　ご、ごめんなさいです……」

「話をする時間はあとでいくらでもある。それにいまはせっかくビーチにきてるんだ、ここでしかできないことで交流を深めようじゃないか」

「ここでしかできないことって？」

「君の国ではどうか知らないが、帝国ではビーチといったらこいつで決まりさ」

　言いつつオリガがとりだしたのは、直径二〇センチほどのカラフルな革かわ製せいのボールだった。




◆◇◆◇◆◇




「第一回！　レムルスＶＳ帝国の仁じん義ぎなきおっぱいバレー対決ぅううううっ！」

「いぇーい、どんどんぱふぱふー」

「ポロリもあるよ!?」

「ねぇよ。そしておっぱいバレーじゃなくてふつうのビーチバレーだ」

　びし。クロナの頭にチョップを喰くらわせつつ僕は言った。

「女じよ性せい陣じんはもちろん、ボーナスチャンスには我らがシン様のポロリも!?」

「もっとねぇよ！　それだけは僕の全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて死守するからなっ！」

　とまあ、僕たちはオリガに連れられて、ビーチバレーのコートに場所を移していた。

　この世界におけるビーチバレーは、僕の知っているそれとほとんど同じルールだった。

　二対二で対戦し、先に二一点獲かく得とくしたチームがセットをとる。三セットのうち二セットを先取したチームが勝利となる。ボールへのタッチは三回までで、体のどの部分で触れてもよい。また、同じ選手が二回連続でタッチすることは違い反はんである。

　二対二ということで、帝国チームはオリガ＆ソフィア。そしてレムルスチームはティナ＆僕という組み合わせだ。

　なお、

「ここからの放送は、実じつ況きようのクロナと」

「かいせつのシロで」

「「お送りしまーす！」」

　ご丁てい寧ねいに即そく席せきの実況スペースまでつくっている。本物かどうかはわからないが、テーブルの上にはマイクまでおかれていた。

　こいつら、世界観ガン無視路線をあくまでもつづけるつもりらしいな……。

「さてさて、解説のマシロさん。今回の両チーム、どのような印象でしょうか？」

「ん。どっちも、えーすと数あわせ」

　おっと、解説のマシロさんはけっこうズバズバ言ってくるな。

　……まあ、事実だよな。二対二とはいうけど、実質的にはティナＶＳオリガの勝負といえそうだった。

「クリスティナ殿、シン殿。ルールは先に説明したとおりだが、問題ないかな？」

「うん、それでいいよ。がんばろうね、シン君」

「いいけど、あんまり僕に期待しないでくれよ」

　下手に僕が力を見せると、いろいろ面めん倒どうなことになる。ここはティナにまかせてしまうのが得策だろう。

「ふふっ、お手て柔やわらかに頼むよ」

「よ、よろしくお願いしますっ」

　オリガとソフィアも自コートに布ふ陣じんをしく。

　ちなみに審しん判ぱんと点数係は、レムルスの文官二人である。

　ピィーッ！　ホイッスルが鳴なり響ひびき試合がスタートした。

　サーブ権をとったのは帝国チーム。サーブを打つのはもちろんオリガだ。

「では始めようか」

　バシッ！　オリガがオーバーハンドでサーブを打つ。

　さほど強力ではないサーブだ。このていどならティナは余よ裕ゆうでレシーブできるだろうが――

　ギュゥンッ！　ティナが落下点に入った直後、ボールは流体力学的にありえない動きを見せた。

「っ!?」

　ティナの体をすり抜ぬけ、砂すな浜はまに落下するボール。帝国チームに一点が入った。

「決まったぁーっ！　オリガ選手のヴェノムスネークサーブがいきなり炸さく裂れつぅーっ！」

　実況のクロナが声を張りあげる。

「いまのって――」

　ティナがつぶやく。

「念動力ウイルによる操作って……そんなんアリかよ！」

「ナシではないはずだよ、シン殿。先に説明したルールの中に、念動力ウイルの使用を禁ずる項こう目もくはなかっただろう？」

　悪びれずにオリガがつげる。

　ついでに言うと、ボールの中に感応石を仕込んではいけないという規定もなかった。

「せっかく私たちが試合をするんだ。互たがいに全力をだしたほうがゲームは面白おもしろくなる。そうは思わないだろうか、クリスティナ殿？」

「うん、そうだね。そういえば、剣気オーラを使っちゃいけないってルールもなかったよね」

　言いつつティナは、自身の剣気オーラを解放。身体能力を大おお幅はばに向上させた。

「おぉ、なんつーか――」

　ビーチバレーという「お遊び」の形とはいえ、レムルスの騎き士し対帝てい国こくの念動兵士ウイル・ウイスパーのわりとガチな戦いになってきたぞ。

「ふふっ、そうこなくてはな！」

　バシッ！　オリガがふたたびサーブを打つ。

　クロナが命名したところのヴェノムスネークサーブ。それは毒どく蛇へびのごとく自在に動きまわり、こちらの急所を狙ねらってくる！

「やっ！」

　が、剣気オーラを解放したティナは超ちよう反はん応のうでボールの動きに対応、余裕を持ってレシーブを決めた。

「シン君、そっち！」

「お、おう！」

　同じ選手が二回連続でボールに触れることはできない。ここでトスをあげるのは僕の役目だった。

　トンッ。完かん璧ぺきとはいかないがまずまずのトスだ。ティナに送るには充分すぎる。

「てりゃぁっ！」

　ドゥッ！　ティナの強きよう烈れつなスパイクが相手コートに突つき刺ささった。

「で、出たぁーっ！　ティナ嬢じようの無む慈じ悲ひな聖女スパイクが炸裂ぅーっ！」

　クロナがまたも謎なぞな技わざ名めいをつけた。

「どうですか、解説のマシロさん？　いまの一発についてなにか感想は？」

「将軍さまもびっくりの無慈悲な鉄てつ槌つい」

　……つか、この実況と解説って必要なのか？

「やれやれ、これは手厳しい。さすがは真なる聖女ラ・ピユセル様だ」

「み、見えなかったです……」

　ティナの一発によって、流れは完全にレムルスチームが引き寄せた。

　得点によってサーブ権も移行。ここからはティナがサービスエースをばしばしと決めた。

　流れは変わらず、一セット目は僕たちレムルスチームがあっさりと先取した。

「ふむ。どうやら手段を選んではいられないようだ」

　しかし、ネットのむこうでオリガは不敵な笑えみをうかべていた。

　第二セットが始まる。ふたたび帝国チームのサーブで幕があがった。

　ギュゥン！　オリガの放ったヴェノムスネークサーブは、ティナではなく僕を狙ってきた。

　相手チームの弱点を突く。戦術としては正しいが、通用するかどうかは別問題だ。

　ザッ！　ティナが僕のカバーに入り、代わりにレシーブする。

　すかさず僕がトスをあげ、ティナのスパイクをお膳ぜん立だてした。

　ドゥッ！　必殺の無慈悲な聖女スパイクが相手コートに叩たたきこまれる！

「くっ！」

　レシーブに入るオリガ。しかし勢いを殺しきれず、ボールは横へと弾はじかれた。

　ちょうどその先にはソフィアが立っていた。

「ひゃわっ……！」

　ソフィアが腕うでを振ふってなんとかボールを打つ。が、トスではなくそのまま相手コートへと返してしまう。

　ふわりと打ちあげられた弱々しい打球。僕たちにとっては絶好のチャンスボールだ。

　そう思った矢先――

　ズドゥッ！　ボールは突とつ如じよとして急降下し、こちらのコートに突き刺さった。

「き、決まったぁーっ！　まさかの伏ふく兵へい、ソフィアのロリっ娘こメテオストライクだぁーっ！」

「りみっとぶれいく」

　と、クロナとマシロ。

「シン君、いまのって……」

「ああ。ソフィアも念動力ウイルを使えるみたいだな」

「意外だったかな？　ちなみにソフィアの念動力ウイルは私に匹ひつ敵てきするほど強力だよ」

　勝かち誇ほこったようにオリガが言う。

　ソフィアという思わぬ伏兵の登場によって帝国チームは息を吹ふき返し、レムルスチームを翻ほん弄ろう。第二セットはむこうにとられてしまった。

　そして最終第三セット。第二セットの悪い流れを断たち切きれないまま、僕たちレムルスチームは劣れつ勢せいにたたされていた。

　ルール上、第三セットは一五点先取となっている。帝国チームが一〇点目をとり、点差は五点差。もはや勝負は決したかに思えたが――

　ところがどっこい、こっちには最後の切り札が残されているのだ。

「ティナ。次のサーブだけど、僕がレシーブする。だからティナは攻こう撃げきに集中してくれ」

「いいけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ここまで追いこまれた以上、どのみちそうしなきゃ勝てないだろ」

「それはそうかも。わかった、シン君にまかせるよ」

　作戦会議を終しゆう了りようし、僕たちは位置につく。

　果たしてオリガのサーブは、定じよう石せきどおり僕を狙ってきた。

　ズギュゥン！　変へん幻げん自じ在ざいのヴェノムスネークサーブ。常人ではレシーブすることなどまず無理な動きだが、

「はっ！」

　僕は剣気オーラを身にまとい、身体能力を向上。サーブの落下点を読みきり、ジャンピングレシーブを成功させた。

　そう、僕はただ漫まん然ぜんと試合をつづけていたわけではない。「人前で解放しても怪あやしまれないレベルの剣気オーラ」を実行しようと、ひそかに万有神力アルフアオメガの出力を調整していたのだ！

「シン君、ナイスレシーブ！」

　そしてティナがきっちりとスパイクを決める。

「そっか、シン君は剣気オーラを使えるんだよね。すっかり忘れてたよ。でも、どうしていままで使わなかったの？」

「それは――ほら、僕って正式な騎き士しじゃないから、剣気オーラの発動にはいろいろと制限があるんだよ。でもって、切り札はここぞというときまで取っておくべきだろ？」

　あらかじめ用意していた方ほう便べんを使う。まあ、嘘はついてないはずだ、たぶん。

「ひゃわっ！　シン兄さまも剣気オーラをつかえるのですか……！」

「これは……思わぬ誤算だね」

　僕が剣気オーラを使ったことで、動どう揺ようを隠かくせない帝国チーム。これで流れはふたたびレムルスチームとなった。

　くわえて――

「シン君が剣気オーラを発動してるなら――うん、わたしはもう少し力を出だしても大丈夫そうだね」

　そう、ティナは僕の身を案じて力を相当抑おさえていたのだった。

　結果からいうと、そのセリフは反はん撃げきの狼煙のろしではなく、事実上の勝利宣言に等しかった。

　第三セットを逆転奪だつ取しゆし、ビーチバレー対決は僕たちレムルスチームの勝利で終わった。

「いやぁ、負けた負けた。まさかあんな切り札を隠していたとはね。まんまと一いつ杯ぱい食わされたよ」

「日焼け止めの件があったからな、これでお相あい子こってところだろ」

「そういうことにしておこうか。今後の友好的関係のためにもね」

　と、そこでソフィアがオリガの袖そでをクイクイとひいた。

「あの、姉さま。そろそろ……」

「ああ、気がつけばいい時間だね。ではクリスティナ殿、シン殿。それにお付きの方々。移動をするので準備をしていただきたい」

「移動って、今度はどこに案内するつもりなんだ」

「答えよう。私とソフィアの研究所だよ」

　自じ慢まんするようにオリガが言った。

「これからレムルスの方々に、帝国の最新技術の数々をお見せしよう」

「……！」

　ここで僕は、当初の目的を思いだした。

　――研究所。最新技術。例の巨大機兵ギアにぐっと近づいたという確信があった。

　友好ムードにのまれてしまいそうだったが、少し気を引ひき締しめていかないとな。

「おい、クロナ、マシロ。おまえたちも移動の準備しとけよ」

　声をかけるが返事はない。

　そういやあいつら、第三セットはえらい静かだったけど……

　などと思いつつ、僕が実況スペースに足を運ぶと、

「すぴー」「くぴー」

　二人とも、大きな鼻はな提灯ぢようちんをだして寝ねていた。

「くおら」

　ずびしっ、と二人の脳天にチョップをかます僕。

　さてはこいつら、実況と解説に途と中ちゆうで飽あきやがったな。マジでなにしに来たんだよ……。







４．ティタンとケラヴノス







　ビーチからは鉄道と念動力車ウイル・ローダーを乗のり継ついで移動し、夜には僕たち一行は研究所に到とう着ちやくしていた。

　かれこれ国境線からは二〇〇〇キロ以上も離はなれたことになる。ずいぶん遠くまで来たものだ。

　それにしても、

「研究所って……ずいぶん馬ば鹿かでかい施設なんだな」

　四方を高い壁かべで囲み、強力なサーチライトがそこかしこで目を光らせている。ゲートの警備も厳重で物々しい。もちろん敷しき地ち面積は広大だ。

　外観や雰ふん囲い気きは研究所というより、もはや大規模な基地だった。

　くわえて、研究所は荒あれ地ちのど真ん中にぽつんと建っている。招かれざる客がここへ侵しん入にゆうするのは困難を極きわめるだろう。

　もっとも僕たちは「招かれた客」なので、正面ゲートをノーチェックで通とおり抜けることができたが。

「くぅ……すぅ……」

　車内では、だいぶ前からソフィアが寝ね息いきをたてていた。

「今日は疲つかれたんだろう。めずらしく外に出てはしゃいでいたようだからね」

　オリガがソフィアをながめながら言う。

「ところで、オリガさんとソフィアちゃんってどういう関係なの？」

　と、ティナが率そつ直ちよくな質問をぶつけた。

「ほんとうの姉妹じゃないんだよね？　名字違ちがうし」

「ああ、ソフィアはもともと孤こ児じでね。私が才能を見み出いだして引き取ったのさ。かれこれもう七年になる。いまでは実の妹のように思っているよ」

　言いつつオリガは、ソフィアの頬ほおにかかった髪を指先で払はらった。

「そっか、ソフィアちゃんも孤児だったんだ。わたしとおんなじだね」

「ほう？　真なる聖女ラ・ピユセル様がそんな出自だったとは知らなかった。我わが方の情じよう報ほう網もうもまだまだ至らぬところがあるな」

　研究所内の建物の前で念動力車ウイル・ローダーが停止する。

「ではまた明日、案内をさせていただく。よい夜を」

　眠ねむったままのソフィアをかかえ、オリガが先に辞去していった。

　その後、僕たちは研究所内の客室に案内され、そこで一泊ぱくした。

　翌日――

「……兄さま、シン兄さま。起きてください、シン兄さまっ」

「ぅうん……？」

　体をゆさぶられて目を覚ますと、

「っお!?」

　目と鼻の先にソフィアの顔があった。ちょっと危険なくらい近い距きよ離りだ。

　今日はもちろん水着姿ではない。ワンサイズ大きめの白衣を羽織り、作業用のごついゴーグルを首にかけていた。

　このスタイルなら博士といわれても納なつ得とくできる。

「……え、ソフィア？　つか、なんで僕の部屋に？」

「それはですね、もちろんシン兄さまに鍛冶師のお話を聞くためです！」

　熱っぽい口調で話すソフィア。きのうも一いつ瞬しゆんだけ見せた、スイッチの入った状態のようだ。

「あぁ、そういやきのうもそんなこと言ってたっけな……」

　起きあがりながらつぶやく僕。ここで二に度ど寝ねを決められるような鋼はがねのメンタルは持ち合わせていないので、少し眠いがソフィアの相手をすることにした。

「で、鍛冶師の話って、具体的にどんなことを聞きたいんだ？」

「どんなことでもです！」

　ソフィアがぐっと身を乗り出して言う。

「騎士剣の製造過程における技術的見地を、根ね掘ほり葉は掘ほり仔し細さいにわたって話していただければとっ！」

「ま、待て待て。その件についてはだな――」

　両手で「待て」のポーズを示しつつ、僕は半はん覚かく醒せい状態の脳で必死に考える。

　これは少々まずいことになった。鍛冶師の技術を話してくれと言われても、僕には高度な知識なんてぜんぜんないのだ。

「ぼ、僕なんかに聞いても、有益な話はできないと思うぜ？」

「またまたご謙けん遜そんを。シン兄さまは当代随ずい一いちの鍛冶師で、真なる聖女ラ・ピユセルさまの騎士剣も手がけられたという話ではないですか！　わたしはほかの誰でもない、シン兄さまのお話をうかがいたいのですっ！」

　くっ、逃にげ道みちをふさがれてしまったか。ならば――

「や、悪いんだけど、騎士剣製造の技術とかは企き業ぎよう秘密的な面があるからさ。僕の一存だけで話すわけにもちょっといかないかなー、と……」

「そ、そうですか。実はわたしも、研究の成果やアイディアはみだりに人に話すなと、オリガ姉さまによく叱しかられているのです……」

　シュンと肩かたを落とすソフィア。そんな姿を見ていると、僕の中に罪悪感が芽生えてくる。

「そっか。僕のほうも帝国の機兵ギアについていろいろ話を聞きたかったんだけど、それもちょっと無理っぽいか」

「っっ!?　そ、そんなことはありませぇんっ！」

　ソフィアがあわてて声を張りあげた。

　おりょ、もしかしてこっちが本命のスイッチだったか？

「姉さまから話していいことは話していいと言われているのです！　そうと決まればさっそく行きましょうシン兄さま！　この不ふ肖しようソフィア、全身全霊でご説明させていただきますのでっ！」

　言いつつソフィアは僕の腕を引っ張って歩きだそうとする。

　それにしても不肖て、一四歳の女の子が使う言葉なのかね？

　部屋をでて廊ろう下かを進む。僕はあくびを噛かみ殺ころしながら、前を歩くソフィアにたずねた。

「つか、これってどこにむかってるんだ？」

「格納庫です、シン兄さま。実物をまじえて説明するのがいちばんですので」

　スキップでもしそうなくらいソフィアは上じよう機き嫌げんだった。

　……それはさておき。

「なあソフィア。きのうから気にはなってたんだけど――」

「はい、なんですかシン兄さま？」

「それ。どうして僕を兄さまって呼ぶんだ？」

　いままでなんとなくスルーしてきたけど、いちどツッコんでおかねばならない事案だろう。

「それはですね、鍛か冶じ師しのシン兄さまは尊敬できるお方だからです！」

「尊敬って、きのう会ったばかりじゃないか」

　苦く笑しようする僕だったが、ソフィアはいたって真ま面じ目めな口調でつづける。

「シン兄さまはそうかもしれません。ですが、わたしは会える日をずっとずっとずぅっと楽しみにしていたのですよ」

「へっ、なんでまた？」

「以前からレムルスの騎士剣には興味があって、鍛冶師の方とはいちどじっくりとお話をしてみたいと思っていたんです。そこで今回の真なる聖女ラ・ピユセルさまの訪問です。技術顧こ問もんとして来る鍛冶師がわたしと年ねん齢れいの近い方だと知って、どんな人なんだろうと毎日想像していたのですよ」

「なるほどな。……で、僕ぼくは期待に応こたえられたのかな」

　自分としてはまったくもって自信はなかったが、

「もちろんですっ！　シン兄さまはわたしが想像していたとおりの――いいえ、わたしの想像していた以上にやさしくて素す敵てきなひとでしたっ」

「うぅん、なんだか買いかぶられてる気がするぞ」

「そんなことはありません。実をいいますと、わたしはもう何年もこの研究室にこもりっぱなしで、話し相手はオリガ姉さまくらいしかいなくて、いざ鍛冶師さんと会ったときちゃんと話せるか不安だったのですけど……」

　ソフィアは立ち止まり、クルッと軽快に振りむいて言った。

「シン兄さまは不思議なひとです。会ったばかりなのにずっと前から知っているような気がして、なんでも気軽に話せちゃうんですよねっ」

「ああ、なんか僕ってどうやらそういうタイプらしいんだよな」

　以前にティナが僕を『空気みたいな人』と評したことを思いだす。

　それは決して悪い意味ではなく、僕は『スッと入りこんできて、気がついたらいるのが当たり前になっていて、ぜんぜん違い和わ感かんがなく馴な染じんでいる』ような人物であるらしい。

　ソフィアも僕に対して同じような印象をいだいた、ということか。

　まあ、彼かの女じよの言い分はだいたいわかったけど、

「でもなぁ、やっぱ兄さまってのはちょっとなぁ。ぶっちゃけ僕は尊敬されるような人物じゃ――」

　そこでソフィアは、上目づかいで僕を見てこう言った。

「兄さまと呼んでは、ダメ、ですか……？」

　しかも、つぶらな瞳ひとみにうっすらと涙なみだまでうかべて……！

「ぐはっ……！」

　これはヤバい。ヤバすぎる破は壊かい力りよくだ。お兄さんのハートにズキューンときてしまいましたよッ！

「ダメじゃない！　もちろんそう呼んでくれていいぜっ！」

　僕は親指をたてて歯を見せた。きっと白い歯にキラーンというエフェクトが入ったに違いない。

「ありがとうございますっ！　シン兄さまも、わたしを妹だと思ってくださいねっ！」

　満面の笑みを返してくるソフィア。

　妹。妹。妹……。やっべ、お兄さんなんか無む性しようにテンション上がってきたぞ！




◆◇◆◇◆◇




　その後、僕はソフィアの案内で格納庫に通された。

　格納庫。より正確には機兵ギア格納庫だ。

「な、なあソフィア？　僕をここに連れてきて大丈夫なのか？」

「大丈夫です。この格納庫に関しては、もともと今日中に真なる聖女ラ・ピユセルさま御一行にお見せする予定でしたので」

　なるほど、ここにある兵器群は見せてもいいものということか。

　いや、むしろ帝国の力を示すために積極的に見せるべきもの、という読みのほうが正しいかもしれない。

「シン兄さま、こっちですよー」

「ああ」

　格納庫に入ってからというもの、ソフィアはいっそう落ちつきがなくソワソワしている。早く話をしたくてたまらないというふぜいだ。
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「つか、ここにある機兵ギアって、もしかしてソフィアが開発したのか？」

「そのとおりでぇすっ！」

　ソフィアはサッと白衣の袖をひるがえし、壁かべ際ぎわに固定してある一機の機兵ギアを指し示した。

　帝国のナショナルカラーである白のボディ。直線で構成され角ばったデザインの従来の機兵ギアとは異なり、曲線を多用した流りゆう麗れいなデザインが特とく徴ちよう的てきだ。

　そして頭部にはモノアイのレンズ。なんというか、全体的にジオン系のモビルスーツを彷ほう彿ふつとさせる感じだ。

「これこそは、わたしが設計・開発を担当した試作型ギガースギア、開発コード『ファルクラム』なのですっ！」

「へぇ～、やっぱ天才博士なだけあってすごいんだなソフィアは。……って、んん？」

　ソフィアの説明にふと違和感をおぼえる。

　僕の知識とズレている箇か所しよがあるような――あ、そうか。

「ギガースギアって、たしか一五メートル級のやつだよな？　こいつはどう見ても七メートル級なんだけど……？」

「さすがはシン兄さま！　鋭するどいですね！　目のつけどころが違いますねっ！」

　僕の言葉にソフィアはさらにギアをあげた。

「この『ファルクラム』の開発コンセプトは、ずばり小型軽量化ダウンサイジング。ギガースギアの性能を維い持じしたまま七メートル級のサイズにまとめた画期的な機体なのですっ！」

「おおっ、そいつはすげえや！　ガンダムでいうところの第２期モビルスーツってわけだな！」

「はい？　がんだむ……？」

「ああいや、こっちの話だ。それにしても、一五メートル級の機体を七メートルまでダウンサイジングするなんてとんでもない技術の進歩だよなぁ」

「ふふん、それほどでもあるのです！」

　意外なセリフがソフィアの口から飛びだす。

　さすがは若じやつ干かん一四歳の天才博士だ。自分の技術と能力には絶対の自信を持っているらしい。

「しかもです！　わたしの『ファルクラム』はただ小さくしただけではないのですよ！」

「ほうほう。もしかしてあれか、小型化の副産物としてジェネレーター出力に余よ裕ゆうができて、元の七メートル級より強力な武装が使えるようになったとか？」

「ッッッ!?」

　ソフィアは電でん撃げきに打たれたようなリアクションをした。

　と、やにわに僕の手をガシッとつかんで、

「すごいですシン兄さまっ！　ひと目でそこまで見み抜ぬいたのはシン兄さまがはじめてですよッ！」

　僕の手をつかんだままブンブンと振りまわす。見れば両の瞳もキラキラと輝かがやかせている。

　ギアマックスのフルスロットルという感じだ。

「さらにさらにですっ！　余よ剰じようのジェネレーター出力を背部および脚きゃく底てい部ぶのブースターから噴ふん射しやすることにより、この『ファルクラム』はなんと最大一五秒間の飛行が可能なのでぇええすッ！」

「おおぉっ！　空も飛べるとか夢が超ちようひろがるなッ！」

　僕は僕でテンション上げ上げだ。

　なぜって？　そりゃあ僕がアニメ大国ニッポンで生まれたからさ。

　日本の男の子は誰だれだって人型機動兵器が大好きなのさっ！（注：個人の感想です）

「もうあれだよ、いっそのこと変形機構とか合体機構とかもつけちまおうぜ！」

「変形に合体ですか？　そんな複雑な機構を追加するとコストは跳はねあがって信しん頼らい性せいも大きく低下すると思いますが――」

　ソフィアはグッと拳こぶしを握にぎりしめて言った。

「だけどものすごくロマンがありますっ！　シン兄さま、わたし俄が然ぜんやる気がでてきましたよ！　さっそく設計を練ってみますね！」

「よぉし、あと欲ほしいのはＡＴフィールドみたいなバリアとビームサーベルちっくな非実体剣だな！　それさえあれば完かん璧ぺきだぜ！」

「なんだかよくわからないけどカッコ良さそうです！」

　その後もしばらく、僕とソフィアはロボット談義に花を咲さかせた。

　と――

『あのー、シン様。ロボオタトークはたいへんけっこうなのですけど』

　ふいにクロナの声が脳内に響ひびいた。

　このところ封ふう印いんしていた、僕だけに聞こえる念ねん話わである。

『当初の目的を忘れてやしませんか？』

『ん。シロたちはあそびにきたわけじゃない』

　マシロの指し摘てきに、僕は冷水をあびせられたようにハッとなった。

　そうだ、僕が帝てい国こくに来たのは物見遊ゆ山さんのためじゃない。ヴィジョンで見た巨きよ大だいな機兵ギアと大量破は壊かい兵器。その正体と所在を突き止とめることが真の目的なのだ。

　そして、いまや僕は核かく心しんに肉にく薄はくしつつある。

　最大の手がかりが、いかにも無防備な様子で眼めの前に立っている。

「……？　シン兄さま、どうかしたのですか？」

　ソフィア＝ボリソヴナ＝ノルシュティン。一四歳の天才博士。これまでの常識をくつがえす稀き代たいの機兵ギア研究者。

　……これまでは、たぶん無意識のうちに結びつけないようにしていた。

　だけど、感情を排はいして考えてみれば、可能性は非常に高いという結論になる。

　このソフィアこそが、巨大機兵ギアと大量破壊兵器の開発者その人なのではないか――？

「シン兄さま？」

「――なあ、ソフィア。ちょっと訊きいてもいいか？」

「はい、機兵ギアに関する質問ならなんなりと！」

「この『ファルクラム』以外に、ソフィアが手がけた機兵ギアってないのか？　たとえば――」

　覚かく悟ごを決めて僕は言った。

「とんでもなく巨大な機兵ギアとか」

「――！」

　果たしてソフィアの反応は、「手て応ごたえあり」と判断すべきものだった。

　……僕にとっては、残念なことに。

「と、突とつ然ぜんですね。どうしてそんなことを訊くのですか？」

「なんとなく思っただけだよ。ソフィアなら、そんなものだって造れるんじゃないかってな」

　もはや引き返す道はない。僕はさらに一歩踏ふみこんだ。

「で、どうなんだ？　ソフィアはまだ質問に答えてないぜ」

「それは……ごめんなさいですっ！」

　答えるかわりに、ソフィアは頭をさげて謝あやまった。

「わたしが話せるのは、この格納庫にあるものだけ……。オリガ姉さまから、そう言いつけられていますので……」

「そうか。悪かったな、答えられないことを訊いちまって」

「いえ……」

　当たり前だが、僕たちのあいだには気まずい沈ちん黙もくがおりた。

「あ、あのっ！　わたし、これからやることがありますのでっ……！　失礼しますっ！」

　それに耐たえきれず、下手な言い訳をしてソフィアは足早に去っていった。

『クロですね』

『ん。まっくろ』

　クロナとマシロが判定をくだす。

　僕としてもまったく同意見だったが、

「ったく、嫌いやな役回りだぜ……」

　必要なことで、自分で決めた結果とはいえ、口の中に苦いものがこみあげてくるのは避さけられなかった。

　だが、成果はあった。僕の目当てのものは十中八九、この研究所のどこかに隠かくされているはずだ。




◆◇◆◇◆◇




　現状を整理しておこう。

　お宝へとつづく『扉とびら』は見つかった。あとは扉の『鍵かぎ』をどうやって手に入れるか。それが最後にして最大の難関だった。

　ソフィアもあの様子では望のぞみ薄うすだろう。自力で施し設せつ内ないを探すにしても、当然ながら僕たちは限られたエリア内しか移動の自由を許可されていない。

　無む茶ちやをして万有神力アルフアオメガを使わざるをえなくなって、またぞろ世界の歪みデイバインワームが生じてしまうような展開は避けたいところだ。

　なんとも手て詰づまり感がただよう状じよう況きようだが――

「ふぅむ。かくなる上はシン様がソフィアに夜よ這ばいをかまして、その貧ひん相そうかつ粗末な鍵を無理やりブチこんでココロのトビラを開くしかありませんね」

「ゲホッ!?　い、いきなりなに言いだすんだおまえはッ……!?」

　ちょうどティータイムだったので、僕は飲んでいたお茶でむせてしまった。

「シン君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　と、ティナが僕の背中をさすってくれる。

　見てのとおりティナも同席してるってのに、クロナのやつめ……！

「ゲホッ、ゲホッ……！　ったく、おまえな、そういうタチの悪い冗じよう談だんは人と場所を選べっての……！」

「わたしはいたって真面目ですよ。ぶっちゃけた話、恋れん愛あい感情に訴うつたえるくらいしか手はないと思いますけど」

「無茶いうなよな。僕はホストでもジゴロでもねえんだぞ……」

「だいじょうぶ、シンさま」

　マシロが言った。

「ろりこんはつねに勝利する」

「それが歴史的な事実です」

「なんの歴史だよ!?　それよりなにより僕は天てん地ち神しん明めいに誓ちかってロリコンじゃねえッ！」

　曲がりなりにも僕を「兄さま」と呼んで慕したってくれてる相手に夜這いをかますとかどんな鬼き畜ちくプレイだよ！　さすがに守備範はん囲い外がいだっつの！

「――ねえ、シン君。クロちゃん。シロちゃん」

　と、笑えみは絶やさぬままティナが言った。

「ところで、さっきからなんの話をしてるの？　シン君、ソフィアちゃんとなにかあったの？」

　さて困ったな。ヴィジョンの件はたとえティナ相手でもおいそれとは話せない。それは僕の立場を――いや、存在じたいを危あやうくする。

　とはいえ、適当に誤ご魔ま化かしたところでティナには嘘うそを見抜かれるだろう。

「……悪い。いまはまだ話せないことなんだ」

　だから僕は、正直に伝えることにした。

「そっか。それじゃ、話せるようになったらすぐ聞かせてね。わたしはいつでもシン君の力になるから」

「ああ、必ずそうする」

　そう答えることが、いまの僕に示せる精せい一いつ杯ぱいの誠意だった。




◆◇◆◇◆◇




　とは言ったものの――

「残された時間はほとんどないんだよな……」

　夜、個室でひとり僕は頭を悩なやませていた。

　僕たち一行はあくまでも招待客。となれば、そう長々と研究所に滞たい在ざいするわけもない。

　期限は三日。すでに一日を消化しているから、タイムリミットまであと二日だ。

「あらためて考えてみると、なかなか絶望的な状況だな……」

　いよいよとなれば、強きよう硬こう策さくも辞さない覚悟が必要だろう。

　と――

　コンコン、とドアがノックされた。

「シン君、まだ起きてるよね？」

　来客はティナだった。

　もっとも、ここでうろたえて童どう貞てい丸出しのリアクションをとる僕じゃあない。この場所と状況で色っぽい展開になんかなるはずないってわかってるからな。ははっ……はぁ。

　と、ひとりで落ちこんでる場合じゃない。気を取り直して僕はたずねた。

「どうかしたのか？」

「さっき研究所の人が来て言ったんだけど、オリガさんがわたしたち呼んでるんだって」

「僕も？」

「うん。夜のお茶につきあってほしいって話だよ」

　あえて断る理由はない。僕は二つ返事で誘さそいをうけることにした。

　そうして僕たちが案内されたのは、会議室のような部屋だった。

「夜分にすまない。大したもてなしもできないが、好きにくつろいでくれ」

　オリガが僕たちに席を勧すすめる。そういえば、研究所に来てから彼女と顔をあわせるのは、何気にこれがはじめてだった。

　備え付けの給湯スペースで、オリガみずからが飲み物の用意をする。

「どうぞ。口に合うとよいのだが」

　お茶とはいったものの、出されたのは色といい香かおりといいコーヒーによく似た飲み物だった。

「いただきます」

　湯気のたつそれをひと口飲んでみる。苦味がかなり強いが、悪くない味だった。

　オリガも自分のカップに口をつけて言う。

「うん、我ながら上出来の味だ」

　しばしの沈ちん黙もくのあと――

「こうしていると忘れそうになるが――私たちが同じ場所で同じ時間をすごしているのは、よくよく考えれば奇き跡せきのようなものだ。クリスティナ殿どの、このたびの招待に応じてくれたこと、私はつくづく感謝しているよ」

　オリガが静かに語りだした。

「個人だけにとどまらず、国どうしの関係もこのような友好的な関係となることを私は願ってやまない」

「きっと、みんながオリガさんと同じように思ってるよ」

「だろうね。しかし、人は往々にして誤った選せん択たくをしてしまう生き物だ。誤った選択は誤った情報に起因する。だから私は、正しい情報を君たちに与あたえようと思う」

　そこでオリガは、冷たい笑えみをうかべて言った。

「これから見せるのは、帝国の最高機密にあたる情報だ。他言は無用に願うよ」

　パッと部屋の照明が薄うす暗ぐらくなる。と同時に、オリガの背後にあるスクリーンに映像が投射された。どうやら部屋の反対側にプロジェクターのような機器が設置してあったようだ。

「最高機密って――」

　冗談はよせよという言葉は、ついに僕の口から出ることはなかった。

　冗談ではなかったからだ。スクリーンに映しだされた映像が、冗談ではないことを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　――スクリーンの中央で動きだす漆しつ黒こくの巨きよ人じん。常じよう軌きを逸いつした巨大さ。その全高は三〇メートルにも達するだろう。

　僕がヴィジョンで見た超ちよう大おお型がたの機兵ギア。細部のデザインは微び妙みように異なるが、それは試作機と制式採用機の違いだろう。

　おそらくこの映像は、巨大機兵ギアの起動実験を記録したものだ。背景に映っているのは見覚えのある研究棟とうと格納庫――つまりはこの研究所の敷しき地ち内ないだった。

　と、巨大機兵ギアの首の後ろにあたる装そう甲こうが開放され、中からパイロットが姿を見せた。

　茶色の髪かみに、均整のとれたプロポーション。機体に手をあてて勝かち誇ほこった笑みをうかべるのは、オリガ＝ゲオルギエヴナ＝ジュコフスカヤ大たい佐さだった。

「従来のギガースギアをはるかに凌りよう駕がする、史上最大の機兵ギア。開発コードを『ティタン』という」

　映像には音が入っていないため、解説はオリガ自身の口でなされた。

「私はこの『ティタン』の開発プロジェクトを統とう括かつすると同時に、テストパイロットも務めている。身に余る栄えい誉よというやつだよ」

「ティタン……ギア……！」

　僕は思わず腰こしをうかせた。

　ついに、見つけた。やはりこの研究所にあったのだ。

　しかしわからない。いま僕の中で渦うず巻まいている感情は、歓かん喜きではなく困こん惑わくだった。

「どういうつもりだよ、あんた。なにが目的で僕たちにこんな映像を――」

「座すわりたまえ、シン殿。見せたい映像はもうひとつある」

　オリガが指をパチンと鳴らすと、映像が切きり替かわった。

　映しだされたのは一面の砂さ漠ばく。人の気配はなく、機兵ギアの姿も見えない。

　だが、その理由はすぐに明白となった。

　カッと砂漠の一点に閃せん光こうが生じる。その直後、特大の火球がふくれあがりスクリーンを埋うめつくした。

　映像が激しく乱れる。爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はによってカメラがゆさぶられているためだろう。

　そして閃光が過ぎ去り、火球が消きえ失うせたあと――真っ黒なキノコ雲が立ちのぼった。

　忌いまわしき光景。それは僕がよく知る、核かく実じつ験けんの映像に酷こく似じしていた。

「『ティタン』と対ついをなす、史上最強の広域殲せん滅めつ破は壊かい兵装・開発コード『ケラヴノス』。その爆ばく破は実験の記録だよ」

　カシャッとまた映像が切り替わる。今度は『ケラヴノス』の爆ばく心しん地ちを撮さつ影えいしたものだ。

　砂漠の真ん中に、とてつもなく広大なクレーターが形成されている。その表面は黒い光こう沢たくのある層に覆おおわれ、光を反射してキラキラと輝いていた。

　これは超ちよう高こう温おんにさらされた砂が融ゆう解かいし、ガラス化して固まったからだ。

　クレーターはとてつもなく大きい。比ひ較かく対象物が映っていないため正確な直径等は測りかねるが、町ひとつを優ゆうに呑のみこむサイズは間ま違ちがいなくあるだろう。

「政治家の中にはこれを『神の雷いかづち』と呼ぶ者もいる」

　こんなものが人口密集地で炸さく裂れつしたなら、その被ひ害がいは想像を絶する。

　カシャッ。さらに映像が切り替わる。うって変わって、今度は格納庫内の光景だ。

　長い筒つつ状じようの物体が床ゆかに対して水平におかれている。その全長は二〇メートル強。『ティタン』にはおよばないが、それでも破格のサイズを誇る巨大兵器だ。

「『ケラヴノス』はこの長ちよう距きよ離り飛ひ翔しよう体たい『ケイローン』に搭とう載さいされ、さらには『ティタン』を発射プラットフォームとして使うことが計画されている。あらゆる敵をよせつけない無敵の盾たて『ティタン』に守られた、いかなる場所にも投射できる最強の矛ほこ『ケラヴノス』。この二つの決戦兵器の完成をもって、帝国の覇は権けんはいま以上にゆるぎないものとなるだろう」

　そこで映像は途と切ぎれ、スクリーンには寒々しい光のみが投射された。

「さて。私からは以上だが――なにか質問はあるかな？」

　こともなげにつげるオリガ。

「ああ、先のシン殿の質問にまずは答えよう。私が帝国の最高機密を披ひ露ろうした意図と目的。それは最初にも述べたとおり、正しい情報を提供するためだよ」

「…………」

　映像が始まってからずっと、ティナは沈黙をつらぬいていた。

　あまりのことに絶句してしまった――というわけではないだろう。それは彼女を見くびりすぎだ。

　おそらくティナは、黙もくして思考をめぐらせているのだ。あの映像のもつ意味と、それを見せた者の真の意図を。

「ひとつ、訊かせて」

　ティナの声が静かに響ひびいた。

　怒いかりも、焦あせりも、ましてや恐きよう怖ふなどはいっさいふくまれていない。

　ティナの言葉は、ただひたすらにまっすぐだった。

「これを見せたのは、オリガさん、あなたの独断なの？」

「まさか。先に帝国の最高機密だと断ったはずだよ。それをどうして、私ごときの一存で明かせようか」

　オリガがティナに流し目をむける。

　相変わらず微び笑しようは絶やさぬまま。だがその瞳から発せられるのは、獰どう猛もうな爬は虫ちゆう類るいを思わせる冷血な眼光だった。

「それじゃあ、あなたは――ううん、帝国はいざ戦争になったら『ティタン』と『ケラヴノス』を使うつもりなの？」

「当然、その可能性は否定できない。『ティタン』と『ケラヴノス』を使うことで、多くの帝国兵が無む駄だに命を散らすことを回かい避ひできるのであれば――陛下も、議会も、そして帝国民たちも、その決断を良しとするだろうね」

　ティナも率そつ直ちよくだが、オリガもオブラートにつつむということを知らなかった。

　こうなっては、本音と建前を使い分ける必要もなくなったということか。

「以上のことを踏ふまえたうえで、私はレムルスの友人として『忠告』しておこう。クリスティナ殿、貴き殿でんは今回の帝国訪問で得た正しい情報をもとに、正しい判断をしてもらいたい。それが帝国とレムルス双そう方ほうの利益、ひいては平和友好的な関係へとつながるのだから」

「オリガさん。それって『忠告』じゃなくて『脅きよう迫はく』だよね」

「立場が違ちがえば言葉の意味もまた違ってくる。ただそれだけのことだよ」

　ティナの鋭するどい視線を真っ向から受けとめるオリガ。

　引ひき絞しぼった弓ゆみ弦づるのごとく部屋の空気が張りつめる。息を吸うだけで喉のどの奥おくが裂さけるかと思うほどだが――

　僕にはひとつ、どうしても確かく認にんしておかなければならないことがあった。

「――大佐。教えてくれ」

「なにかな、シン殿」

「『ティタン』と『ケラヴノス』。その二つを開発したのは……ソフィアなんだな？」

「もちろん。彼女以外の誰があんなものを生みだせるというんだ。ソフィア――私の可愛かわいい妹は帝国史上――いや、間違いなく『プルガトリオ』史上最高の天才だよ！」

　興奮を抑おさえきれなくなったのか、オリガはやにわに立ちあがって言葉をつづけた。

「クリスティナ殿。貴殿は聖女と呼ばれているが、ソフィアはいずれ女め神がみと呼ばれるようになるだろう。全世界に恒こう久きゆう的てきな平和をもたらした『調和の女神エン・ハルモニア』としてね！」

　平和。その言葉の定義を「戦争がない状態」とするなら、オリガはべつに間違ったことは口にしていない。

　帝国の全世界支配による『平和』の実現を、万ばん人にんが望むとはとても思えないが。
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「レムルス帰き還かんの途とに就つくのは明後日だったね。道中の無事をお祈いのりするよ、クリスティナ殿。今回の訪問で得た情報を持ち帰って、レムルス国内で大いに議論されることを私は望むよ」

　会議室から退出する際、オリガはそんな言葉を投げかけた。

　重たい足取りで僕とティナは来た道を引き返す。

「――こうなった以上、なにもしないで帰るわけにはいかないよね」

　と、ティナがぽつりとつぶやいた。

「そ、それって、実力行使も辞さないってことか？」

　声をひそめてうかがいをたてる僕。

　ティナはしっかとうなずいて、

「むこうがその気なら、こっちもそれなりの対応をしないとね」

　何気ない口調だが、僕はその内に確固たる意思を感じとった。

　……こいつは面めん倒どうな展開になったな。いや、さっきも僕は、ティナとオリガの一いつ触しよく即そく発はつのムードにビビッていたわけじゃないんだ。

　なぜなら、どんな思おも惑わくであれオリガが情報を提供してくれたことは、僕にとってプラスだからだ。最初から『ティタン』と『ケラヴノス』を探しだすために帝国に来たわけで、望むところというやつだ。

　しかし――あの場にティナが同席していたことが、困惑の元であり面倒の根幹なのだった。

　ぶっちゃけ僕だけに知らされていたなら、万有神力アルフアオメガをうまく使って騒さわぎを起こすことなく『ティタン』と『ケラヴノス』を無力化できたかもしれない。

　だが、ティナが知ったことでその可能性はついえた。彼女が主体的に動く以上、あらごとになるのは不ふ可か避ひだろう。

「対応、か。考えられるプランは三つってところだな」

　ティナが同意する。僕と同じく、彼女の頭の中でも三つのプランが検討されていたようだ。

「一つ目は、『ティタン』と『ケラヴノス』の開発責任者を排はい除じよするプランだけど――」

「却きやつ下かだね。ここでオリガさんを斬きっても意味はないし、そんなことをしても新しい責任者とテストパイロットが補ほ充じゆうされるだけだよ」

「で、二つ目は……両兵器の開発者を排除するプラン」

「ソフィアちゃんに手を出すのは――論外だよね。あの娘この造った兵器が大勢の人の命を奪うばうかもしれない、っていう可能性があるだけで断罪するのは間違ってるし、できないよ」

「だな。ナイフが殺人に使われたとしても、そのナイフを作った鍛か冶じ師しに罪はない」

　それどころか、おそるべき兵器を開発した者は後の世で偉い人じんとして称たたえられる。

　ＡＫ４７を設計したミハイル＝カラシニコフ、ダイナマイトを発明したアルフレッド＝ノーベル、そしてマンハッタン計画を主導したロバート＝オッペンハイマー――いずれの人物も例外ではない。

「となると、残るは三つ目のプランか……」

「うん。見つけて壊こわす、それしかないよ」

　やることはきわめて単純明快。直接の脅きよう威いとなっている『ティタン』および『ケラヴノス』を探しだし、損害をあたえて使用不可能の状態とする。
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「だけど、仮に木こっ端ぱ微み塵じんに破壊したとしても、ソフィアが健在な限りは時間稼かせぎにしかならないと思うぜ」

「いまはそれで充じゆう分ぶんだよ。時間さえ稼げれば、レムルスの側にも対たい抗こう策さくができる可能性があるんだから」

「はぁ。それしかない、とはいえ無茶な話だよな。僕ぼくたちは敵地のど真ん中で孤こ立りつ無む援えん、レムルスの国境ははるか二〇〇〇キロの彼方かなただ。そのうえこっちの戦力は実質ティナ一人なんだからな」

「それでも、わたしはやらなくちゃいけない。『ティタン』の破壊は、わたしにしかできないことだから」

　状じよう況きよう的てきにも実力的にも、という意味だろう。

　あの『ティタン』は疑いようもなく帝国の最高戦力となる。だからこそ、レムルスの最高戦力たる自由騎士ミニステリアーレが倒たおさなくてはいけないのだ。

「無茶かもしれないけど――一つ目のプランは無意味で、二つ目のプランは不可能なんだからな。それにくらべたらだいぶマシか」

　僕も腹を決めた。今後はティナをサポートする形で、当初の目的を達成するしかない。

「わかった。戦力としては頼たよりないだろうけど――僕も協力させてもらうぜ」

「ありがとう。でもごめんね。こんなことになるなら、シン君を連れてくるべきじゃ――」

「おっと、その先は言わないでくれ。僕がここにいるのは――たぶん、運命みたいなものだったんだよ」

「シン君――。うん、そうだね、言い直す。シン君が一いつ緒しよで、わたしも心強いよ」

　その言葉の一割くらいは、お世辞ではなく本音であってほしいと思う僕だった。

　……とまあ、ここで話が終わっていたら、僕的にもなかなか格好がついて良かったのだが、

「ところでさ――シン君たちが問題にしてたのって、『ティタン』と『ケラヴノス』のことだったんだよね？　オリガさんがあの映像を見せる前に、どうしてあれがこの研究所にあるってわかったの？」

「うっ……！　それは……」

　言葉につまってしまう僕。

　ティナから送られてくるのが疑ぎ惑わくの視線ではなく、純じゆん粋すいな疑問のまなざしというのがまたつらい。

　ここはやはり例によって、いつものパターンで乗り切るしかないだろう。

「こ、この前ソフィアと機兵ギアの話でだいぶ盛りあがっちまって、その流れで『超ちようでかい機兵ギアとかがあったりして』ってカマをかけてみたら、これが見事に大当たりでさ」

　嘘はつかないが、本当のことも言わない。これぞ僕の伝家の宝刀である！

　思い出してみて欲ほしい、ソフィアにカマをかけて確証を得る以前、僕はティナの前でいちどたりともヴィジョンの件を口外していないのだ！

　よって嘘はついていない。決定。確定。

「ふぅん、なるほど。でも、どうして巨大な機兵ギアがあるかもって思ったの？」

「そ、それは昔とった杵きね柄づかってやつだよ！　幼少のころからバンダイとサンライズに鍛きたえられた結果だよ！　あっはっはっは」

「シン君て、たまによくわからないことを言うよね。なんだかべつの世界の話を聞いてるみたい」

　ギクギクゥッ！

　相変わらずお鋭するどくていらっしゃるティナさんだった。

　いやまあ、現代日本由来の固有名詞をだしたら怪あやしまれるのも当然なんだけどね……。
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　その夜、僕とティナはさっそく行動を開始した。

　研究所内の探たん索さく。当然、無許可で立ち入り禁止エリアに侵しん入にゆうすることになる。警備は厳重で監かん視しの目はゆきとどいているが、それに怖おじ気けづいていられる状況じゃない。

　僕はさておき、もともとティナはビビるようなタマじゃないのだが。

　さて、問題はどこを探すかという点につきるが――実は僕たちに有利な材料もある。それはこのミッションが、いわゆる「干し草の中から針を探すようなもの」ではないことだ。

　研究所の敷しき地ちは広大だというのに、なぜか？

「あんなに大きいものなんだから、隠かくせる場所って限られてくるよね」

「だな。三〇メートル級のデカブツが収まる場所となると、まあふつうに格納庫しかない」

　すでに僕たちは屋外にでて、建物の陰かげから敷地内の様子をうかがっていた。

　研究所には大小さまざまな格納庫が存在するが、その中で最大の容積を持つものは全部で五つ。

　しかもそのうちの一つの第二格納庫は、僕たちが立ち入りを許可されており、先日ソフィアから『ファルクラム』の説明をうけた場所である。

　これで捜そう索さくポイントは四箇か所しよにまでしぼられた。あとは潜せん入にゆうを実行するのみだ。

　と、ここで僕はティナに一つ提案を持ちかけた。

「せっかく二人いるんだ。ここからは二ふた手てに分かれて行動したほうが時間の節約になるんじゃないか？」

　探索にかける時間は短ければ短いほどいい。これはまあ当然の理り屈くつだが、

「うーん、わたしはそれでもかまわないけど……」

「僕は僕でうまくやるから大だい丈じよう夫ぶだって。それに、ティナだってじっさい一人のほうが行動しやすいだろ？　僕が一緒にいたって、役に立つどころか足手まといになりかねない」

　ティナは単独のほうが動きやすい。と同時に、僕も一人なら万有神力アルフアオメガを気がねなく使える。お互たがいにウィンウィンの関係というわけだ。

「――わかったよ。だけどシン君、くれぐれも無理はしないでね」

「了りよう解かいだ。つっても、いまさらな気もするけどな」

　軽く笑って言う。

「それじゃ、僕が第一と第三、ティナが第四と第五を担当するってことで」

「うん、それでいこう。気をつけてね、シン君」

　ダッ！　ティナが剣気オーラを解放して物もの陰かげから躍おどりでた。その動きは常人では眼めで追えないほど速く、しかもまったくの無音だ。闇夜にまぎれて移動する限り、ティナが発見されることはまずないだろう。

「こうしてみると――レムルスの騎士ってのはむしろスパイ向きなんだよな」

　ティナの姿が見えなくなったあと、僕はそんな感想を口にした。

　いままで盲もう点てんだったが、騎士の能力はその特性上、敵地での潜せん入にゆう破は壊かい工作において真価を発揮する。そういっても過言ではないだろう。

　たとえば帝国の念動兵士ウイル・ウイスパーが敵地でスパイ活動をする際、主兵装たる機兵ギアを持ちこむことはほぼ不可能だ。

　いっぽう、レムルスの騎士はどうか？　彼かれらの主兵装たる騎き士し剣けんは肉体と同化しているため、どんな時でも即そく座ざに具現化でき、いかなる場所でも自身の最大戦力フルスペツクで戦える。

「帝国のスパイたちからすりゃ、うらやましすぎて泣きたくなるだろうなぁ」

　エタンダールで連日のように摘てき発はつした、名も知らぬスパイたちのことを思いだす。彼らもレムルスの騎士のような特性を持っていれば、ああもたやすく引っ捕とらえられることもなかったろうに。

　それはさておき、この着眼点を取り入れると、いままで見えてなかったものが見えてくる。

　それは、レムルス側を窮きゆう地ちに追いこんだように見えて、帝国側も多大なリスクを背せ負おっているということだ。

　なるほど、ティナを招待し『ティタン』と『ケラヴノス』の映像を見せれば、戦わずしてレムルスを降こう伏ふくに追いこめるかもしれない。が、その虎とらの子この切り札を破壊しうる最大の脅きよう威いを、みずから招き入れたということでもあるのだ。

　その行動が吉きちとでるか凶きようとでるかは――僕とティナの働きにかかっている。

　僕も行動を開始するとしよう。

「――万有神力アルフアオメガ、原理再現開始エミユレート・エンター」

　僕だけに許された神の力を発動。光学迷めい彩さいによってカメレオンよろしく自分の姿を背景に溶とけこませる。っと、ついでに足音も消しておこう。

　準備が完かん了りようすると、悠ゆう々ゆうと研究所の敷地を進みだす。僕がすぐ横を通っても警備兵は気づきもしなかった。

　人間用ゲートの一つから、第一格納庫の中へと侵入する。

　遮しや蔽へい物ぶつのない場所からざっと見み渡わたしてみるが――

「ここはハズレみたいだな」

　しつこいようだが、『ティタン』と『ケラヴノス』はいずれも破格のサイズを誇る兵器だ。シートかなにかで隠いん蔽ぺいしているにしても、その大きさだけはどうしたって誤魔化しようがない。

　よって、格納庫内をくまなく探索する必要はないのだ。

　最後に念のため、万有神力アルフアオメガを使ってレーダー探知のようなこともしてみたが、やはり結果は同じだった。

　僕は再度ステルス状態で移動する。第二を飛ばして第三格納庫へ。

　構造はほとんど同一のため、とるべき行動もほぼ同じだ。格納庫内をひと通りチェックしてみたが――

「こっちもハズレだな……」

　それらしきものは見あたらなかった。

　となれば長居は無用。僕は撤てつ退たいし、最初にティナと話しあった合流地点まで戻もどることにした。

「あ、シン君。どうだった、そっちは？」

　ティナはすでに調査をすませて僕を待ち構えていた。

「第一も第三もハズレだったよ。ティナのほうは――いや、僕に訊きくのが先だった時点で答えは決まってるか」

「うん。こっちもハズレ。これでまたふりだしだね……」

　声のトーンを落とすティナ。次のアテがないのだから、ふりだしに戻るどころか逆走を開始したというべきかもしれない。

「これは考えたくないことなんだけど……。『ティタン』と『ケラヴノス』がこの研究所にあるってわたしたちに思わせたのはブラフで、本当はもうべつの場所に移してあるとか……？」

「どうだろうな。ないとは言わないけど、僕はその可能性は低いと思うぜ」

　考えをまとめて、つづける。

「第一に、この研究所にはテストパイロットのオリガと開発者のソフィアがいるんだ。オリガはまあ替かえがきくとして、ソフィアが開発中の兵器のそばにいないのはおかしいだろ」

「第二は――この研究所の立地だよね？」

「ああ。こんな荒地のど真ん中から、あんなデカブツを二つも輸送するのは大変なはずだ。そんなことをするくらいなら、僕たち一行をべつの基地なり研究所なりに案内して、オリガとソフィア以外の人間に対応をさせたはずだぜ」

「だけど――そう考えると不思議だよね。どうして帝てい国こくは、オリガさんとソフィアちゃんを案内役にして、わたしたちをこの研究所に連れてきたんだろ？」

「うぅん、たしかにそうなんだよな。無む駄だなリスクを背負ってるようにしか思えないんだが……」

　すぐには結論が出そうもない。このことは頭の片すみにおいておくとしよう。

「それよりも、これからどうする？　まだ探索をつづけるか？」

「今夜はここまでだね。いったん部屋に戻って仮か眠みんをとって、それからまたどうするか考えるのがいいと思う」

「わかった」

　闇やみ雲くもに探しまわるのは、それこそ干し草の中から針を探す作業だ。

　僕たちは影かげに溶け消えるように撤てつ収しゆうした。




◆◇◆◇◆◇




　夜が明け、朝が来る。

　本日が最終日。僕たちがこの研究所にいられるのは今日で最後だ。

　明日の夜明けをむかえる前に、ケリをつけなくてはならない。

　つけなくてはならない、のだが――

「いったいどこを探せばいいんだ……？」

　先ほど、ティナの部屋で二度目の作戦会議があった。文官二人とクロシロコンビにも参加してもらい知ち恵えをしぼったが、成果はゼロに等しかった。

　会議が解散となったあと、僕はなんの気なしに第二格納庫へと足をむけていた。

　僕たちに解放されている唯ゆい一いつの格納庫。ほかの四つの格納庫がハズレとなれば、可能性を残しているのはこの場所しかない。

「……さすがに、あるわけないよなぁ」

　しかし、灯台もと暗しとはいかないようだ。格納庫内をくまなく探しても、巨きよ大だい兵器の痕こん跡せきさえ発見できなかった。

　これで本当に暗あん中ちゆう模も索さくとなってしまった。かくなるうえは万有神力アルフアオメガを大々的に使って、研究所内のありとあらゆる場所を調べつくしてしまおうか。

　と、僕が奥おくの手ての使用を本気で検討しだしたところで、

「――ひゃわっ!?　シ、シン兄さま、そこにいたのですかっ……？」

　背後で驚おどろく声。振ふり返ると、ソフィアが身を縮こまらせて立っていた。

「っと、悪い。驚かせちまったか？」

「い、いえっ。勝手に驚いたわたしが悪いのです……」

　目線をそらしながら言う。

　そういえば、この格納庫で『ティタン』についてカマをかけて以来、ソフィアには微妙に避さけられていたんだっけ。

　だが、いまや僕に対する隠しごとはなくなった。

　そしてあらためて、ソフィアとは話をしなくてはならない。

「――オリガから聞いたし、映像も見せてもらったぜ」

　僕は言った。

「『ティタン』と『ケラヴノス』――あれを開発したのは、ソフィアなんだってな」

「……！」

　ソフィアが眼を見開く。

「……そう、ですか。知ってしまったのですね。あんなものを造ってしまったわたしは、シン兄さまからすれば悪あく魔まのように思えるのでしょうね」

　さらに身を固くするソフィアだったが、

「――まさか。僕は純じゆん粋すいにすげえと思ったよ。ソフィアは本当に掛かけ値ねなしの天才なんだな。尊敬しなきゃならないのは僕のほうだぜ」

　偽いつわらざる本心から僕は言った。

「そ、そうでしょうか。わたしはただ、オリガ姉さまの力になりたくて必死に研究しただけで……」

　照れて顔を赤らめるソフィア。まったくもって謙けん虚きよな天才博士である。

　しかし――

「だけど、あれが実際に使われるとなると話は全然べつだ。僕はレムルス側の人間だからな。『ティタン』と『ケラヴノス』はとんでもない脅威だ。だから、絶対に破は壊かいしなくちゃならない。僕はそのためにここにいるんだ」

　ある意味、ソフィアに対する宣戦布告のつもりで僕は言ったのだが、

「はい……？」

　なぜかソフィアはきょとんとしていた。

「シン兄さまが脅威に感じるのはわかりますけど……『ティタン』はさておき『ケラヴノス』のほうは実際に使われることはありませんよ」

「はい……？」

　今度は僕がきょとんとする番だった。

「だって、オリガ姉さまが言っていたんです。『ケラヴノス』のような大量破壊兵器は使わずに保有しておくことで最大の効果を発揮する。その存在を他国に認にん知ちさせるだけで強力な『抑よく止し』がはたらき、結果として戦争が起きるのを未然にふせげる、と――」

　うん……？　どうも僕がオリガから直接聞いた話とはズレがあるようだぞ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。きのうの夜、オリガは僕とティナに対してこう明言したぞ。――いざ戦争となれば『ケラヴノス』を使うことも充分にありえる、って」

「なっ……!?」

　ソフィアはしばし絶句する。

　……なるほどな。これでよくわかった。オリガは僕たちに対するときとソフィアに対するときで、正反対の方便を使い分けていたようだ。自分の都合のいいように。

　こうなると、オリガとソフィアの疑ぎ似じ姉妹的な関係にも歪ゆがみや綻ほころびが見えてくるな。

「う、嘘うそですっ！　オリガ姉さまがそんなことを言うはずがありませんっ！」

　ソフィアの反応は拒きよ絶ぜつ一色だった。現実逃とう避ひと言いい換かえてもいいだろう。

　冷静に諭さとすような口調で僕は言った。

「だったら、ティナにも訊きいて確認してみるといい。それでわかるぜ、いったい誰だれが嘘をついているのかがな」

「そ、そんなっ……！　嘘です、信じられないです……」

　嘘であってほしい、信じたくない、という彼かの女じよの本音が透すけて見えた。

　迷っている。ゆらいでいる。二つの相反する感情がソフィアの中でせめぎあっている。

「なあソフィア、答えてくれ」

　僕は躊ちゆう躇ちよなく楔くさびを打ちこんだ。

「この先『ケラヴノス』がレムルスに撃うちこまれることになって、罪のない人が大勢殺されるとしたら――ソフィアはそれでも平気でいられるのか？」

「わ、わたしはっ……！」

　言葉をつまらせるソフィア。葛かつ藤とうはいっそう色いろ濃こくなり、もはや泣きだしそうな表情だ。

　それでも僕は言葉をゆるめなかった。

「もし……もしもソフィアが、平気でないなら。『ティタン』と『ケラヴノス』による破壊を望んでいないなら――教えてくれないか。それがどこにあるのかを」

「そ、そんなこと、できるわけがありませんっ……！　い、いくらシン兄さまの頼たのみでも、そんなことをしたらオリガ姉さまはっ……！」

「許してくれない、か？」

「わたしは……わたしは姉さまなしでは生きられないのです！　オリガ姉さまはたったひとりの家族で、わたしにとっていちばん大切な人で……！　だからわたしはオリガ姉さまを信じますっ！　いままでも、これからも、ずっと……ッ！」

　ついにこらえきれなくなり、ソフィアは一目散に僕の横を駆かけ抜ぬけていった。

　すれ違う一いつ瞬しゆん、その瞳ひとみからは涙なみだの雫しずくがこぼれていたように思う。

　足音が聞こえなくなるのと同時に、僕は深い嘆たん息そくをこぼした。

「……さすがに分ぶの悪すぎる賭かけだったか」

　七年間育ててくれた最愛の姉と、つい三日前に会ったばかりの男。どちらを選ぶのかと問われたら――答えは決まりきっていたということだ。

　だから僕は追いかけなかった。これ以上の説得を重ねたところで、ソフィアを頑かたくなにするだけだろう。

「ん……？　そういえば――」

　ふと気づく。ソフィアは僕の横を通とおり抜けていった。

　べつにそれじたいはまったく自然だ。なぜなら壁かべや柱、おかれた物資の位置関係上、ソフィアの背後は行き止まりとなっていたからだ。

　では、彼女はいったいどこから現れたのか？

「もしかして――！」

　僕ははっと思いついて、すぐさま確認を試みた。







５．フェアウェル・ドーン







「本当なの、シン君。第二格納庫の下に地下空間があるって――？」

「ああ。反はん響きよう音おんとかで調べてみたし、地下への隠かくし扉とびらっぽい場所も見つけた。まず間違いないと思うぜ」

　数分後、僕はティナの部屋に舞まい戻り、決定的な情報を報告していた。

　ソフィアがどこから現れたのかを訝いぶかしみ、万有神力アルフアオメガで音波探査をしてみたところ――これが見事に大当たりだった。

　第二格納庫の直下に、広大な地下空間が存在することを確認できたのだ。

「すぐにみんなを呼ばないと――！」

　ただちに招集がかけられ、レムルス一行六名で三度目の作戦会議をひらくことになった。

「なんですか、シン様。こんな朝っぱらから呼びだすだなんて」

「ねむねむ」

　寝ねぼけまなこで文句をたれるクロナとマシロ。

　……こいつら、このところ出番がないからってたるみすぎじゃねえか？

　ここからはかなり真ま面じ目めな話をするってのに。

「結論から言うね。今夜、わたしとシン君で作戦を決行する。あなたたちは――」

　と、ティナが二人の文官に視線をむける。

　そういや考えてみると――この二人が、今回もっとも貧びん乏ぼうくじを引いたことになる。僕たちが作戦を決行したら、その成否にかかわらずレムルスへの帰還は絶望的となってしまうのだから。

　ところが――

「はっ。私たちは当初の予定どおり帝国領内にとどまり、諜ちよう報ほう活動の任につきます」

「クリスティナ様。そしてシン様。どうかご武運を」

　胸の前で右みぎ腕うでを水平にするレムルス式の敬礼を送ってくる。

　諜報活動って……なるほど、それなら心配は無用ってことか。

　それにしても、この人たちの声はじめて聞いたかもだぜ……。

「ありがとう。二人とも、気をつけてね」

　ティナもまた敬礼を返した。

「それから、クロちゃんとシロちゃんだけど――」

「あっ、わたしたちのことはどうぞお構いなく！　健すこやかなるときも、病やめるときも、喜びのときも、悲しみのときも、富めるときも、貧しいときも、主あるじたるシン様とともにあるのがわたしたちの使命ですのでっ！」

「ん。いっしんどうたい」

「そっか。それじゃ、わたしたちと一緒にきて」

　そこでティナは少し考えこむような仕草をして、

「なんでかな、クロちゃんとシロちゃんて、いざとなったら自分でどうにかできちゃう気がするんだよね」

「ぎくっ」「ぎくぅ」

　ティナさん驚きよう異いの直感力がここでも炸さく裂れつ。

　まったくもっておっしゃるとおりでございます。こいつらの心配をする必要はございません。

　だって人間じゃないしね。地上ではだいぶ無能化したけどいちおう天使だしね。

「シン様。モノローグで一方的にディスるのはやめていただけますか」

「しゃざいとばいしょうをもとめる」

「前者はともかく後者はしねえぞ。絶対にな」

　っと、いまはこんな会話してる場合じゃないんだった。

「最後にひとつだけ言わせて。こんなことになるなんて思わなかったけど、ひとりひとりがやるべきことを全力でやろう。それで、いつか――」

　透きとおるような笑えみをうかべて、ティナは言った。

「いつか必ずレムルスに帰って、またみんなで集まれるといいね」

　スッと胸に沁しみ入るような言葉だった。

　これで、完全に心は固まった。あとは夜を待つのみだ！

　と――

「すぴー」「くぴー」

　ほんの数秒のうちに、クロナとマシロは立ち寝を決めこんでいた。

「くおらっ」

　びしびしとチョップを喰くらわす僕。

　おまえらそろそろ真面目モードになれよ！　もうクライマックスだぞ!?
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　日付が変わり、夜がもっとも深くなるとされる午前二時。

　僕とティナ、ついでにクロナとマシロは、第二格納庫に侵入を果たしていた。

　今朝、ソフィアが現れたあたりの壁かべを調べていくと――

「あった。これが地下への入り口だね」

　あからさまに不自然な継つぎ目めが見つかる。大きさはちょうど大人ひとりが通り抜けられるサイズだ。

　さて、次はこの隠し扉をどうやって開けるかだが、

「みんな、少し下がってて」

　ティナはためらうことなく騎士剣を具現化し、そのまま片手を一いつ閃せんした。

　――従騎士剣技デイーケン・アーツ『レイピア・ラッシュ』。

　ザシュシュシュッ！　一瞬にして隠し扉は斬きり刻まれ、無数の細かいブロックと化して崩ほう落らくした。

　いまの一閃は宣戦布告にも等しい。帝国の領内で剣けんを振るった以上、もはやどんな言い訳もたたない。これで名実ともに引き返すことはできなくなった。

「さあ、いこう」

　もっともティナも僕も、引き返す気など毛頭なかったが。

　隠し扉の奥おくには、予想どおり地下へとつづく螺ら旋せん階段があった。

　ティナを先頭に階段をくだっていく。かなり深いようだ。いったい何メートル降りたのか、感覚的に判断することは難しかった。

　さしずめ僕たちは、閻えん魔ま大王を討うち果はたさんと地じ獄ごくにくだる勇者一行。桃もも太た郎ろうに当てはめれば、僕とクロナとマシロはお付きの三匹びきといったところか。

　などと益やく体たいもないことを考えているうちに、階段から床ゆかへと足が移った。

「この先だね」

　目の前には金属製の扉。同じようにティナが斬り刻み、道が開けた。

　扉の奥には広大な空間がひろがっている。ここが終着点とみて間ま違ちがいない。

　そして――

「見つけた、『ティタン』……！」

　薄うす暗くらがりのむこう側には、探し求めた黒き巨きよ人じんが威い風ふう堂どう々どうと立っていた。

　その背部には、これまた長大な筒つつ状じようの物体が装着されている。あれが長ちよう距きよ離り飛ひ翔しよう体たい『ケイローン』。大量破壊兵器『ケラヴノス』の弾だん頭とうを世界のあらゆる地点に投射する悪魔の弓だ。

「――よくぞここまで来てくれた！」

　ババババッ！　突とつ如じよ、天てん井じように吊つるされた照明がいっせいに点灯した。

　あらわになる『ティタン』の全ぜん貌ぼう。その左ひだり肩かたの上には人の姿があった。

「君たちの最終目的地にようこそ！」

　オリガ＝ゲオルギエヴナ＝ジュコフスカヤ大たい佐さ。その口ぶりから察するに、彼女は僕たちを待ち構えていたようだ。

「まずは礼を言わせてもらうよ、クリスティナ＝ディルアーク殿どの！　こちらの思おも惑わくどおりに動いてくれて感謝する！」

　興奮した様子でまくしたてるオリガ。表情には歓かん喜きの笑みすらうかんでいる。

「なるほどな。今回の帝国訪問は、最初からなにもかも仕組まれてたってわけか……！」

　オリガの――いや、帝国の目的は『ティタン』と『ケラヴノス』の映像を見せてレムルス側の戦意を喪そう失しつさせることではなかったのだ。

　その真の目的とは、

「わたしが実力行使にでるように仕向けて、それを迎むかえ撃うつつもりだったんだねっ……！」

「答えよう。まさにそのとおりだよ！　だから私は笑いがとまらないのさっ！」

　血に飢うえた獣けもののごとく瞳を爛らん々らんと輝かがやかせ、舌なめずりをしながらオリガは言った。

「帝国にとって最大の脅威たる真なる聖女ラ・ピユセルを、正当防衛という形で始末できるんだからねぇっ！　アッハッハ、アァッハッハッハァッ！」
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　地下空間に思うぞんぶん哄こう笑しようを響ひびかせるオリガ。すべての計画が思いどおりに進み、まさに気分は有う頂ちよう天てんの最高潮なのだろう。

　しかし――

「そ、そんなっ!?　どういうことなのですかオリガ姉さまっ……！」

　そこに水を差す声が割って入った。

「この声、ソフィアか――？」

　僕はすばやく地下空間内を見渡した。

　ソフィアがいるのは――地上二〇メートルほどの位置にある管制室らしき場所か。姿は見えないが、あそこで間違いないだろう。

　困こん惑わくの声はつづく。

「わたしにはそんなこと全然なにも……説明してください、オリガ姉さまっ！　最初からレムルスの人たちを罠わなにかけて殺すつもりだったのですかっ!?」

「ソフィア。落ちつくんだ。私は――」

「それだけじゃないです！　『ケラヴノス』を実際に使うことはないと約束してくれた、あの言葉も嘘だったのですか!?　答えてください、オリガ姉さまッ！」

「――うるさい、黙だまれ」

　笑いを引っこめ、吐はき捨すてるようにぴしゃりと言った。

　地獄の底から響いてくるような、感情のない零れい下かの声。相手の人格をいっさい認めない冷れい酷こく無む惨ざんな口調だった。

「ね、ねえ……さま？」

「――あぁ、ごめんよソフィア。ついカッとなってきつい言葉を使ってしまった」

　一転して猫ねこなで声ごえをだすオリガ。

「だけどいまのは、私にたてついたお前が悪い。わかるね？　私の可愛かわいいソフィア、私だけの大切な妹。お前はいままでもこれからもずっと、私の言うとおりにしていればいいんだ。でないと――」

　この上なく残ざん酷こくな形に唇くちびるをゆがませ、オリガは言った。

「私はお前を嫌きらいになってしまう。私はお前が、いらなくなってしまうよ」

「ッッッ――！」

　姿は見えずとも、ソフィアが恐きよう怖ふに縮みあがった姿は容易に想像できた。

「ま、待ってくださいオリガ姉さまッ！　そんなっ、わたしはっ――」

「言い訳はいらない。わかったのかどうか、私が聞きたいのはそれだけだよ」

「……！」

　この時点で、二人の疑似姉妹関係は完全に破は綻たんをきたしたといっていい。

　だが――

「わ、わかり、ました。姉さまの、言うとおりに、します……」

　絶望的な真実を突つきつけられてなお、ソフィアはそこにすがることを選せん択たくした。

「いい子だ！　愛しているよ、私の可愛いソフィア！」

　オリガはふたたび哄笑を響かせた。

「――オリガさん、あなたって人はッ……！」

　ティナが前に進みでながら言う。

　いつになく厳しい顔つきと口調。ティナはめずらしく激げき怒どしていた。

「ああ、失礼した。招待客ゲストの前だというのに、姉妹喧げん嘩かなんてものを見せてしまうとはね」

「あなたのそれは愛情なんかじゃない！　あなたは自分の目的と野心のために、ソフィアちゃんの心をもてあそんで利用してるだけッ！」

「ふん、赤の他人が口を挟はさむことではないよ。私はソフィアに愛情をあたえ、代わりにソフィアは私に技術と兵器をあたえてくれる。どうだ、実に美しい姉し妹まい愛あいじゃないか！　そうだろう、ソフィア！　お前もそう思うだろう!?」

「……は、はい。姉さまの言うとおりです」

　ソフィアはもはや、腹話術の人形のように決まった答えを返すばかりだ。

「もういい。もう見てられないし、聞いてられない」

　騎士剣の切っ先をオリガへと突きつけ、ティナは宣戦を布告した。

「オリガ＝ゲオルギエヴナ＝ジュコフスカヤ！　ソフィアちゃんのためにも、わたしはここであなたを討うつッ！」

　ティナの怒ど気きを傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で受け流し、

「いいだろう、ではそろそろ始めようか！　この場所を真なる聖女ラ・ピユセルの墓標セメタリーにする最後の儀式セレモニーをねぇっ！」

　オリガは軽かろやかに跳ちよう躍やくし、『ティタン』の首の後ろにある操縦席へと身をすべりこませた。

　ォオオオオンッ！　頭部の単眼に光が灯ともり、全高三〇メートルの黒き巨人が覚かく醒せいする！

「っ……！　あの巨きよ体たいがマジで動くのかよ……！」

「シン君は下がってて！　『ティタン』の相手はさすがにわたしじゃないと無理だよ！」

「お、おう」

　素す直なおに言うことを聞く僕ぼく。たしかに鍛か冶じ師しという建前で使える剣気オーラの量は、従騎士エスクワイアレベルがせいぜいだ。

　ひとまずはティナにまかせるとしよう。

　あとはクロナとマシロだが――

「シン様！　ティナ嬢じよう！　がんばってください！　わたしたちは適当に解説っぽいことをしてますので！」

「ふれー、ふれー」

　すでに壁かべ際ぎわの隅すみまで後退し、肉体を半分くらい幽体アストラ化して安全を確保していた。

　さすがに空気を読んだと解かい釈しやくしておく。

　ズゥゥン……！　『ティタン』が最初の一歩を踏ふみだし、地下空間が打うち震ふるえる。

「さあ、レムルスの最高戦力と戦える唯ゆい一いつ無む二にの機会だ！　あらゆるデータを漏もらさずとっておくんだよ、ソフィアッ！」

「は、はい」

　いっぽうティナも完全に戦せん闘とう態勢だ。

　ドゥッ！　剣気オーラを全開にして床を蹴けった。

　超ちよう加か速そくで一直線に『ティタン』に迫せまり、右みぎ腕うでを引ひき絞しぼって突きの構えをとる。

　瞬しゆん間かん、彼女の周囲には無数の剣気オーラの刃はが出現した。

「はぁァッ！」

　そこから放たれるのは、全開にした剣気オーラの刃を刀身に凝ぎよう縮しゆくして一いつ閃せんする、レムルスの騎き士し最さい高こう峰ほうの剣技アーツ！

　――聖騎士ビシヨツプ・剣技アーツ『グラディウス・メガセイバー』。

　ピィィンッ！　神速の一ひと突つきが『ティタン』の胸部に吸いこまれ――

　ガギュィィィンンッ！　装そう甲こうに激げき突とつする直前、剣けん先さきは不可視の壁にはばまれた。

　ゴゥッ！　ティナと『ティタン』を中心に衝しよう撃げき波はの嵐あらしが吹ふき荒あれる。

「なっ……！　あれはっ――!?」

「――念動障壁ウイル・フオース。その名のとおり念動力ウイルを利用したバリアですね」

「すごくかたい」

　と、クロナとマシロがすかさず解説を入れた。

「ぐぐっ……うぅぅッ……！」

　鍔つば迫ぜり合あいの形になる剣気オーラと念動障壁ウイル・フオース。このまま膠こう着ちやく状態がつづくかと思われたが、

「――でぇぃ、りゃァアアアアッ！」

　バギィンッ！　ティナが押おし勝ち、念動障壁ウイル・フオースを突き破やぶって装甲に剣先が到とう達たつする！

　大きく陥かん没ぼつする胸部装甲。しかし貫かん通つうにはほど遠かった。

「くっ……！」

　技わざを出し終えたティナは、『ティタン』の装甲を蹴っていったん距きよ離りをとった。

「なんて硬かたさ――！　聖騎士ビシヨツプ・剣技アーツでも貫つらぬけないなんて……！」

　顔をしかめるティナを、オリガは一いつ顧こだにせず、

「――ふむ。ソフィア、いまの攻こう防ぼうのデータはどうなっている？」

「は、はいっ！　念動障壁ウイル・フオース出力、九〇パーセントにダウン。胸部装甲推定損傷率、二二パーセントです」

「アッハッハッ！　レムルスの最高戦力を相手にしてその結果とは、『ティタン』の防ぼう御ぎよ性能は想定以上のようだねえ！　素す晴ばらしい！　実に素晴らしいよッ！　まさしく最さい硬こうの盾たてと呼ぶにふさわしい機兵ギアだッ！」

　この状じよう況きようは非常にまずい。万有神力アルフアオメガを使ってさりげなくティナの剣を強化するしかないか？

　いや待て、劣れつ勢せいを打開する鍵かぎはほかにもある。僕以外にもティナに力を貸せる人物が、この場所にはいるじゃないか。

　そう、それは――

　思いたった瞬間、僕はダッと駆かけだしていた。

「ティナ！　少しのあいだ『ティタン』を抑おさえていてくれ！」

「いいけど――って、シン君どこにいくのっ!?」

「ソフィアのところだ！　ソフィアを説得して『ティタン』の弱点を聞きだす！」

「「「なっ――!?」」」

　三者ともに驚おどろく声。その中には当のソフィアもふくまれている。

「その考え、乗った！　こっちはまかせて！」

　ぱっと顔を明るくして僕を送りだすティナ。

「……ふん。無む駄だなことを。ソフィアが私を裏切るなんてありえないよ」

　顔は見えないが、不快感をあらわにするオリガ。

「…………」

　そして、ソフィアは無言をつらぬいていた。

　どうあれ、顔をあわせないことには始まらない。剣気オーラを解放し、僕は高速で管制室をめざした。

「黙って行かせると思うかッ！」

　オリガが叫さけび、『ティタン』の右腕部が僕をロックオンする。

　シュバババッ！　手首についた砲ほう身しんから感応石の弾だん丸がんが雨あられと発射される！

「させないッ！」

　だがこの銃じゆう撃げきは、ティナが放った剣気オーラの刃によって漏もれなく撃ち落おとされた。

　――正騎士剣技プリエステ・アーツ『ハルバード・ランペイジ』。

『レイピア・ラッシュ』の上位にあたる、遠えん距きよ離りに無数の刃を飛ばす剣技アーツだ。

「助かったぜ、ティナ！」

　僕は一いつ足そく飛とびに、管制室へとのぼる階段にとりついた。

「ちぃッ……！」

　直後、『ティタン』からの砲ほう撃げきはぴたりとやむ。

　当然だ。ソフィアの身み柄がらを盾にされては、さしものオリガも手出しはできまい。

　大切な妹というのが偽いつわりでも――大切な研究者というのは、偽りのない本心だろうから。

「ソフィア、管制室に敵が一人むかった。私が貸した銃じゆうが手元にあるだろう。それを使って敵を排はい除じよするんだ」

　ターゲットをティナに再設定しつつ、オリガはソフィアへと呼びかける。

「は、はい……」

　さて、ここからが本番だ。階段を駆けのぼって、僕は管制室へと突とつ入にゆうした。

「ひっ……!?」

　ソフィアが後ずさり、背後の制せい御ぎよ盤ばんに腰こしのあたりをガタンとぶつけた。

「――よう、ソフィア。僕と少し話をしようぜ」

　対面を果たすと、僕はゆっくりとした歩調で距離をつめていった。

　ソフィアは最初、制御盤に背中をあずけて怯おびえるばかりだったが、

「こ、ここっ、こないでくださぁいっ！」

　あと三メートルというところで、銃を僕へとむけた。

　――銃を使って敵を排除しろ。オリガの命令に、ここまでは忠実にしたがったというわけだ。

　だが僕は、対たい抗こうして自身の騎き士し剣けんを具現化しなかった。

　だってそうだろう、武器を手にしてする説得なんて、根本的に間違ってる。

　それに、銃をかまえるソフィアの両手はガタガタとふるえていて、いっこうに定まろうとしない。間違っても引ひき鉄がねをひけるとは思えない有様だった。

　両手をあげ、戦意がないことを示しながら僕はつげた。

「おいおい、僕は話をしにきただけだぜ？　問答無用で銃をむけるってのはひどくないか？」

「シ、シン兄さまはわたしの敵です！　だからっ……！」

「だから、撃つのか？　……撃てないよな。僕が剣を手にして襲おそいかかってきたならともかく、ソフィアには丸まる腰ごしの相手を撃つことなんてできないはずだ」

　言いつつ一歩、距離をつめる。

「に、兄さまにわたしのなにがわかるのですかっ!?　この前出会ったばかりなのにっ！　わたしは兄さまの好きな食べ物さえ知らないのにっ……！」

「そうだな。僕だってソフィアのことはよく知らないし、わからない。だから――教えてくれないか」

　さらに一歩進む。彼ひ我がの距離は二メートルまでせばまった。

「ソフィアがどう思っているのか。ソフィアの本当の気持ちを僕は知りたいんだ」

「わたしの、ほんとうの……？」

　ああ、と僕はうなずいて、

「今朝会ったときも、僕は訊きいたよな？　この先『ケラヴノス』がレムルスに撃ちこまれることになって、罪のない人が大勢殺されるとしたら――ソフィアはそれでも平気でいられるのかって。その質問の答えを僕はまだ聞いてないぜ」

「わ、わたしは……この先なにがあっても、オリガ姉さまにしたがいます……」

　弱々しくふるえた声。それがソフィアの望みだとはとても思えなかった。

「ソフィアッ！　中の状況はどうなっている？　ちッ……マイクが切れているのか？」

　ちょうどそのタイミングで、外の『ティタン』からオリガの声が響いた。

　さっきソフィアが後ずさって制御盤にぶつかった結果、マイクが切れて僕たちの会話は外部に漏れなくなったようだ。

「ソフィア、そいつは私たち姉妹の敵だ！　間違っても話に耳を貸したりするんじゃないよ！　わかったね!?」

「……姉さまにしたがう、か」

　ぽつりとつぶやき、僕は一気に二歩進む。これでソフィアまであと一メートルだ。

「いままでソフィアとオリガがどんな関係だったのか、僕は知らない。だけどな、これからどんな関係になるのかは想像がつくぜ。ソフィアに平気で嘘をついて、あんな本ほん性しようを見せたからには……オリガはもう金こん輪りん際ざい、『やさしい姉さま』の仮面をかぶることはないだろうな」

「そ、それはっ……！」

　違ちがう、という拒きよ絶ぜつの言葉は、ついにソフィアの口から出てこなかった。

　重ねて僕は言う。

「それでもいいぜ。あくまでもオリガにしたがうのがソフィアの本当の気持ちってんなら、僕はもうなにも言わない」

「えっ……？」

「説得はすっぱり諦あきらめて、いますぐティナの加勢にいく」

　なおも僕は歩を進め――トンッと、みぞおちのあたりに銃じゆう口こうが接せつ触しよくした。

　ここが最接近地点。ソフィアとの物理的な距離はこれ以上縮められない。

　あとは、心の距離をどれだけ縮められるかだ。

「だけど、僕はもういちどだけ訊くぜ。ソフィアは本当にそれでいいのか？」

「わ、わたしはっ……。わたしはどうすればいいんですかっ……!?　教えてくださいっ……！」

「さあな。その答えは誰も知らない。唯ゆい一いつソフィアの心だけが知ってるんだ」

　ソフィアの胸を指さして、言う。

　自分の言葉が、その胸のいちばん深いところまで届くようにと祈いのりながら。

「だからソフィア、自分の心に聞いてみろ。そこにあるのが、そこに最後まで残ってるのがおまえの本当の気持ちだ」

「わたし、は――」

　ソフィアは深くうつむき、血の気の失うせた唇くちびるをきつく引き結ぶ。

　垂れた前まえ髪がみで目元は完全におおい隠かくされ、僕の視点からはいかなる表情もうかがえない。

　そのわずか一秒たらずのあいだに、彼女の胸中にはいかなる種類の感情が去来していたのか。さまざまな想おもいが荒あれ狂くるい、ぶつかり合い、生まれては砕くだけ散ちり――果たして最後にはなにが残ったのか？

「――嫌いやですッ！」

　次の瞬間、ソフィアは銃を取り落とし、そのままワッと両手で顔をおおった。

　カタン……！　ほかならぬオリガから手て渡わたされた銃が、力なく床に落下して転がった。

「いまのオリガ姉さまには……あんなふうになってしまった姉さまには、したがいたくありませんっ……！」

　臓ぞう腑ふごと吐はきだすかのような、重苦しくも痛々しい声こわ音ねだった。

　それでもソフィアは言った。言葉を途と切ぎれさせることなく最後まで言いきった。

　ソフィアは両手を顔から離はなし、ゆっくりと首をもたげる。

　左右の瞳には涙なみだがいっぱいにうかび、いまにもこぼれ落ちそうだ。

　しかし、彼女は自分で涙をぬぐって、さらにつづけた。

「それに、わたしはシン兄さまやクリスティナさまを見殺しにもしたくないですっ……！　ついこのあいだ出会ったばかりで、ほとんどなにも知らないに等しいけれど……。いま、わたしのことを本当に心から想ってくれているのは、オリガ姉さまじゃない。シン兄さまとクリスティナさまですッ……！」

　それが、ソフィアの本当の気持ちだった。

「ありがとな。つらかっただろうけど、よく答えてくれた」

　僕はホッと胸をなでおろしつつ、ソフィアの頭にポンと片手をおいた。

　とはいえ、残念ながら余よ韻いんにひたっていられる状況じゃない。ただちに次の行動に移らなければ。

「ソフィア。自分の心にしたがって、僕たちに協力してくれるんだな？」

「はい、シン兄さま」

　吹っ切きれた表情で答えるソフィア。強い決意のまなざしを僕へとむけてくる。

「『ティタン』の弱点を知りたいんですよね」

「ああ、そうだけど――」

　ここまできて「弱点はない」って話になったら、僕のばつの悪さたるや奈な落らくの底まで突き抜ける勢いだったが、

「ありますよ。オリガ姉さまも知らない、開発者のわたしだけが知っている弱点が」

「ほ、本当かっ！　教えてくれソフィア！　どうすればあの『ティタン』を倒たおせるんだ!?」

　僕は思わずソフィアの両りよう肩かたをつかんでしまう。

「ひゃわっ!?　お、落ちついてくださいシン兄さま。順を追ってお話ししますから……」

「そ、そうか。悪い……」

　パッと手を離す僕。

「それと、ひとつお願いがあります。ただ教えるだけじゃ嫌です」

「え？　それってどういう――」

「『ティタン』をこの世に生みだしてしまったのはわたしです。だから……わたしも一いつ緒しよに戦います」

　たしかにこう見えてもソフィアは、オリガとくらべても遜そん色しよくのない念動力ウイルの使い手だが、

「気持ちはわかるけど、さすがに生なま身みじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶです、ちゃんと手は考えています。シン兄さま、わたしをあの場所まで連れていってくれますか」

　管制室の窓から、地下格納庫の一点を指さすソフィア。

　そこには――実験のため運びこまれたのだろう、七メートル級のギガースギア、開発コード『ファルクラム』が静かにたたずんでいた。

　小型ではあるが、従来は一五メートル級だった規格をソフィアがダウンサイジングしたものだ。その性能は従来のギガースギアをも凌りよう駕がする。

「なるほどな、たしかにあいつを使えば『ティタン』にも一いつ矢し報むくいることができるかもな――！」

　ソフィアをかかえ、僕は管制室をあとにする。そのまま『ティタン』の死角に入るように移動を開始した。

「――『ティタン』はとてつもなく巨きよ大だいで強大な兵器ですが、巨大で強大であるがゆえに、その構造はきわめて精せい緻ちかつ繊せん細さいなのです」

　ソフィアがとうとうと語りだす。

「だから一箇か所しよさえくずすことができれば全体に連れん鎖さしていき、一いつ瞬しゆんで稼か働どう不能状態に追いこめるのです。シン兄さま、『ティタン』を構成する部分パーツの中で、どこがいちばん脆ぜい弱じやくかわかりますか？」

「いや、僕には見当もつかないけど……」

　するとソフィアは、ふっとほほ笑むようにこう言った。

「簡単ですよ。答えは操縦者にんげんです――」




◆◇◆◇◆◇




　ズドドドドドッ……！　ティナとオリガの戦せん闘とうは、刻一刻と激しさを増していた。

　スピードと手数でティナが攻こう勢せいをかけ、対するオリガは『ティタン』の堅けん牢ろうさを活いかして反はん撃げきを狙ねらうという展開だ。

　レムルスと帝てい国こく、双そう方ほうの最高戦力どうしの激げき突とつ。ティナは『ティタン』の装甲を貫つらぬけず、『ティタン』はティナのスピードを捉とらえられない。ともに決定打を欠き、一見しただけでは互ご角かくという印象だが――

「はぁっ、はぁっ……！」

「アッハッハ！　どうしたんだい真なる聖女ラ・ピユセル！　そんなものかい自由騎士ミニステリアーレ！　だいぶ息があがってきたねぇ！」

　機兵ギアを介かいして自身の念動力ウイルを増ぞう幅ふくしているぶん、持久力はオリガのほうに軍配があがるようだった。

「くぅ……！　さすがにこれはきっついかも……！」

　このままではティナの剣気オーラはじりじりと消しよう耗もうし、やがては『ティタン』に捉えられてしまうだろう。もはや形勢の逆転は困難に思えたが――

　ドゥンッ！　次の瞬間、『ティタン』の背面に砲ほう撃げきが炸さく裂れつした。

「なっ――!?」

　念動障壁ウイル・フオースが防ぎきり、『ティタン』の機体そのものにダメージはまったくない。が、パイロットたるオリガが受けた衝しよう撃げきは並々ならぬものだったはずだ。

　味方である機兵ギアに背中から撃うたれるなど、想像の埒らち外がいであっただろう。

　ましてや――

「……オリガ姉さま。わたしは、わたしの心にしたがうことにしました」

「ソフィ……ア……？　馬ば鹿かな、その機兵ギアに乗っているのは、ソフィアなのかい……？」

　ましてや引鉄を引いたのがソフィアであるなど、彼かの女じよにしてみれば天地が裂さけてもありえないはずのことだった。

　だが、いまやそれが現実だ。

　ソフィアは『ファルクラム』に乗りこみ、僕が機体の肩かたの上に立って太刀たち型の騎士剣をかついでいる。さしずめ人馬一体ならぬ人機一体といったとこか。

「シン君っ！　それにソフィアちゃんもなんだね！」

「ようティナ、待たせて悪かったな。ここからは僕たちも一緒に戦うぜ」

　僕たちは合流せず、そのまま挟はさみ撃ちの形で動きだした。

「馬鹿な……ありえない。ソフィアが私に弓引くなど、ありえない、ありえない、ありえない、ありえない、あってはならないはずなんだッ……！」

　いっぽうオリガは、いまだに現実を受けとめられないでいるようだ。『ティタン』も棒立ちになっている。

　この機を逃のがす手はない。

「いくぜソフィアっ！」

「はいですっ！」

　ドォゥッ！　『ファルクラム』の右手に装備された砲身から、大口径の砲弾が射出される！

　ガギンッ！　ふたたびソフィアから砲撃を浴びたところで、ようやくオリガは我に返った。

「何故なぜだッ……！　何故こんなことをするんだソフィアッ！　気でも触ふれたのかッ!?　私はお前の姉で、お前は私の妹だろうにッ！」

「ええ、そうです。でも、だからといって、これ以上姉さまの間違ったおこないを見逃すわけにはいきません！」

「お、お前という子はッ！　これまで育ててやった恩を忘れて、この私を裏切るっていうのかい!?」

「裏切ったというなら――わたしの気持ちを、心を、先に裏切ったのは姉さまのほうですっ！」

「――ッッッ！　ソォォォフィィィアァァァッッッ！」

　激げき昂こうしたオリガの意思にしたがい、『ティタン』の巨体が地じ響ひびきをたててヌゥッと振ふり返る。

　――うまくいった。これもまた僕たちの作戦のうちだった。

「いまだティナッ！　『ティタン』の膝ひざの裏に全力の一いち撃げきを叩たたきこんでくれッ！」

「了りよう解かいっ！　はぁあああッ！」

　即そく座ざに剣を構えるティナ。

　ふたたび右手を引き絞り、剣気オーラの刃を刀身に凝ぎよう集しゆうさせる！

　――聖騎士ビシヨツプ・剣技アーツ『グラディウス・メガセイバー』。

　ピィィンッ！　神速の一閃が今度は『ティタン』の背後を強きよう襲しゆうした！

　バリバリバリッ！　熾し烈れつに干かん渉しようする剣気オーラと念動障壁ウイル・フオース。

　バギィンッ……！　念動障壁ウイル・フオースが破は砕さいし、ティナの剣が右膝の裏に突き刺さる！

　人型機動兵器である以上、関節はどうしたって泣き所だ。とりわけ膝は自重を支えている箇所でもあるため、少しの損傷でも命取りとなる。

　ザシュゥッ！　剣気オーラの刃によって深々とえぐられる『ティタン』の膝関節。たちまち自重を支えきれなくなり、三〇メートルの巨体がガクンと右側に大きくかしいだ。

「ちぃッ！　小こ癪しやくな真似まねをしてくれるねえッ！」

　さらに――

「いまので『ティタン』の念動障壁ウイル・フオース出力、一二パーセントまで低下しました。再度の展開可能まで想定八秒ですッ！」

「よぅし、ここで決めるぞソフィア！　突撃だッ！」

　僕たちも間かん髪はついれずに追撃をかける。

　さあてお待ちかね、ここでようやく僕の見せ場がやってきた！

　僕は右手の太刀を逆手に持ちかえ、大きく振りかぶる。

「せぇのっ！　いっけぇえええええええッ！」

　騎き乗じようしている『ファルクラム』の加速度を乗せ、その太刀を全力で投とう擲てきした！

　――従騎士剣技デイーケン・アーツ『フランベルク・チャージ』。

　一定時間を剣気オーラの充じゆう填てんに費ついやすことで強力な一撃を繰くりだす剣技アーツ。

　ランク二の従騎士剣技デイーケン・アーツとはいえ、こと一点に対する攻こう撃げき力りよく・突破力でこの技わざを上回るのは最上級の聖騎士ビシヨツプ・剣技アーツ『グラディウス・メガセイバー』のみだ。

　くわえていまは、厄介な『ティタン』の念動障壁ウイル・フオースは展開不能の状態にある！
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　ザシュゥウッ！　僕が投擲した太刀は、ガクンと垂れさがった『ティタン』の右肩部に直撃。分厚い装甲に切っ先が突き刺ささった！

「仕上げだソフィアッ！　飛べぇええええええッ！」

「はいでぇぇぇぇすぅッ！」

　ゴォオッ！　『ファルクラム』の背部および足底部から余よ剰じようの念動力ウイルが噴ふん出しゆつし、鋼鉄の機体を飛ひ翔しようさせる！

　狙ねらうは僕の太刀が突き立った右肩部。そこに追撃をかけ、装甲を完全にぶち抜いて弱点を叩くのだ！

　――しかしなぜ『ティタン』の弱点は肩部なのか？　それにはれっきとした理由がある。

『ファルクラム』に搭とう乗じようするまでのあいだ、ソフィアは次のように語った。

「そもそも『ティタン』ほど大きくて重いものは、ほんらい念動兵士ウイル・ウイスパーが単独で動かせるものではとうていないのです。オリガ姉さまのような強きよう靭じんな念動力ウイルの持ち主であってもそれは変わりません」

「言われてみれば、入力と出力のケタがいくらなんでも違いすぎるよな。で、どういう理り屈くつであれを動かしてるんだ？」

「理屈は簡単です。機兵ギアには搭乗者の念動力ウイルを、最大で数百倍にまで強化増ぞう幅ふくする増念器リアクターが搭とう載さいされているのです。『ティタン』の場合、大型のものを左右の肩部に搭載し、さらにそれらをシンクロドライブさせることで、ようやく稼働可能な出力をえているのです」

「それじゃ――その増念器リアクターを片方でも破は壊かいできたら？」

「『ティタン』はもう、指先ひとつ動かせなくなります」

　開発者のソフィアが言うのだから、間ま違ちがいなどあるはずもない。

　ガギュィン！　『ティタン』の右肩部に突撃した『ファルクラム』は、そこに突き刺さった僕の太刀の柄つかめがけて掌しよう底ていを叩きこんだ！

　僕の太刀を楔くさびとして、装甲内部の増念器リアクターに攻こう撃げきを届かせようという作戦だ。

　ソフィアはそのまま『ファルクラム』のブースターを吹かしつづけ、突き刺さった太刀をなおも押しこむ！

「す、推定装甲侵しん徹てつ率、七五パーセントに到達。八〇パーセント。八三……八五……八六……ぅくっ！」

　まずいな、目に見えて押しこむ力が弱くなってきた。思った以上にソフィアの消しよう耗もうが激しいようだ。

　僕たちの猶ゆう予よ時間はトータルで八秒。そのタイムリミットをすぎれば『ティタン』の念動障壁ウイル・フオースは復活し、『ファルクラム』はわけもなくはじき飛ばされてしまうだろう。

　もういちど同じ作戦を実行するだけの余力はない。タイムリミットまでにケリをつけなければ、僕たちは敗北したも同然だった。

「くっ、ティナは――！」

『ティタン』越ごしにティナの様子を確かく認にんするが――ダメだ、二発目の聖騎士ビシヨツプ・剣技アーツで相当に疲ひ弊へいしてしまっている。いますぐこちらに加勢するのは無理だろう。

「ソォォオフィィィアァァァッ！　お前はなんて悪い子なんだ、なんていけない子なんだ！　私はお前を甘あまやかしすぎたよ！　いますぐ躾しつけてやる！　ただちに再教育してやるよぉッ！」

　ズゥッっと『ティタン』の左さ腕わんマニピュレーターが迫せまる。あの巨大な手に捕つかまったら最後、『ファルクラム』はひとたまりもなく握にぎりつぶされてしまうだろう。

「くぅぅうッ！　す、推定装甲侵徹率、八九パーセントに到達。きゅ、九〇パーセントッ……！」

『ティタン』の左手が頭上をおおい、影かげが僕たちをつつみこむ。

　――くそっ、ここまでか！　こうなったら背に腹はかえられない、禁じ手を使って切り抜ぬけるしかないッ！

「――万有神力アルフアオメガ、原理再現開始エミユレート・エンター！」

　バッと僕は膝立ちになって、右の手のひらを『ファルクラム』の装甲にぴたりと密着させる。

　そうして、万有神力アルフアオメガによって疑ぎ似じ再現した念動力ウイルを、ソフィアのそれに上乗せした。

「っっ!?」

　ソフィアには異常を感づかれたかもしれない。だが結果として僕の一手は最後のひと押しとなり、太刀の刀身は肩部の装甲を貫かん通つうした。

　その直後――

　ドゴゥッ！　『ティタン』の右肩部は内部で爆ばく発はつを起こし、装甲が裂けてはじけ飛んだ！

　シュゥゥゥウン……。と同時に、『ティタン』頭部のモノアイは光を失い、全身が凍りついたように固まった。

　稼働出力不足による停止状態。もはや『ティタン』は僕たちの脅きよう威いではなくなっていた。

「な、なんだっ!?　なにをした、いったいどうなっている!?　なぜ動かないんだ『ティタン』！　ソフィア、お前かっ？　これはお前の仕し業わざなのかッ!?」

　愕がく然ぜんとして喚わめきたてるオリガ。彼女は操縦席から出てくることもできないようだ。

　これで決着――といいたいところだが、まだ最後の仕事が残っている。

「す、すごい。ほんとうに止まっちゃった……」

　ティナが僕たちのもとに合流して驚おどろきの声をあげる。

　しかし彼女は剣を持ったまま、戦闘態勢を解こうとはせず、

「よしっ。あとは『ティタン』の機体と、ついでに『ケラヴノス』と『ケイローン』も破壊して終わりだね」

　と、そこでソフィアがあわてた様子で割って入った。

「ま、待ってくださいクリスティナさま！　ここはわたしにまかせてもらいたいのです！」

「ソフィアちゃん？　いいけど、でも、どうする気なの？」

「『ティタン』を使えなくするには、なにも壊こわす必要はないのです。だからここはわたしにまかせてください。『ティタン』のことも――それから、オリガ姉さまのことも」

「わかったよ。一人でも大だい丈じよう夫ぶ？」

「はいっ。わたしの手で始末をつけてきますから、少しだけ待っていてください」

　僕はといえば、先だってソフィアから話を聞いていたので、このあと彼女がなにをするつもりかは承知している。

　僕が『ファルクラム』の上から降りたのを合図に、ソフィアは再度『ティタン』の右肩部へとのぼった。

　装甲が破損しむき出しになった内部からは、青白く発光するコイル状の物体が露ろ呈ていしている。あれが件くだんの増念器リアクターなのだろう。

『ファルクラム』のマニピュレーターをそっと増念器リアクターに触れさせる。そしてソフィアは、なにやら作業を開始した。

「増念器リアクター、接触リンク開始。コネクト完かん了りよう。損傷部の回路を遮しや断だんして強制再起動。稼働率三七パーセントでのドライブを確認。システム管理権限を掌しよう握あく、『ファルクラム』をアドミニストレーターに設定。信号伝達、命令を実行。全念動回路を反転――」

「そ、その声っ――！　ソフィアか！　ソフィアなんだなッ!?」

　と、オリガが動転した声をあげる。『ティタン』の外部モニターも死んでいるのか、外の様子を視覚で確認できないようだった。

「そうです、わたしです。オリガ姉さま、わたしの声が聞こえますか」

「ソフィアッ！　お前はッ――！」

「姉さま。……わたしはこれから、姉さまにお別れを言おうと思います」

「なん……だって？」

　オリガはその言葉の意味をどのように解かい釈しやくしたのか、

「ま、待ってくれソフィア！　本気なのかっ……？」

「…………」

「や、やめろっ！　やめてくれっ！　どうしたんだソフィア、私が誰だれだか忘れたのかっ？　私たちは互たがいにたった一人の姉であり妹じゃないか？　なあソフィア、そうだろう？　私が悪かったよ。私が間違っていたよ。愚おろかな姉をどうか許してくれ。そして、いままでのように二人で一緒に生きていこう――」

「やめてください、姉さま」

　平へい坦たんだが、相手を打ち据すえるような声だった。

「この期ごにおよんで、まだそんな心にもないことを言うのですか。これが最後の機会なんです、最後くらいは姉さまの本当の気持ちを聞かせてください」

「……！」

　オリガはしばし押し黙だまったのち、

「――ソフィア。私は一度として、お前を愛いとしいと思ったことはない」

　どこまでも無感情な調子で、機械的に語りだした。

「姉妹の愛など、お前を手て懐なずけるための方便にすぎない。すべて偽いつわりのまやかしだ。私が愛し欲していたのは、お前の才能とお前が造りあげる兵器だけ。毎日毎日、姉さま姉さまと無む邪じや気きに幸せそうにまとわりついてくるのは、正直いって目め障ざわりで耳障りでうっとうしかった」

「っ……！　そう……でしたか」

「だけどソフィア、私はべつだんお前を憎にくんでいたわけではないよ。私は生来、他人を利用することしかできない人間だ。なぜなら私の心には、いっさいの『情』というものがないからだ」

　好きでもなければ、嫌きらいでもない。ソフィアに対するオリガの感情は、どこまでも漂ひよう白はくされたものだったのだ。

「お前に対して、悪かったとは思わない。少しも後こう悔かいはしていない。ソフィア、私はお前を利用したくて利用した。それだけのことだよ。ただ――」

　オリガは最後にこうつけ加えた。

「私のような人間に出会って目をつけられてしまったのは、お前にとってたいそうな不幸だったろうね」

「結果としては……そうだったと思います」

　言ってソフィアは、大きな深呼吸をひとつして、

「さようなら、オリガ姉さま」

　別れの言葉を口にした。

「ソフィアはずっと、あなたのことが大好きでした――」

　ヴァゥッ！　『ファルクラム』のマニピュレーターを介して、ソフィアは念動力ウイルを『ティタン』の増念器リアクターへとそそぎこんだ！

　回路を反転させられた増念器リアクターはソフィアの念動力ウイルを倍加し、パイロットのオリガへと逆流させた。

「がッ……!?」

　生身の人間であるオリガがその負荷に耐たえられようはずもない。

　彼女は一瞬にして失神し、『ティタン』は深き眠りについた。
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　最大の脅威である『ティタン』の無力化に成功。そして、開発者であるソフィアの協力もとりつけた。

　となれば、あとの作業はトントン拍びよう子しに進むのが道理というものだ。

　ソフィアは『ファルクラム』のマニピュレーターを使って、大量破壊兵器『ケラヴノス』の弾だん頭とうを解体していた。

「コアである魔ま王おう石せきと、トリガーである爆ばく縮しゆくレンズ。この二つがそろわない限り『ケラヴノス』が臨界縮退連鎖融ゆう合ごう反応を起こして爆発することはありません」

　説明しつつ、弾頭の中心から透とう明めいな結けつ晶しよう体たいを取りだす。それが魔王石であるらしい。

「特にこの魔王石を精製できるのは、いまのところわたしだけなのです」

　つまりここで奪だつ取しゆしてしまえば、当面のあいだ『ケラヴノス』の脅威も排除できるということだ。

　これで一件落着。僕ぼくたちの完全勝利で大団円――とはいかないのが、今回のミッションの泣きどころだった。

「ば、馬鹿な……！　大たい佐さ殿どのの『ティタン』が敗れるだなんてっ……！」

「呆ほうけている場合かっ！　ただちに総員戦せん闘とう態勢をとれ！　それと周辺の基地に応おう援えんを要よう請せい、帝てい都とへの連れん絡らくも忘れるな！」

　いくら秘ひ匿とくされた地下空間とはいえ、あれだけ派手な戦闘をすれば研究所の警備兵たちが感づかないはずがない。

「やっ！」

　しょせん彼かれらは一兵卒の念動兵士ウイル・ウイスパー。ティナにとって無力化するのは、赤子の手をひねるよりたやすかった。

　しかし、彼らが報告をするのは阻そ止しできなかった。これで僕らは袋ふくろの鼠ねずみだ。

　そう、オリガと『ティタン』を撃げき破はしたからといって、万ばん事じ解決とはいかない。レムルス本国の窮きゆう地ちを救った代だい償しようとして、僕たちは窮地に追いこまれることを余よ儀ぎなくされたのだ。

「ふぅ……。これからどうしようか？」

　ここは帝国領内のど真ん中だ。敵の増援は実質的に無む尽じん蔵ぞうだろう。

「どうするって……。レムルスに帰るしかないんだろうけどさ……」

「それが簡単にできたら、苦労はないよねぇ……」

　安全圏けんであるレムルスの国境線はざっと二〇〇〇キロの彼方かなた。

　あまりにも――絶望的なまでに、遠すぎる。

「シン様、事ここにいたっては手段を選んではいられません」

　と、クロナが僕に耳打ちしてくる。そういやこいつらもいたんだっけな……。

「ん。空間転移でひとっとび。びゅーん」

　マシロも耳元でささやく。

「おまえらな……。僕一人ならさておき、ティナとソフィアが一緒なんだぞ。どう説明しろってんだよ……」

「また記き憶おくを改かい竄ざんしてしまえばよいではないですか」

「気楽に言うなよな。僕が一番やりたくないのはそれなんだぞ……」

　前回はティナの命を救うために万有神力アルフアオメガを好き放題に使って、結果として多くの人々の記憶をいじくりまわすことになってしまった。

　ティナを救ったこと、それじたいに後悔はないが――記憶の改竄に関しては、いまでも心の奥おく底そこにしこりが残っている。

　その反省があったからこそ、僕は万有神力アルフアオメガの濫らん用ようを控ひかえてきたのだ。

　とはいえ……状じよう況きようが状況だ。天使たちが進言してきたように、こうなっては背に腹はかえられないかもしれない。

　と――

「あ、あのー」

『ファルクラム』の操縦席から顔をのぞかせ、ソフィアがおずおずと切りだした。

「安全かつ確実にレムルスまで行く方法でしたら、ふつうにあるのですけど……」

「えっ？」「えっ？」

　僕とティナは顔を見あわせ、

「ええぇーッ!?」

　見事に声をハモらせた。

「マ、マジなのかよソフィアっ!?」

「ど、どうやって帰るのっ!?」

「ひゃわっ!?　お、落ちついてください二人とも。ちゃんと説明しますから――」

　ソフィアは『ティタン』の背中を指さして言った。

「脱だつ出しゆつおよび移動には、あれを使うのです」

　そこにあるのは長い筒つつ状じようの構造物。長ちよう距きよ離り飛ひ翔しよう体たい『ケイローン』だった。

「！」

　僕はパチンと指を鳴らして快かい哉さいをさけんだ。

「そうかっ！　弾頭さえ取りはずせば『ケイローン』は輸送用のロケットとして使える――！」

「ろ、ろけっと？　どういうことなのシン君、わたしには全然さっぱりわからないんだけど？」

　無理もない。僕とティナでは知識のベースが違いすぎる。

　現代日本にいたころ「宇宙ロケットの技術は大陸間弾道弾ＩＣＢＭに転用できる」という話を耳にしたことがあったが――いやはや、それがこんなところで役にたつとはね。

「『ケイローン』はレムルスのエタンダールを攻撃できる。ってことは『ケラヴノス』のかわりに僕たちを乗せて発射すれば、国境線なんて軽く飛び越えられるってことだよ！　そうだよな、ソフィアっ？」

「はいです。シン兄さまの言うとおりです」

　ソフィアが力強くうなずいた。

「だからわたしはクリスティナさまに、破壊するのは待ってくれと言ったのですよ」

「えぇっ……？　そ、それじゃあのとき、わたしが『ティタン』ごと『ケイローン』を壊しちゃってたら……？」

「万ばん事じ休きゆうすでした」

「…………」

　さすがにサーッと蒼あおざめるティナだった。

「と、とにかく、脱出と帰き還かんの手段は確保できたんだ。早いとこ打ち上げの準備に入ろうぜ」

　僕は『ティタン』のもとへ歩きだそうとしたが、

「待って、シン君。もうひとつだけ、確かめておかなきゃならないことがあるよ」

「？　っていうと？」

「ソフィアちゃんのこと」

　言って、ティナはソフィアをまっすぐに見つめた。

「ソフィアちゃん。わたしたちはレムルスに帰るけど――あなたはどうするの？　ううん、あなたはどうしたいの？」

　そうだ、僕たちには帰る場所がある。けれど、ソフィアは――

「わたしは――」

　事実上、選せん択たく肢しはないに等しい。

　けれどこれは、決してなあなあですませてはならない問題だ。

　意思決定は、ひとえにソフィアの心のみにゆだねられていた。

「わたしは、レムルスにいきたいです」

　果たしてソフィアは、決定的な言葉を口にした。

「シン兄さまや、クリスティナさまと一緒に――！」

「うん、わかったよ。一緒にいこう、ソフィアちゃん」

「はいっ――！」

　これで話は決まった。さあ、でかいのを一発打ちあげるとしよう！




◆◇◆◇◆◇




「――念動信号伝達。『ファルクラム』より『ティタン』を経由して『ケイローン』へ。システムコネクト。各部チェック。異常なし。『ケイローン』、発射シーケンスへ移行。一番から一二二番までの行程を強制カット。クリア。念動ブースター、全器点火！」

　ソフィアの命令にしたがい、『ケイローン』は発射態勢に移行する。

「カウントダウン、ゼロマイナス二〇より開始！　二〇、一九、一八――」

　すでに全員が搭乗をすませている。といっても、『ケイローン』の内部に余よ剰じようのスペースなどは存在しないため、おのおのが飛翔体の外面に張りつく形だ。

　ソフィアは引きつづき『ファルクラム』に搭乗し、右みぎ腕うでのマニピュレーターで懸けん架か用フックを把は持じしている。その『ファルクラム』の肩に僕がしゃがみこみ、左腕のマニピュレーター内にはクロナとマシロが身を寄せあっていた。

　ティナは一人、『ケラヴノス』が取り外された飛翔体の先せん端たん部ぶに直立している。これは発射の瞬しゆん間かんに剣気オーラを展開し、地下空間の天てん井じようを突つき破る衝角ラムの役割を果たすためだった。

「五、四、三、二、一――フルブーストッ！」

　ゴォォオオッ！　猛もう烈れつな加速度をえて『ケイローン』は発射された。

「いっけぇえええええええッ！」

　直後、先端に立ったティナが剣を突きあげて円えん錐すい状じようの剣気オーラを放出する！

　ズガガガガガッ！　数十メートルの地層と第二格納庫の床ゆか、さらには天井を一瞬で突き破り、『ケイローン』は空へと打ちあげられた。

「ぅおおおっ！　すっげぇっ！」

　思わず口から歓かん声せいがこぼれる。視界の下で研究所の施し設せつはぐんぐん小さくなり、ついには雲に隠れて見えなくなった。

　追ってくる者はない。『ケイローン』を追つい尾びできる存在は、この『プルガトリオ』には皆かい無むだった。

　高度一万メートル付近に達すると、『ケイローン』の軌き道どうは垂直上じよう昇しようから水平飛行へと切きり替かわった。

「『ケイローン』、定速度飛行を開始。着地点をエタンダール近辺に設定。以後の操縦をオートパイロットに移行」

　そこでソフィアは『ファルクラム』のハッチを開放し、素す顔がおを見せながらひと息ついた。

「――ふぅ。帝国とレムルスとの国境線まで、あと二時間といったところですね」

　ここから先は誰にも邪じや魔まされることのない空の旅だ。

　夜空に輝く星々の下、『ケイローン』は宵よい闇やみを切り裂いて飛ひ翔しようをつづけた。

「すぅ、すぅ……」「すぴー」「くぴー」

　安定飛行が始まってからほどなくして、ティナとクロナとマシロの三人は『ファルクラム』のマニピュレーター内で仲良く寄り添そって寝ね息いきをたてていた。

　戦いで消耗したティナは、疲つかれて眠ねむってしまうのも当然だろうが――

「クロナもマシロも、こっちに来てからは寝ねてばっかりじゃねえか。いったいなんなんだよこいつらは……」

　天使二人のだらしなさに苦く笑しようする僕。だがそこでふと思いあたる。

　もしかすると地上で実体化しつづけるのは、必要以上にエネルギーを使うのかもしれない。そのうち訊きいてみることにしよう。

「シン兄さまは、お休みになられないのですか？」

「や、僕はいいよ。そんなに眠くないし、景色も見てたいしな」

　そんなわけで、起きているのは僕とソフィアの二人だけだった。

「ソフィアこそ眠くないのか？　今夜はいろいろあって――いろいろありすぎて疲つかれただろ？」

「わたしはいざというとき、『ケイローン』の操縦をしなければなりませんので」

「寝るに寝られないってわけか。じゃあ、僕もなおのこと寝るわけにはいかないな」

「？　どうしてです？」

「ソフィア一人にまかせっきりってのは悪いからな。操縦を代わるのは無理だけど、話し相手くらいにはなれるぜ」

「シン兄さま……。はい、ありがとうございますっ」

　笑顔で返してくれるソフィア。

　しかしそうは言ったものの、それから彼女が自分から話しかけてくることはなかった。

「…………」

　僕からも積極的に声をかけることはしない。ソフィアに訊きたいことや話したいことはそれなりにあったが、いまは黙だまっているべきだと感じたのだ。

　必然的に長い沈ちん黙もくがつづいたが、気まずい雰ふん囲い気きはぜんぜんなかった。

　そうしているうちにも、『ケイローン』は一定の速度で飛翔をつづけ――

「おっ！　見ろよソフィア、いよいよレムルスとの国境線だぜ」

　やがて眼下に、大地を割って走る大きな河川が見えてきた。

　フラティア川。帝てい国こくとレムルスの境目。川のむこう側に入った時点で、今回の帝国訪問の旅は幕を閉じることになるだろう。

　と――

「あの川を越こえたら……。正しよう真しん正しよう銘めい、帝国とも姉さまともお別れなんですね」

　ソフィアがぽつりとこぼした。

　僕のほうに顔はむけず、前方をぼんやりと見つめながら、

「幼いころ、わたしはずっと独りぼっちでした。わたしはほかの子たちとは違ちがいすぎたから、孤こ児じ院いんにいても友だちは一人もできませんでした」

　――ほかの子たちとは違う。幼少のころより彼女は才能の片へん鱗りんを見せており、それゆえに同年代の子供の中ではあまりにも異質な存在だったのだ。

「あのころのわたしは、自分の才能が呪のろわしくて仕方なかった。自分を独りぼっちにするだけの力なんて捨ててしまって、ふつうの子になりたいとなんど願ったかしれません。……そんなときです、オリガ姉さまが現れて、わたしを引き取りたいと言ったのは」

　ああ、そうか。いまソフィアの瞳ひとみには、記憶の中の過ぎ去った光景が映っているのだ。

「はじめて姉さまの家に連れていってもらったときのことは、いまでも鮮せん明めいにおぼえています。姉さまがつくってくれたスープは血のように真っ赤な色をしていて、わたしはすごくびっくりしてしまって――」

「美味うまかったのか、そのスープ？」

「ええ、とっても」

　ふわりと僕にほほ笑えんで、ソフィアはふたたび過去へと視線をもどした。

「食事の最中、姉さまはしきりにわたしの才能を褒ほめてくれました。……すごくうれしかった。わたしは生まれてはじめて、自分がいてもいいんだって思うことができました」

「だけど、それは――」

「ええ、いまならわかります。その言葉だって、わたしの才能を利用するためのものだったってことくらいは。でも、だけどっ……！」

　ふいにソフィアは、感情の堰せきを切ったように言葉をあふれさせた。

「最初からわたしの才能を利用することが目的で、あのやさしさもぜんぶ嘘うそ偽いつわりのものだったとしても……わたしはっ、わたしはうれしかったんです。あのとき飲んだスープの美味おいしさと温かさは、いまでも忘れることができませんっ……！」

「ソフィア……」

「姉さま、オリガ姉さまっ……！　ぅぁあっ！　ゎぁあああああああああああんんんッッッ！」

　そしてソフィアは、身も世もなく泣きだした。

「っ……！」

　僕は慰なぐさめの言葉を口にしかけて、呑のみこんだ。

　彼かの女じよが心に負った傷は、言葉ひとつで癒いやせるものではとうていなかっただろうから。

　いまの彼女に言うべきことがあるとするなら、これしかない。

「――僕はオリガの代わりにはなれない。けど、自分なりにできる限り、ソフィアの力になるって約束するよ」

「ぅぇえんっ……！　ひぐっ……！　ぅゎあああああああああああああああんんんッッッ！」

　返事はない。ソフィアは生まれたての赤子のごとく泣きわめくばかりだ。

　それでも僕は、彼女の心に言葉は届いたと信じていた。

　――それにしても、赤子のごとく、か。

　今日という日を境にこれまでの彼女は死に、新たに生まれ変わったといえるのかもしれない。

　ソフィア＝ボリソヴナ＝ノルシュティン。

　わずか一四歳さいの少女は、一夜にしてすべてを失った。

　天才研究者という地位も、生まれ育った祖国も、たった一人の家族だった最愛の姉も――

　だが、それでもソフィアは。このやさしくも強い心をもった少女は、きっと乗のり越こえていくだろう。
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『ケイローン』がフラティア川を越える。

　時を同じくして空が明るみだし、東の地平線から太陽が顔を覗のぞかせた。

　新しい朝が来る。

　ソフィアにとっては、訣けつ別べつの夜明けだ。







エピローグΑ







　翌日、エタンダールに帰還した僕たちを、ヨゼフィーネ院長がじきじきに出で迎むかえた。

「よく帰ってきたね、ティナ。もう二度と会えないかと思って、気が気じゃなかったよ」

「ただいま、院長。わたしも院長の顔がもういちど見れてすごくうれしいよ」

　言葉をかわすや、ギュッと抱だきしめあうティナと院長。

　僕にとってはちょっと意外な光景だった。あの院長もやっぱり人の子で、手塩にかけて育てた娘むすめは可愛くて仕方ないというわけだ。

　ひとしきり抱きあったのち、院長は僕の背後へと眼めをむけて、

「で、その娘が報告にあった帝国からの亡命希望者だね」

「は、はひっ！　ソフィア＝ボリソヴナ＝ノルシュティンともうしますっ！」

　ソフィアが深々とお辞じ儀ぎをする。

「へぇ。可愛らしいうえに礼儀正しい娘じゃないか」

「院長。ソフィアちゃんの処しよ遇ぐうについてなんだけど――」

「ああ。それなら当然、うちの孤児院であずかるよ。……くくくっ、帝国の天才研究者とはたまげたねぇ。ティナにつづく第二の金の卵になりそうな気がビンビンだよ」

「ちょっと院長、笑ってる顔が恐こわいってば」

　めずらしくツッコミを入れるティナだった。

「さぁて。ティナは私と一いつ緒しよに血界大聖堂カテドラルージユまで来てくれるかい。報告とか今後の方針の会議とか、やってもらうことは山ほどあるからねぇ」

「僕は行かなくていいのか？」

「あんたはいいよ。その娘にエタンダールの街を案内でもしてやりな」

「よろしくね、シン君」

　そんなわけで、ティナと院長は馬車に乗って去っていった。

「それじゃま、適当に歩いてみるか」

「はいです。シン兄さま」

　ソフィアと連れだって、エタンダールの大通りを歩きだす。

「ソフィア、なにか見たいものとかってあるか？」

「い、いえっ。特にはなにも……」

　ソフィアは僕の背中に隠れ、始終オドオドした様子だ。

　……まあ、無理もないか。はじめて会う人にはじめて歩く街。たった一人で異国に放りこまれれば、物もの珍めずらしさより不安が先立つのが当然だろう。

「よしっ」

　僕はふり返って唐とう突とつに言った。

「肉料理全ぜん般ぱん。特に、チーズと目玉焼きを乗せたハンバーグかな」

「は、はい？」

　予想どおり、まぶたをぱちくりさせるソフィア。

「シ、シン兄さま。急にどうしたのですか……？」

「そういや答えてなかったことを思いだしてさ。だからいま教えたんだ」

「？？？」

　ソフィアの顔が疑ぎ問もん符ふで埋うめつくされる。

　僕は笑えみをうかべながら種明かしをした。

「ほら、あのとき管制室の中でソフィアが僕にこう言ったろ。『わたしは兄さまの好きな食べ物も知らない』ってさ」

「あ――！」

　合点がいった様子のソフィア。しかしすぐに頬ほおを赤くして、

「あ、あれはべつに好きな食べ物が知りたかったわけではなくてっ……！　そ、その場の勢いというやつなのですよー！」

「わかってるわかってる。で、ものは相談なんだけど、エタンダールにもけっこう美味いハンバーグを出す店があるんだ。よかったら今度一緒に食いにいかないか？」

「……シン兄さまが、おごってくれるなら」

　ちょっとむくれてつぶやくソフィアは、実にいじらしく可愛らしかった。

　少し打ち解けた雰囲気で僕たちは歩きつづける。

　と、急にソフィアが僕の服の裾すそをつかんだ。

「――あの、シン兄さま。実をいうとですね、ずっと訊きたいことがあったのですけど」

　足をとめ、きょろきょろと周囲を見渡す。

「うん？　もしかして人に聞かれたくない話だったりするのか？」

「はい、そうなのです」

　答えるソフィアの瞳に真しん剣けんな色を見てとり、僕は場所を変えることにした。

　ひと気のない路地に入り、あらためてソフィアに問う。

「で、訊きたいことってのは？」

「はい、あの、『ティタン』の増念器リアクターを破は壊かいしたときのことなのですけど……」

　ギクッと僕は身を固くする。

　思いあたるふしはある。あのとき起きたありえざる異変に、ソフィアは感づいてしまったのだろう。

「最後のひと押おしをした念動力ウイル――あれはシン兄さまが出したものですよね？」

「…………」

　やっぱりバレていた。そして、ひとたびバレてしまった以上、いかなる言い訳も通用しない。

　剣気オーラと念動力ウイルを両方使える人間など、この『プルガトリオ』には存在しない。存在しては、ならないのだから。

「……ああ。あの念動力ウイルは、僕のものだ」

　観念して、白状する。

　おそるおそる、ソフィアの顔をうかがう。そこに現れているのは疑念か、恐きよう怖ふか、はたまた正体不明の化け物を見る眼かと覚かく悟ごしていたが――

「そう……ですか。ではシン兄さまも――なのですね」

　あにはからんや、ソフィアの顔つきは、得とく心しんした人間のそれだった。

　これはいったいどういうことだ？　僕の頭は疑問符で埋めつくされた。

「ま、待てよソフィア、なんで納なつ得とくしてるんだよ!?　だっておかしいだろ、普ふ通つうじゃないだろ、剣気オーラと念動力ウイルを同時に使える人間なんて――」

「たしかに普通ではありません。いえ、異常といったほうが正確でしょう。ですが――そういう人間は、なにもシン兄さまだけではないのですよ」

　いたずらっぽく笑ってソフィアが言う。見れば彼女の瞳には、これまでとは性質の異なる親愛の情がうかんでいた。

　まるで幼いころに生き別れた実の兄と、思いがけないところで再会したかのように――

「だって、わたしの才能も『福ふく音いん』のひとつですから」

「『福音』……？」

　なんだそれは？　たしか一般的には『良き知らせ』、キリスト教などでは『神の教え』を意味する言葉だが……？

「『福音』とは人の域を飛び越え、五大国の人智越権事象エクストラ・フアクトの範はん疇ちゆうさえ超こえた特異な力の総称です。わたしの『福音』は『叡智グノシス』――ここではないどこかから高度な知識と技術が、頭の中に流れこんでくるのです」

「……！」

　ソフィアの思いがけない告白に、僕は驚きよう愕がくすると同時に納得もしていた。

　――大量破壊兵器『ケラヴノス』と長距離飛翔体『ケイローン』の組みあわせ。あれはどこからどう見ても、核かく弾だん頭とうを積んだ大陸間弾道弾ＩＣＢＭだ。すべてがあまりに酷こく似じしている。

　そしていま説明された『叡智グノシス』。もしやソフィアの脳に流れこんできた知識とは、現代の地球のものだったのではないか――？

「……なるほどな。だから僕の能力も『福音』のひとつだと思ったわけか」

「はい、そうとしか考えられません！　シン兄さまの『福音』は――そうですね、『万有オムニス』という名前はどうでしょうか？」

「お、おう。それでいいんじゃないかな……」

　またも内心ギクッとする僕。まさか万有神力アルフアオメガの力の一いつ端たんを『万有オムニス』と呼ぶことになるなんてな。

　しかし、結果としては助かった。まさか『福音』なんていう都合のいい概がい念ねんがすでに存在していたとは夢にも思わなかったぜ。

「でも考えてみると、『福音』ってのは言い得て妙みようなネーミングだな。僕の『万有オムニス』もそうだけど、いいセンスしてるじゃないか、ソフィア」

「えっ？　ああいえ、『福音』と名づけたのはわたしではないのです」

「ありゃ、そうだったか。だとするとオリガが？」

「いいえ、姉さまでもありません。『福音』と名づけたのは、あの御お方かた――」

　ソフィアが口にしたのは、僕も知っている名だった。







エピローグΩ







　――その部屋にあわてふためいて入ってきたのは、軍服を身に着けた初老の男だった。

「へ、陛下！　報告いたします！」

　そこは、帝てい宮きゆうの最上階にもうけられた執しつ務む室しつだ。

「昨夜未明、エレミア第二研究所にて、滞たい在ざい中のクリスティナ＝ディルアーク一行が突とつ如じよとして破壊活動を開始。オリガ＝ゲオルギエヴナ＝ジュコフスカヤ大たい佐さの駆かる試作型機兵ギア『ティタン』を戦闘不能に追いこんだのち、長距離飛翔体『ケイローン』を奪取して逃とう走そう。なお、その際――」

　初老の男はそこで言葉を切る。彼にとって次の報告は、言葉にするのもはばかられるほど衝しよう撃げき的てきな内容であったからだ。

「敵はソフィア＝ボリソヴナ＝ノルシュティン博士を拉ら致ちし……レムルス領内に連れ去った、とのことです」

　沈ちん痛つうきわまる表情で報告する男。

　対して、悠ゆう然ぜんと椅い子すに腰こしかけた相手は、ふぅとひとつため息をこぼした。

「将軍。僕は君たちの邪よこしまな計画を聞かされたとき、事前に忠告したはずだよ。そんなことをしても手痛い損失を被こうむることになるだけだ、とね」

　その椅子に座すわることが許されるのは、『プルガトリオ』広しといえどただ一人。

　全ゴルディオン＝コンスタンスの皇こう帝てい・アスコルド二世のみである。

「っ……！　つ、つきましては陛下、早急にノルシュティン博士の奪だつ還かん作戦を立案し、実行に移したく思います。そこで陛下のお知ち恵えを拝借したいのですが……」

「やめておいたほうがいい。帝国の領内で大失敗を演じた君たちが、どうしてレムルス領内での作戦を成功へ導けるというんだい？」

「ぐっ……！　そ、それは……」

　絶句し赤面する将軍。返す言葉がないとはまさにこのことだ。

「で、ですが陛下、どうか我ら機兵軍に名めい誉よ挽ばん回かいの機会をお与あたえください！　そうでなくとも、ノルシュティン博士は帝国にとって余人をもって代えがたき逸いつ材ざいの中の逸材。このままおめおめと引き下がることなどできませぬっ……！」

「仕方ないなあ。とにかく、その作戦とやらを具体的な形にして持ってきなよ。僕がもし気に入ったなら許可してあげないこともないからさ」

「はっ！　陛下のお心こころ遣づかい、感謝いたします！」

　帝国式の敬礼を送り、執務室から退去しようとする。

　と、彼がドアから出ていく直前、皇帝が何気ない口調でつげた。

「そうそう、将軍。さっきの報告だけど――ノルシュティン博士は拉致されたんじゃないよ。彼女は自分の意思でレムルスに亡命したのさ」

「はっ……？　し、しかし報告では――」

「ま、そっちを信じるのは勝手だけどね。ああ、もう下がっていいよ」

　将軍が執務室から出ていくと、皇帝は椅子に身をあずけて再度の嘆たん息そくをこぼした。

「やれやれ、『福音』がない人は大変だね」

　憐あわれむようにつぶやく。

　――『福音』。その言葉は彼が定義し、彼が名づけた。

「この結果は僕が『天啓オラクル』で視みたとおり。……いや、今回はひとつだけ異物イレギユラーがあったか」

　皇帝は卓たく上じようから水すい晶しよう板ばんを手にとった。

　その表面に映像が再生される。クリスティナ＝ディルアーク一行が帝宮を訪問した際、廊ろう下かに設置されたカメラが記録した映像だ。

　そこには一人の――一見すると、なんの変へん哲てつもない少年が映っている。

　しかし彼はいまや、真なる聖女ラ・ピユセル・クリスティナ＝ディルアーク以上に、皇帝の興味を惹ひく存在だった。

「僕ぼくの『天啓オラクル』にいっさい映っていなかった少年――天あま霧ぎりシンといったかな。君はいったい何者だい？」

　――特異存在フアンタズマ。以後、彼をこう呼こ称しようすると皇帝は決めた。

「特異存在フアンタズマ、実に興味深い。もしかすると君は――真なる聖女ラ・ピユセル以上に、僕の『宿願』を果たす鍵かぎとなってくれるのかもしれないね」

　水晶板を卓上にもどし、皇帝は天を振り仰あおぐ。

　そして、天上へとむけて言葉を放った。

「ああ、そうだとも。僕は必ずや、破は滅めつと再生の無限輪りん廻ねを終わらせる。偽いつわりの神を殺し、『プルガトリオ』を人の手に取り戻もどすことによってね――」







あとがき







　前回本を出してからいろいろなことがありました。

　魔法つかいの次がアラモードだったり。

　ドリフターズのアニメがはじまったり。土方がアラーキーだったり。

　ブレイブウィッチーズがはじまったり。ロスマン先生がかわいかったり。

　ＰＳＶＲが発売されたり。買ってないけど体験はしてみたかったり。

　ＦＦ１５がついに発売されたり。エピソード・ダスカから本当に長かったり。

　ＦＦ１５をひたすらプレイしたり。釣りがクッソおもしろかったり。

　原稿を書くためＦＦ１５を中断したり。

　原稿が終わったのでＦＦ１５を再開したり。

　なんだかんだで八〇時間ほどでクリアしたり。とりあえずアプデとＤＬＣが楽しみだったり。

　洋ゲーの大作には圧倒されるけど、やっぱ和ゲーは肌に合うなぁとしみじみ思ったり。

　あとは特になにもありません。というわけで『異世界創造の絶対神２』をお送りしました。ノムリッシュ！

平成二九年　睦月の初めに　若桜拓海







[image: ]




item/image/cover.jpg
Make another world as GOD






item/image/p079.jpg





item/image/p155.jpg





item/image/p071.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/p109.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグΑ



		プロローグΩ



		１．自由都市連盟



		２．帝国の流儀



		３．七〇年の飛躍



		４．ティタンとケラヴノス



		５．フェアウェル・ドーン



		エピローグΑ



		エピローグΩ



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p179.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/k002.jpg
1 \\
P EEREHEAE T Y 74T /
| PEPHDNif 74T 7ebDE |

| V\foé:l;(ﬂﬂ’s"é






item/image/k001.jpg
. B

é

ZESHXEHRAR=2 6 (KIS
BGR O UMK B H D B LU I BESH ~ B0 S 18 0l
WO VR S DA 0 448U ‘ _
HR\ B —20 3OS RHEH B OIS 110
DEANTNBWEHRLNR? :






item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/ok.jpg
!;lsg XE http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/

S SR 5E DA 2

20174E2H1H  HIM%EAT

EE— LR

wIEANT R
b R 7 i Wee b N S A IV
T151-0053
HEAR A X4 A2-15-8
i 03(5304)7604 (Wdk)
03(5304)9112 (%)
ENRIAT——K B AENR Bl &t
FET—ocoil HRAEHZR b=

BRI - B

©Takumi Wakasa
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1376-5 C0193

. o g T151-0053 mF#axffeAR2—-15-8
EEG ARVl ()i — ) HUSTRIRSEED St
BRI S H DS 5

Pro—M3 O —BHIHELTLELEFRD B DT
Web ElcT ® YA bADT I RICHD DBERIE CRIBEEL

W F3 © hFELTOSE, REEQTREFTHSTEB S,
A ST ® COBETADIHORN SitE THA 1 0848I,
HIX@EA Y7 )UREBH— FESEOLZUET.






item/image/p003.jpg
Contents

Make another world as GOD like.

ZJau—rA
Zan—7Q

1. Hi#kEE

2. FEOFE

3. OO

4. TARVETTTI R

5. 77V -F=v

T¥e—7A

Tre—7Q






item/image/p002.jpg
O3 - X TN~ 248540





item/image/p001.jpg
~

EM RS OEX#H2

HIXE

N

g






item/image/p045.jpg





item/image/p202.jpg





